
LabVIEW アップグレードノート
バージョン 8.0

アップグレードノートでは、Windows、Mac OS、および Linux対応
LabVIEWをバージョン 8.0にアップグレードするための手順、その際に
起こり得る問題、新しい機能について説明します。

LabVIEW 8.0の機能の詳細と同様に、LabVIEWプログラミング概念、
LabVIEWの使用方法の手順、および LabVIEWの VI、関数、パレット、
メニュー、ツールの詳細については、『LabVIEWヘルプ』を参照してく
ださい。『LabVIEWヘルプ』には、ナショナルインスツルメンツからの
使用可能な LabVIEWドキュメントのリソースもリストされています。
『LabVIEWヘルプ』にアクセスするには、ヘルプ→ LabVIEWヘルプを
検索を選択します。 
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LabVIEW 8.0へアップグレードする
旧バージョンの LabVIEWからアップグレードする場合は、このドキュメ
ントの「VIの変換」、「ツールキット、計測器ドライバ、およびアドオン
のアップグレード」、および「アップグレードおよび互換性の問題」セク

ションをはじめに参照してください。
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VIの変換
LabVIEW 4.0またはそれ以降のバージョンで保存された VIを開くと、
LabVIEW 8.0によってその VIの変換とコンパイルが自動的に行われま
す。VIを LabVIEW 8.0で保存しないと、その VIにアクセスするたびに
変換プロセスが開始され、その変換プロセスに余分なメモリリソースが使

用されます。

また、再コンパイルを含む、変更が保存されていない VIのパフォーマン
スで、実行時間の効率が極端に低下することがあります。パフォーマンス

やメモリに関する問題の詳細については、『LabVIEWヘルプ』を参照し
てください。

メモ LabVIEW 8.0で保存した VIは、旧バージョンの LabVIEWではロードできませ
ん。VIを保存して LabVIEW 7.1で実行するには、ファイル→旧バージョン用に
保存を選択します。LabVIEW 7.1以前のバージョンで使用する予定のある VI
は、LabVIEW8.0で保存する前にバックアップコピーをとっておくようにして
ください。

すべての VIを一度に変換するだけのメモリがコンピュータにない場合は、
VIを段階的に変換します。変換する VIの階層を調べ、下位階層にあるサ
ブ VIをロードして保存することから開始します。その後、徐々にその上
位階層に進んでください。トップレベル VIは最後に開いて変換してくだ
さい。ツール→上級→一括コンパイルを選択して VIのディレクトリを変
換することもできます。ただし、一括コンパイルではディレクトリまたは

LLB内の VIはアルファベット順に変換されます。上位の VIから先に変換
処理すると一括コンパイルとなり、トップレベルの VIを最初に開くとき
と同程度のメモリ容量が必要になります。

メモリの使用状況を監視し、現在使用しているメモリ量の概要を表示する

には、ヘルプ→バージョン情報を選択します。

ツールキット、計測器ドライバ、およびアドオンのアップグレード
LabVIEW 8.0をインストールしたら、ツールキットおよびアドオンがす
べて互換バージョンであることを確認し、そのツールキットおよびアドオ

ンを LabVIEW 8.0のディレクトリに再インストールします。最初に、旧
バージョンの LabVIEWからツールキットをアンインストールする必要が
ある場合があります。インストールの詳細については、LabVIEWツール
キットまたはアドオンツールのドキュメントを参照してください。

また、LabVIEW 8.0で使用するため、既存のツールキット、計測器ドラ
イバ、アドオン VIを一括コンパイルしなければなりません。VIの一括コ
ンパイルの詳細については、このドキュメントの「VIの変換」セクショ
ンを参照してください。
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以下のツールキット、計測器ドライバ、およびアドオンは、

LabVIEW 8.0で使用するためにアップグレードまたはダウンロードする
必要があります。

� LabVIEWアプリケーションビルダを使用する場合は、LabVIEWア
プリケーションビルダ 8.0にアップグレードする必要があります。
LabVIEW8.0プロフェッショナル開発システムにはアプリケーショ
ンビルダ 8.0が含まれています。LabVIEWアプリケーションビルダ
のインストール方法の詳細については、labview¥readmeディレク

トリにある『LabVIEWアプリケーションビルダ Readme』を参照
してください。

� LabVIEW 8.0では、VI Analyzer 1.1を使用しなければなりません。
ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/info（英語）

にアクセスし、info codeとして exd8yyと入力すると、VI 
Analyzer 1.1の Upgrade Advisorにアクセスすることができます。

� LabVIEW 8.0で Internet Toolkit 6.0を使用するには、追加の VIをダ
ウンロードする必要があります。ナショナルインスツルメンツのウェ

ブサイト ni.com/info（英語）にアクセスし、info codeとして
exkrkbと入力すると、必要な VIをダウンロードできます。

� HP/Agilent 34401Aデジタルマルチメータ（DMM）の計測器ドライ
バは、ナショナルインスツルメンツの DMMテンプレートドライバ
とより類似した仕様になりました。このドライバは、LabVIEW 7.x
以前で使用した HP34401Aドライバと互換性がありません。
LabVIEW 7.x HP34401Aドライバとの互換性が必要な場合は、
National Instruments Instrument Driver Network
（ni.com/idnet）からドライバをダウンロードしてください。

ナショナルインスツルメンツの追加のソフトウェアをアップグレード
する

LabVIEW 8.0では NI TestStand 3.5以降を使用する必要があります。ナ
ショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/info（英語）にアク

セスし、info codeとして exd8yyと入力すると、Upgrade Advisorに
アクセスして、NI TestStand 3.5以降をダウンロードできます。

LabVIEW 8.0では Logos 4.6以降を使用する必要があります。ナショナ
ルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/info（英語）にアクセス

し、info codeとして exymjtと入力すると、最新の Logosをダウン
ロードできます。

旧バージョンの LabVIEWからのアップデート
LabVIEWを新しいバージョンにアップグレードしても、新バージョンは
別のディレクトリにインストールされるため、コンピュータ上にある旧

バージョンの LabVIEWには影響がありません。バージョン 5.x以前の
LabVIEWは、labviewディレクトリにインストールされます。バージョ

ン 6.0以降の LabVIEWは、labview x.xディレクトリにインストールさ
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れます。ここで、x.xはバージョン番号です。旧バージョンの LabVIEW
をアンインストールせずに、LabVIEW 8.0をインストールできます。

既存バージョンの LabVIEWを入れ替えるには、既存バージョンの
LabVIEWをアンインストールして、LabVIEW 8.0のインストーラを実行
し、デフォルトのインストールディレクトリを、旧バージョンの

LabVIEWをインストールしたのと同じ labviewディレクトリに設定し

ます。

(Windows) コントロールパネルの「アプリケーションの追加と削除」を
使用して既存の LabVIEWのバージョンを削除することによっても、既存
の LabVIEWのバージョンを LabVIEW 8.0に置換できます。アンインス
トーラを実行しても、labviewディレクトリにあるユーザが作成した

ファイルは削除されません。 

メモ LabVIEWをアンインストールまたは再インストールする場合、.llbファイル

に保存したすべての VIおよび制御器を含む、vi.libディレクトリにある .llb

ファイルがアンインストールされます。VIや制御器を制御器パレットや関数パ
レットに追加するには、その VIまたは制御器を user.libディレクトリに保存

します。

旧バージョンの LabVIEWの環境設定を使用する場合は、旧バージョンが
インストールされている labviewディレクトリから LabVIEW環境設定
ファイルをコピーします。

注意 LabVIEW 8.0環境設定ファイルを旧バージョンのファイルと置換する場合は、
LabVIEWに追加された環境設定を旧バージョンに上書きします。

LabVIEW 8.0をインストールした後、LabVIEW環境設定ファイルを
LabVIEW 8.0ディレクトリにコピーします。

(Windows) 環境設定は labview.iniファイルに保存されます。

(Mac OS) 環境設定は、ホームディレクトリの Library:Preferences

フォルダ内の LabVIEW Preferencesファイルに保存されます。

(Linux) 環境設定は、ユーザのホームディレクトリ内の .labviewrcファ

イルに保存されます。

旧バージョンの LabVIEWの user.libディレクトリからのファイルを使

用するには、旧バージョンがインストールされている labviewディレク

トリのファイルをコピーします。LabVIEW 8.0をインストールしたら、
ファイルを LabVIEW 8.0ディレクトリの user.libディレクトリにコ

ピーします。
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アップグレードおよび互換性の問題

LabVIEWのバージョンにより異なるアップグレードおよび互換性の問題
点については、以下のセクションを参照してください。

LabVIEW 7.xからのアップグレード 
LabVIEW 7.x から LabVIEW 8.0にアップグレードする際、以下のような
互換性に関する問題が発生する可能性があります。

サポートされているプラットフォーム
LabVIEW 8.0では、サポートされているプラットフォームについて以下
のように変更されました。

� LabVIEW 7.1以降では、Windows Me/98/95はサポートされていま
せん。LabVIEW 8.0ではWindows NTもサポートされていません。

� LabVIEW 8.0ではWindows XP x64をサポートしますが、現行の NI
ドライバの XP x64に関するサポート限られています。

� LabVIEW 8.0は、Mac OS X 10.2以前のバージョンをサポートして
いません。

� LabVIEW 8.0は Sun Solarisをサポートしていません。

システム要件
LabVIEW 7.xは、128 MB以上の RAMを必要としますが、256 MB以上
であることを推奨します。LabVIEW 8.0は、256 MB以上の RAMを必要
としますが、512 MB以上であることを推奨します。

LabVIEW 7.xは 800 × 600ピクセルの画面の解像度を必要としますが、
1024 × 768ピクセルの画面の解像度を推奨します。LabVIEW 8.0には、
1024 × 768ピクセルの画面の解像度が必要です。

(Windows)　LabVIEW 7.xには、Pentium III以降またはCeleron 
600 MHz以降のプロセッサが必要ですが、Pentium 4以降のプロセッサ
を推奨します。LabVIEW 8.0には、Pentium IIIまたは Celeron 
866 MHz以上のプロセッサが必要ですが、Pentium 4以上のプロセッサ
を推奨します。

(Linux)　LabVIEW 7.xには、Pentium III以降または Celeron 600 MHz
以降のプロセッサが必要ですが、Pentium 4以降のプロセッサを推奨し
ます。LabVIEW 8.0には、Pentium IIIまたはCeleron 866 MHz以上の
プロセッサが必要ですが、Pentium 4以上のプロセッサを推奨します。

(Windows) LabVIEW 7.xでは、LabVIEWの最小インストールには最低
130 MBのディスク容量、完全インストールには 550 MBのディスク容量
が必要です。LabVIEW 8.0では、LabVIEWの最小インストールには最低
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900 MBのディスク容量、完全インストールには 1.2 GBのディスク容量
が必要です。

(Mac OS) LabVIEW 7.xでは、LabVIEWの最小インストールには最低
280 MBのディスク容量、完全インストールには 350 MBのディスク容量
が必要です。LabVIEW 8.0では、LabVIEWの最小インストールには最低
500 MBのディスク容量、完全インストールには 600 MBのディスク容量
が必要です。

(Linux) LabVIEW 7.xでは、LabVIEWの最小インストールには最低
200 MBのディスク容量、完全インストールには 300 MBのディスク容量
が必要です。LabVIEW 8.0では、LabVIEWの最小インストールには最低
400 MBのディスク容量、完全インストールには 550 MBのディスク容量
が必要です。

(Linux) LabVIEW 7.xは、GNU C Library（glibc）バージョン 2.1.3以
降が必要ですが、ナショナルインスツルメンツはGNU C Libraryバー
ジョン 2.2.4以降を推奨します。LabVIEW 8.0には、GNU C Library
バージョン 2.2.4以降が必要です。

(Linux) LabVIEW 7.xは、Red Hat Linux 7.0以降、Mandrake Linux 8.0
以降、SuSE Linux 7.1以降、または Debian Linux 3.0以降で動作します。
LabVIEW 8.0は、Red Hat Enterprise Linux WS以降、
MandrakeLinux/Mandriva 10.0以降、または SuSE Linux 9.1以降で動
作します。

カスタムパレットセット
LabVIEW 8.0はカスタムパレットセットをサポートしていません。カス
タムパレットセットを使用せずにパレットセットを編集できます。

LabVIEW 8.0でのパレット変更の詳細については、このドキュメントの
「パレット編集の機能強化」のセクションを参照してください。

VIと関数の動作変更
以下の VIおよび関数の動作は LabVIEW 8.0で変更されました。

.NET VIと .NETアプリケーション
LabVIEW 8.0で .NETの関数およびアプリケーションを使用するには、
.NET Framework 1.1 Service Pack 1またはそれ以降が必要です。.NET 
Framework 1.1 Service Pack 1をインストールする前にMicrosoft .NET 
Framework 1.1 Hotfix KB886904を削除する必要があります。

最後に LabVIEW 7.xに保存した .NET VI をロードすると、アセンブリ
ファイルがこの VIと同じディレクトリに存在したり、LabVIEW 7.xで
ツール→上級→ .NETアセンブリリファレンスを選択してアセンブリファ
イルを登録していても、LabVIEW 8.0は VIが参照するアセンブリを検索
することを促すプロンプトを表示することがあります。



LabVIEWアップグレードノート 8 ni.com/jp

解析 VIのアルゴリズム
LabVIEW 7.1以降では、解析 VIで BLAS/LAPACKアルゴリズムが使用
されています。これにより、生成される結果がより正確になりました。

LabVIEW 8.0では、これらの VIは数学および信号処理パレットにあります。

信号を付加 Express VI
LabVIEW 7.xでは、「信号を付加（Append Signals）」Express VIの入
力信号 Aが空の場合、または配線されていない場合、単一信号または組
み合わせた信号を入力信号 Bに配線すると、「付加信号」出力が空になり
ます。LabVIEW 8.0では、入力信号 Aが空または配線されていない場合
に、単一信号を入力信号 Bに配線すると、Express VIは入力信号 Bを返
します。組み合わせた信号のみを入力信号 Bに配線する場合には、組み
合わせた信号で各信号は次の信号に加えられ、結果として 1つの信号が
作成されます。

比較関数

LabVIEW 7.x以前では、比較関数を使用してバリアントデータを比較す
ると、LabVIEWは 2つのバリアントの長さを比較して、バリアントを
ビットごとに比較しました。LabVIEW 8.0では、バリアントの実際の入
力情報をエンコードした入力コード付きのバリアントデータの比較を開始

し、その他の入力特有の属性を比較します。

内積 VI
LabVIEW 7.0では、以下の式を使用し、「内積（Dot Product）」VIで X
および Yの入力ベクトルの内積を計算します。

LabVIEW 7.1以降では、「内積（Dot Product）」VIで以下の式を使用し
て複素数入力の内積を計算します。

ここで、yi 
*は、y i の複素共役です。

Easy Text Report VI（Mac OSおよび Linux）
「Easy Text Report」VIのコネクタペーンが変更されました。
LabVIEW 8.0で、「Easy Text Report」VIが使用されている LabVIEW 
7.x以前のバージョンで最後に保存された VIを開くと、サブ VIを右ク

X *Y xiyi

i 0=

n 1–

∑=

X *Y xiyi∗

i 0=

n 1–

∑=
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リックして、ショートカットメニューから Relink To SubVIを選択する必
要があります。

文字列にフォーマット関数

LabVIEW 7.xでは、%oまたは %xの形式指定子の構文要素を「文字列に

フォーマット（Format Into String）」関数で使用すると、その入力を文
字列に変換する前に、浮動小数点入力を 32ビット整数に四捨五入します。 

LabVIEW 8.0では、これらの形式指定子の構文要素は入力を文字列に変
換する前に、この関数で浮動小数点入力を 64ビット整数に四捨五入します。

数値結合関数

LabVIEW 7.x以前では、、「数値結合（Join Numbers）」関数は 32ビッ
ト整数入力を 16ビット整数に強制的に変更し、1つの 32ビット整数を
作成していました。LabVIEW 8.0では、「数値結合」関数で 32ビット整
数入力を組み合わせて 1つの 64ビット整数を生成できるようになりまし
た。

メモ LabVIEW 7.xの VIを LabVIEW 8.0で開くと、32ビット整数入力が 16ビット
整数に強制的に変更されます。

文字列 /数値変換関数
LabVIEW 7.xでは、数値を 16進数文字列に変換、数値を 8進数文字列に
変換、および数値を 10進数文字列に変換関数は、入力を文字列に変換す
る前に浮動小数点入力を 32ビット整数に四捨五入します。

LabVIEW 8.0では、これらの関数は入力を文字列に変換する前に、浮動
小数点入力を 64ビット整数に四捨五入します。ただし、LabVIEW 8.0で
LabVIEW 7.xの VIを開く場合は、浮動小数点入力を 32ビット整数に四
捨五入することで互換性と機能を維持します。

VIリファレンスを開く関数
LabVIEW 7.xで「VIリファレンスを開く（Open VI Reference）」関数
の VIパス入力がパスで、メモリ内の VIが同じ名前で存在する場合、メモ
リ内の VIへのパスが指定したパスと一致しなくても、VIへリファレンス
を返します。

LabVIEW 8.0では、「VIリファレンスを開く」関数の VIパス入力が文字
列で、VIパスがメモリ内の VIの限定されたファイル名に一致する場合に
のみ、ターゲット上で VIを開きます。VIパスがパスの場合、同じター
ゲット上の同じパスでメモリ内の VIを検索します。一致するパスで VIを
検索できない場合は、指定したパスでディスクから VIをロードしようと
します。ファイルが見つからない場合、またはファイルがメモリ内の他の

VIと競合する場合、エラーが発生します。限定されたファイル名につい
ての詳細は、この章の「LabVIEWプロジェクトライブラリ」のセクショ
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ンを参照してください。ターゲットについての詳細は、この章の

「LabVIEWプロジェクト」のセクションを参照してください。

クイックスケール VI
LabVIEW 7.1以前では、「クイックスケール 1D（Quick Scale 1D）」VI
または「クイックスケール 2D（Quick Scale 2D）」VIの X入力がゼロ
の配列の場合、この VIは 0および Y[i]=X[i]/Max|X|としてmax|X|
を、または NaNの配列として Yij=Xij/Max|X|を返します。
LabVIEW 8.0では、「クイックスケール（Quick Scale）」VIの X入力が
ゼロの配列の場合、この VIは 0および Y[i]=X[i]/Max|X|として
max|X|を、またはゼロの配列として Yij=Xij/Max|X|を返します。

キー読み取り VI
In LabVIEW 7.x以前では、「キー読み取り（Read Key）」VIを使用して、
Shift-JISでエンコードされた日本語のマルチバイト文字の文字を読み取る
ことができました。1または <Shift-JIS>を、マルチバイトエンコー

ディング入力に配線する必要があります。LabVIEW 8.0では、「キー読み
取り」VIは、オペレーティングシステムの地域設定を適切なエンコー
ディングに設定すると、デフォルトでエンコードされた文字列の、マルチ

バイト文字を読み取ります。

スケール VI
LabVIEW 7.1以前では、「スケール 1D（Scale 1D）」VIまたは「スケー
ル 2D（Scale 2D）」VIの X入力がゼロの配列の場合、この VIは 0とし

てスケール、0としてオフセット、NaNの配列として Y=(X�オフセット )/
スケールを返します。LabVIEW 8.0では、スケール VIの X入力がゼロの
配列の場合、この VIは 1としてスケール、0としてオフセット、ゼロの

配列として Y=(X�オフセット )/スケールを返します。

セマフォ VI
LabVIEW 7.xでは、エラー入力パラメータにエラーが含まれている場合
でも、「セマフォ解放（Release Semaphore）」VIおよび「セマフォ取
得（Acquire Semaphore）」VIを実行しようとはしませんでした。
LabVIEW 8.0では、これらの VIはエラー入力パラメータにエラーがあっ
ても実行しようとします。ただし、LabVIEW 7.xの VIを LabVIEW 8.0
で開くと、LabVIEW 7.xの機能が維持されます。

SMTP Eメール VI
LabVIEW 7.x以前では、SMTP Eメール VIの文字セット入力に値を書き
込むことで、文字セットを指定できます。これらの VIは、Eメールを送
信する前にメッセージを UTF-8形式に暗号化します。SMTP Eメール VI
の文字セットまたは字訳パラメータがなくなりました。
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複素数をソート VI
LabVIEW 7.x以前では、「複素数をソート（Sort Complex Numbers）」
VIのメソッド入力を振幅に設定すると、同じ振幅を持つ要素のシーケン
スが変更されませんでした。LabVIEW 8.0では、メソッドを振幅に設定
すると、同じ振幅を持つ要素をまず実部に基づいてソートし、次に虚部に

基づいてソートします。

単位ベクトル VI
LabVIEW 7.x以前では、「単位ベクトル（Unit Vector）」VIによって入力
ベクトルのノルムが以下の式に基づいて計算されます。 

LabVIEW 8.0では、単位ベクトル VIによって入力ベクトルのノルムが以
下の式に基づいて計算されます。

ここで、Xは入力ベクトル、||X||はノルム、y はノルムタイプです。

ユーザ VI
labview¥help、labview¥project、または labview¥wizardディレク

トリに配置する VIは、ヘルプ、ツール、およびファイルメニューにそれ
ぞれ表示されます。LabVIEW 8.0はこれらのディレクトリに配置する VI
をプライベートアプリケーションインスタンスで開くため、LabVIEW 7.x
では、これらの VIが LabVIEW 8.0のように動作しないことがあります。 

すべてのアプリケーションインスタンスでメモリ内のすべてのユーザ VI
のリストを生成するには、labview¥vi.lib¥Utility¥ 
allVIsInMemory.llbにあるMemory VIの VIMemory Get VIを使用
してください。現在のアプリケーションインスタンスへのリファレンスを

作成するには、labview¥vi.lib¥Utility¥allVIsInMemory.llbにあ

るGet User Application Reference VIを使用してください。アプリ
ケーションインスタンスについての詳細は、このドキュメントの「アプリ

ケーションインスタンスを使用する」のセクションを参照してください。

廃止予定の VIおよび関数
LabVIEW 8.0は以下の VIおよび関数をサポートしていません。

� LabVIEW 7.1以降では、「多項式実ゼロカウンタ（Polynomial Real 
Zero Counter）」VIはインストールされません。「多項式実ゼロ（複
数）カウンタ（Polynomial Real Zeros Counter）」VIを代用してく
ださい。

X x0
2 x1

2 … xn 1–
2+ + +=

X x0
y x1

y … xn 1–
y+ + +

1
y
---

=
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� LabVIEW 7.1以降では、PPC VIはインストールされません。TCP VI
を代用してください。

� LabVIEW 8.0は「QR因子分解（QR Factorization）」VIをサポート
していません。「QR分解（QR Decomposition）」VIを代用してく
ださい。

� LabVIEW 8.0では、「レーベンバーグ・マルカート（Levenberg 
Marquardt）」VIまたは「非線形レーベンバーグ・マルカート
フィット（Nonlinear Lev-Mar Fit）」VIをサポートしていません。
「非線形カーブフィット（Nonlinear Curve Fit）」VIを代用してくだ
さい。

� LabVIEW 8.0では、関数パレット上に「VISAステータス記述（VISA 
Status Description）」関数がありません。「シンプルエラー処理
(Simple Error Handler)」VIまたは「一般エラー処理 (General 
Error Handler)」VIを代用してください。

� LabVIEW 8.0は、「カイ 2乗分布（Chi Square Distribution）」、「F
分布（F Distribution）」、「正規分布（Normal Distribution）」、およ
び「T分布（T Distribution）」VIをサポートしません。代わりに、
「連続CDF（Continuous CDF）」VIのカイ 2乗、F、正規、および
ステューデント tインスタンスをそれぞれ使用してください。

� LabVIEW 8.0は、「逆カイ 2乗分布（Inv Chi Square 
Distribution）」、「逆 F分布（Inv F Distribution）」、「逆正規分布（Inv 
Normal Distribution）」、および「逆 T分布（Inv T Distribution）」VI
をサポートしません。代わりに、「連続 CDF」VIのカイ 2乗、F、正
規、およびステューデント tインスタンスをそれぞれ使用してくださ
い。

� LabVIEW 8.0では、「1D線形評価（1D Linear Evaluation）」VIお
よび「2D線形評価（2D Linear Evaluation）」VIは、関数パレット
から外されました。「線形評価（Linear Evaluation）」VIを代用して
ください。

� LabVIEW 8.0では、「1D多項式評価（1D Polynomial Evaluation）」
VIおよび「2D多項式評価（2D Polynomial Evaluation）」VIは、 
関数パレットから外されました。「多項式評価（Polynomial 
Evaluation）」VIを代用してください。

� LabVIEW 8.0では、「1D直交座標から極座標へ変換（1D 
Rectangular to Polar）」VIおよび「1D極座標から直交座標へ変換
（1D Polar to Rectangular）」VIが関数パレットから外されました。
「直交座標を極座標に変換（Re/Im To Polar）」関数および「極座標
を直交座標に変換（Polar To Re/Im）」関数を代用してください。

� LabVIEW 8.0では、「高調波アナライザ（Harmonic Analyzer）」VI
が関数パレットから外されました。THDまたはコンポーネントレベ
ル出力を測定するには「高調波ひずみ解析（Harmonic Distortion 
Analyzer）」VIを使用するか、SINADまたは THD+ノイズ出力を測
定するには「SINADアナライザ（SINAD Analyzer）」VIを使用して
ください。
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� LabVIEW 8.0では、「ネットワーク関数（平均）（Network 
Functions (avg)）」VIは関数パレットから外されました。「周波数応
答関数 (振幅 -位相 )（Frequency Response Function 
(Mag-Phase)）」、「周波数応答関数 (実 -虚 )（Frequency 
Response Function (Real-Im)）」、「クロススペクトル (振幅 -位相 )
（Cross Spectrum (Mag-Phase)）」、または「クロススペクトル 

(実 -虚 )（Cross Spectrum (Real-Im)）」VIを使用してください。

� LabVIEW 8.0では、「パルスパラメータ（Pulse Parameters）」VIが
関数パレットから外されました。「過度計測（Transition 
Measurements）」VIを代用してスルーレート、持続時間、オー
バーシュートまたは、プレシュート出力を測定し、「パルス計測

（Pulse Measurements）」VIを使用して周期ｍパルス持続時間、ま
たはデューティサイクル出力を測定し、「振幅とレベル（Amplitude 
and Levels）」VIを使用して振幅、高状態レベル、または低状態レベ
ル出力を測定します。

� LabVIEW 8.0では、「伝達関数（Transfer Function）」VIが関数パ
レットから外されました。「周波数応答関数 (振幅 -位相 )」または
「周波数応答関数 (実 -虚 )」VIを代用してください。

� LabVIEW 8.0では、「NI DIAdem レポートウィザード（NI DIAdem 
Report Wizard）」Express VIが関数パレットに表示されなくなりま
した。「NI DIAdemレポート（NI DIAdem Report）」Express VIを
代用してください。「NI DIAdemレポート」Express VIの詳細につ
いては、このドキュメントの「DIAdemレポート Express VI」セク
ションを参照してください。

メモ NI DIAdemレポート Express VIを使用するためには、DIAdem 9.1 Service 
Pack 2以降がインストールされていなければなりません。ナショナルインスツ
ルメンツのウェブサイト ni.com/info（英語）にアクセスし、info codeとし
て exf5tyと入力すると、DIAdemの評価版をダウンロードまたは DIAdem
を購入することができます。

� LabVIEW 8.0では、VISAリソース名定数および IVI論理名定数は関
数パレットから外されました。VISAリソース名を指定するには、
VISAVIの VISAリソース名入力を使用してください。IVI論理名を指
定するには、計測器を初期化する適切なドライバ VIの適切な入力を
使用してください。

� LabVIEW 8.0では、エラーリング定数が関数パレットから外されま
した。32ビット符号付き整数定数を代用して、希望するエラーコー
ドを入力します。

� (Windows) LabVIEW 8.0では、サウンド VIはサウンドパレットに
表示されますが、LabVIEW 7.xでは関数パレットにありませんでし
た。LabVIEW 8.0ではサウンド VIを代用してください。
LabVIEW 7.xに付属されたサンプルは、LabVIEW 8.0には付属され
ません。
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� (Mac OSおよび Linux) LabVIEW 8.0のサウンド VIは、
LabVIEW 7.1のサウンド VIと一緒に付属されます。LabVIEW 7.xに
付属されたサンプルは、LabVIEW 8.0には付属されません。

ファイル I/O VIおよび関数
LabVIEW 8.0では、「ファイルから文字を読み取り（Read Characters 
From File）」VIが関数パレットから外されました。「テキストファイルか
ら読み取り（Read from Text File）」関数を代用してください。

LabVIEW 8.0では、「開く /作成 /置換ファイル
（Open/Create/Replace File）」VIが関数パレットから外されました。
「開く /作成 /置換ファイル（Open/Create/Replace File）」関数を代
用してください。以下の関数には、LabVIEW 7.x以前の「開く /作成 /
置換ファイル（Open/Create/Replace File）」VIの一部の機能が含ま
れます。

� ファイルのサイズを調べるには、「ファイルサイズを取得（Get File 
Size）」関数を使用します。

� 「ファイルダイアログ（File Dialog）」Express VIを使用して、ファ
イルを参照できるダイアログボックスの開始パス、ファイルパター

ン、およびファイルまたはディレクトのデフォルト名を指定します。

� 「Refnumをパスに変換（Refnum to Path）」関数を使用して、リ
ファレンスをパスに変換します。

� 「バイナリファイルに書き込み（Write to Binary File）」関数を使用し
て、プラットフォームに依存しないテキストファイルまたは他のタイ

プのバイナリファイルを作成し、「バイナリファイルから読み取り

（Read from Binary File）」関数を使用して、結果のバイナリファイ
ルを読み取ります。

LabVIEW 8.0では、「ファイルから読み取り（Read File）」および「ファ
イルに書き込み（Write File）」関数が関数パレットから外されました。
「バイナリファイルから読み取り」および「バイナリファイルに書き込み」

関数を代用してください。

LabVIEW 8.0では、「文字をファイルに書き込み（Write Characters To 
File）」VIが関数パレットから外されました。「テキストファイルに書き込
み（Write to Text File）」関数を代用してください。

LabVIEW 8.0では、「アクセス権（Access Right）」VIが関数パレットか
ら外されました。「許可を取得（Get Permissions）」および「許可を選択
（Set Permissions）」関数を代用してください。

LabVIEW 8.0では、「EOF」関数が関数パレットから外されました。
「ファイルサイズを取得（Get File Size）」および「ファイルサイズを設定
（Set File Size）」関数を代用してください。
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LabVIEW 8.0では、「ディレクトリのリスト（List Directory）」VIが関数
パレットから外されました。「リストフォルダ（List Folder）」関数を代用
してください。

LabVIEW 8.0では、「範囲をロック（Lock Range）」関数が関数パレッ
トから外されました。「アクセスを拒否（Deny Access）」関数を代用し
てください。

ブロックダイアグラムに「新規ディレクトリ（New Directory）」関数を
含む LabVIEW 7.xで作成した VIを開くと、LabVIEW 8.0はその関数を
「フォルダを作成（Create Folder）」関数に置換します。パス入力で指定
したフォルダが存在しない場合は、「フォルダを作成」関数は、「新規ディ

レクトリ」関数と同じように、エラーを返す代わりにフォルダを作成します。

LabVIEW 8.0では、「シーク（Seek）」関数が関数パレットから外されま
した。「ファイル位置を取得（Get File Position）」および「ファイル位置
を設定（Set File Position）」関数を代用してください。

LabVIEW 8.0では、「タイプと作成者（Type and Creator）」関数が関数
パレットから外されました。「タイプと作成者を取得（Get Type and 
Creator）」および「タイプと作成者を設定（Set Type and Creator）」
関数を代用してください。

LabVIEW 8.0では、「ボリューム情報（Volume Info）」VIが関数パレッ
トから外されました。「ボリューム情報を取得（Get Volume Info）」関
数を代用してください。

LabVIEW 8.0では、「ファイルを開く（Open File）」および「新規ファ
イル（New File）」関数が関数パレットから外されました。「ファイルか
ら一行読み取り（Read Lines From File）」VIは関数パレットには表示さ
れませんが、互換性のために LabVIEWに付属されます。

LabVIEW 8.0では、「I16ファイルから読み取り（Read From I16 File）」、
「SGLファイルから読み取り（Read From SGL File）」、「I16ファイルに
書き込み（Write To I16 File）」、および「SGLファイルに書き込み
（Write To SGL File）」VIは関数パレットにありません。「バイナリファイ
ルから読み取り」および「バイナリファイルに書き込み」VIを代用して
ください。

廃止された VIを検索する
旧バージョンの LabVIEWで作成した VIにある廃止された VIを検索する
には、以下の手順に従ってください。

1. 検索する VIをメモリにロードします。

2. 検索ダイアログボックスを表示するには、編集→検索して置換を選択

します。

3. テキストボタンをクリックします。
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4. アプリケーションインスタンスプルダウンメニューから、検索する

VIを含むアプリケーションインスタンスを選択します。アプリケー
ションインスタンスについての詳細は、このドキュメントの「アプリ

ケーションインスタンスを使用する」のセクションを参照してくださ

い。

5. 検索範囲プルダウンメニューからアプリケーションインスタンス中の

すべての VIを選択します。

6. 階層ウィンドウチェックボックスをオンにします。

7. 検索ボタンをクリックします。

プロパティ、メソッド、イベントの動作変更
以下のプロパティ、メソッド、イベントの動作は LabVIEW 8.0で変更さ
れました。

アプリケーションプロパティとメソッド

LabVIEW 8.0では、一部のアプリケーションプロパティおよびメソッド
の動作は、属するアプリケーションインスタンスによって異なります。た

とえば、アプリケーション : メモリ内のすべての VIプロパティの動作は、
使用するアプリケーションインスタンスによって異なります。このプロパ

ティは、プロパティと同じアプリケーションインスタンスでメモリ内のす

べての VIのリストを返します。ただし、アプリケーション : ディレクト
リパス Iプロパティの動作は、使用するアプリケーションインスタンスに
依存しません。このプロパティは、アプリケーションがあるディレクトリ

への絶対パスを返します。この情報は、各インスタンスによって変更しま

せん。

アプリケーションインスタンスについての詳細は、このドキュメントの

「アプリケーションインスタンスを使用する」のセクションを参照してく

ださい。

フロントパネル :開く メソッド
LabVIEW 7.0の FPを開くメソッドは、LabVIEW 7.1で旧フロントパネ
ルを開くに名前変更されました。LabVIEW 7.1は、フロントパネルがす
でに開いていると、エラーを返さない異なる FPを開くメソッドを含みま
す。LabVIEW 7.1の FPを開くメソッドは、LabVIEW 8.0でフロントパ
ネル : 開くと名前変更されました。LabVIEW 7.0から旧フロントパネルを
開くメソッドを使用している VIがある場合は、メソッドをフロントパネ
ル : 開くメソッドに置換してください。

キーダウンイベントとキー繰り返しイベント

VIのキーダウン、キーダウン？、キー繰り返し、キー繰り返し？の各イ
ベントおよび制御器の VKeyデータフィールドは、英数字セクションの
<Return>キーおよび数値キーパッドの <Enter>キーで異なる値が入力さ
れます。LabVIEW 7.x以前では、<Enter>キーまたは <Return>キーがイ
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ベントの 1つを生成すると、VKeyデータフィールドで <Enter>を返し

ます。LabVIEW 8.0.では、<Enter>キーまたは <Return>キーがイベン
トの 1つを生成すると、VKeyデータフィールドで、それぞれ、<Enter>

または <Return>を返します。

(Mac OS) LabVIEW 8.0では、ショートカットメニューの <Control>-ク
リックのみを受け入れるようになりましたが、<Command>-クリック
のキーの組み合わせは受け入れません。イベントストラクチャで動作をエ

ミュレートする場合は、VIを変更して新規の動作をエミュレートします。

リストボックスプロパティ

LabVIEW 7.x以前では、リストボックスプロパティの最上行プロパティ
をリストボックスの一番下の項目より下の行に設定すると、表示されてい

る一番下の行に強制的に変更されます。LabVIEW 8.0では、リストボッ
クスの表示項目数は、このプロパティに配線できる行数を制限しません。

LabVIEW 8.0は、単数列リストボックスのダブルクリックプロパティを
サポートしていません。ダブルクリックされた行を取得メソッドを代用し

てください。

所有 VIプロパティ
LabVIEW 7.x以前では、所有 VIプロパティはオブジェクトが属する VI
へのリファレンスを返しました。このリファレンスは、メモリ内の VIを
維持します。LabVIEW 8.0では、所有 VIプロパティが返すリファレンス
は、メモリ内の VIを維持しません。VIがメモリから削除されると、この
リファレンスは無効になります。リファレンスを閉じるまでメモリに残る

VIへのリファレンスを取得するには、「VIリファレンスを開く（Open VI 
Reference）」関数を使用します。

テキストプロパティ

LabVIEW 7.x以前では、テキストプロパティは標準表示で文字列を返し
ます。LabVIEW 8.0では、テキストプロパティは文字列をフロントパネ
ルオブジェクトと同じテキスト表示で返します。たとえば、パスワード表

示に文字列制御器を表示すると、テキストプロパティはパスワード表示で

文字列を返します。

ツリー制御器プロパティ

LabVIEW 7.x以前では、アクティブセルプロパティ : セルサイズ : 高さお
よびアクティブセルプロパティ : セルサイズ : 幅プロパティは、ツリー制
御器内に各行に 17ピクセルを返しました。LabVIEW 8.0では、アクティ
ブセル : セルサイズ : 高さおよびアクティブセル : セルサイズ : 幅プロパ
ティは、ツリー制御器内に各行に 16ピクセルを返します。
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VI文字列メソッド
エクスポート VI文字列メソッドを使用して前のバージョンの LabVIEW
からエクスポートした文字列は、VI文字列 : インポートメソッドを使用す
る場合、正しく LabVIEW 8.0にインポートされない場合があります。

廃止予定のプロパティ、メソッド、イベント
LabVIEW 8.0は以下のプロパティ、メソッド、イベントをサポートして
いません。

カーソルプロパティ

LabVIEW 8.0は、カーソルロックスタイルプロパティをサポートしませ
ん。カーソルモードプロパティを代用してください。

リストボックス、表、デジタル表、ツリー制御器プロパ
ティ、およびイベント

LabVIEW 8.0は、複数列リストボックスのセルの前景色プロパティをサ
ポートしていません。アクティブ セル プロパティ : セルフォント : カラー
プロパティを代用してください。

LabVIEW 8.0は、表またはデジタル表のセルの前景色プロパティをサ
ポートしていません。表およびデジタル表については、アクティブセル : 
セルフォント : カラープロパティを代用してください。

LabVIEW 8.0は、ツリー制御器のアクティブ セル プロパティ : 前景カ
ラープロパティをサポートしていません。アクティブ セル プロパティ : 
セルフォント : カラープロパティを代用してください。

LabVIEW 8.0は、ドラッグ、ドラッグ ?、ドロップ、ドロップ ?イベン
トをツリー制御器クラスでサポートしません。ドラッグ終了、ドラッグ入

る、ドラッグ出る、ドラッグオーバー、ドラッグソースアップデート、ド

ラッグ開始、ドラッグ開始 ?、ドロップイベントを制御器クラスで代用し
てください。

名前付き数値プロパティ

LabVIEW 8.0は、名前付き数値オブジェクトについて、名前付き数値カ
ラー、名前付き数値カラー : 背景色、名前付き数値カラー : テキストカ
ラーの各プロパティをサポートしていません。テキストカラー、テキスト

カラー : 背景色、テキストカラー : テキストカラーの各プロパティをそれ
ぞれ代用してください。

パネルプロパティ

LabVIEW 8.0は、パネルクラスのカラープロパティをサポートしません。
このプロパティを LabVIEW 8.0で使用すると、プロパティは左上隅の
ぺーンのみに適用されます。ぺーンカラープロパティをぺーンクラスで代

用してください。
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サブパネルプロパティ

LabVIEW 8.0では、サブパネルでサブ VIのペーンを使用し、サブパネル
制御器のスクロールバー表示を構成して、サブパネル制御器のフロントパ

ネルをスケールします。

LabVIEW 8.0は、サブパネル制御器の Xスクロールバー表示プロパティ
をサポートしていません。ペーンの水平スクロールバー表示プロパティを

代用してください。

LabVIEW 8.0は、サブパネル制御器の Yスクロールバー表示プロパティ
をサポートしていません。ペーンの垂直スクロールバー表示プロパティを

代用してください。

LabVIEW 8.0は、サブパネル制御器のパネルをスケールプロパティをサ
ポートしていません。ペーンのスケールモードを設定メソッドを代用して

ください。

VIプロパティ、メソッド、イベント
LabVIEW 8.0はフロントパネルウィンドウ :自動中央揃えプロパティを
サポートしていません。フロントパネル : 中心メソッドを代用してくださ
い。

LabVIEW 8.0はフロントパネルウィンドウ :画面サイズに合わせるプロ
パティをサポートしていません。フロントパネルウィンドウ : 状態プロパ
ティを代用してください。

LabVIEW 8.0は、VIクラスのフロントパネルウィンドウ : 基点プロパ
ティをサポートしません。このプロパティを LabVIEW 8.0で使用する
と、プロパティは左上隅のぺーンのみに適用されます。ぺーンクラスの基

点プロパティを代用してください。

LabVIEW 8.0は、VIクラスのフロントパネルウィンドウ : スクロール
バーを表示プロパティをサポートしません。このプロパティを

LabVIEW 8.0で使用すると、プロパティは左上隅のぺーンのみに適用さ
れます。ぺーンクラスの水平スクロールバー表示および垂直スクロール

バー表示プロパティを代用してください。

LabVIEW 8.0は、VIクラスのフロントパネルスケールモードを取得また
はフロントパネルスケールモードを設定メソッドをサポートしません。こ

れらのメソッドを LabVIEW 8.0で使用すると、メソッドは左上隅のぺー
ンのみに適用されます。ぺーンクラスのスケールモードを取得およびス

ケールモードを設定メソッドを代用してください。

LabVIEW 8.0は、VIクラスのマウスダウン、マウスダウン ?、マウス境
界内、マウス境界外、マウス移動、マウスアップイベントをサポートしま

せん。ぺーンクラスのマウスダウン、マウスダウン ?、マウス境界内、マ
ウス境界外、マウス移動、マウスアップイベントを代用してください。
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アプリケーション項目のタグ
以下のアプリケーションタグは、LabVIEWから削除されました。
� APP_BUILD_STANDALONE_APP

� APP_DN_ASSEMBLY_REFS

� APP_EDIT_VI_LIBRARY

� APP_SAVE_WITH_OPTIONS

� APP_SHOW_CLIPBOARD

� APP_SRC_CODE_CTRL

� APP_SWITCH_EXEC_TARGET

� APP_UPDATE_VXI

� APP_VIEW_PRINTED_MANUALS

前のバージョンの LabVIEWで保存され、削除されたタグが含まれている
ランタイムメニュー（.rtm）ファイルを使用すると、LabVIEW 8.0は、
メニューエディタダイアログボックスでファイルを保存すると、自動的に

.rtmファイルからタグを削除します。削除されたアプリケーション項目

タグは、LabVIEWによって予約され、ユーザタグとして使用できませ
ん。 

HiQのサポート
ナショナルインスツルメンツは、LabVIEW 8.0で HiQ機能を提供してい
ません。アプリケーションで HiQ VIを使用する場合、それを数学 VIおよ
び信号処理 VIと置換することを検討してください。数学 VIおよび信号処
理 VIの使用については、『LabVIEWヘルプ』を参照してください。

エラーリストウィンドウ
LabVIEW 7.x以前では、エラーリストウィンドウの VIリストにメモリ内
にあるすべての VIのエラーが表示されます。LabVIEW 8.0では、エラー
リストウィンドウのエラーがある項目セクションに、VIおよびライブラ
リなど、メモリ内にあるすべての項目のエラーが表示されます。2つ以上
の項目が同じ名前の場合、このセクションは各あいまいな項目について特

定のアプリケーションインスタンスを表示します。アプリケーションイン

スタンスについての詳細は、このドキュメントの「アプリケーションイン

スタンスを使用する」のセクションを参照してください。

VI文字列ファイルの構文
LabVIEW 8.0では、ツール→上級→文字列をインポートで VI文字列ファ
イルをインポートするか、または VI文字列 : インポートメソッドを使用
すると、<GROUPER></GROUPER>という新規のタグセットを検索します。

このタグセットは一緒にグループ化されたフロントパネルオブジェクトを

示します。したがって、LabVIEW 8.0では、旧バージョンの LabVIEW
で保存した VI文字列ファイルをインポートすることはできません。
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LabVIEW 7.1以前では、プライベートデータの <ITEMS>セクションにリ

ストボックスの文字列をリストします。LabVIEW 8.0では、プライベー
トデータの <ITEMS>セクションにリストボックスの文字列をリストしま

す。また、LabVIEW 7.1以前では、リストボックスで 1種類のフォント
しか使用できず、そのフォントはプライベートデータの <LBLABEL>セク

ションにリストされます。LabVIEW 8.0では、リストボックスで複数の
フォントが使用できるようになり、それらのフォントはプライベートデー

タの <CELL_FONTS>セクションにリストされます。

LabVIEW 7.1以前では、複数列リストボックスの文字列はデフォルト
データ内にリストされます。ただし、複数列リストボックスのデフォルト

データは整数か整数の配列です。LabVIEW 8.0では、複数列リストボッ
クスの文字列はプライベートデータ内にリストされます。

LabVIEW 7.1以前では、ツリー制御器の文字列とフォントはエクスポー
トできませんでした。LabVIEW 8.0では、ツリー制御器の文字列とフォ
ントを、リストボックスや複数列リストボックスと同様の形式でエクス

ポートできます。

LabVIEW 8.0では、エクスポートファイルの各行にプライベートデータ
とデフォルトデータの 2つのタグ以上は含まれません。また、ネスティ
ングレベルごとに項目がインデントされます。

VI文字列ファイルを LabVIEW 8.0形式に変換するには、以下の手順に
従ってください。

1. 旧バージョンの LabVIEWにある VI文字列ファイルをインポートし
ます。

2. VIを保存します。

3. LabVIEW 8.0で VIをロードします。

4. LabVIEW 8.0形式で VI文字列ファイルを保存するには、 ツール→ 

上級→文字列をエクスポートを選択します。

LabVIEW 7.xからタイプデスクリプタデータを双
方向に変換する 
タイプデスクリプタを保存する形式が LabVIEW 8.0で変更されました。
LabVIEW 7.xは、16ビットの平坦化表記でタイプデスクリプタを保存し
ます。LabVIEW 8.0は、32ビットの平坦化表記でタイプデスクリプタを
保存します。この変更はタイプデスクリプタの 64KBサイズの制限を撤廃
します。

LabVIEW 8.0には、LabVIEW 7.xで書き込まれたタイプデスクリプタを
読み取り、LabVIEW 7.xで読み取ることのできるタイプデスクリプタを
書き込むメカニズムが備わっています。「文字列に平坦化（Flatten To 
String）」関数には 7.xデータの変換ショートカットメニュー項目があり
ます。関数を右クリックしてこのメニュー項目を選択すると、この関数

は、入力データを LabVIEW 7.xで書き込まれたデータのように処理でき



LabVIEWアップグレードノート 22 ni.com/jp

ます。7.xデータの変換ショートカットメニュー項目を選択する場合に、
データ文字列出力が配線されていると、LabVIEW 8.0ではその関数上に
赤い 7.xグリフを描画して LabVIEW 7.x形式に、あるいは LabVIEW 7.x
形式からデータを変換中であることを示します。データ変換を回避するに

は、7.xデータの変換ショートカットメニュー項目をもう一度選択して
チェックマークを外します。

LabVIEW 8.0では、LabVIEW 7.x以前のバージョンで保存した VIをロー
ドすると、「文字列に平坦化（Flatten To String）」関数で 7.xデータの変
換属性が自動的に設定されます。関数は、LabVIEW 7.x以前と同じよう
に操作されます。VIに LabVIEW 8.0のタイプデスクリプタ形式を使用す
る場合は、「文字列に平坦化」関数を右クリックし、ショートカットメ

ニューから 7.xデータの変換を選択してチェックマークを外します。
LabVIEW 7.x以前のバージョンで書き込まれたデータを含むファイルを
VIで操作する必要がなく、LabVIEW 7.x以前のバージョンで実行してい
る VIにデータを送受信することがない場合には、LabVIEW 8.0のタイプ
デスクリプタ形式を使用します。LabVIEWの今後のバージョンでは、前
回のタイプデスクリプタ形式のサポートは継続されない可能性があります。

NaN文字列を整数タイプへ変換する
（Windows）

LabVIEW 7.xでは、NaNを明示的または暗示的に整数に変換すると、そ

の値はその整数のデータタイプの最小値となります。たとえば、NaNを符

号付き 16ビット整数に変換すると、16ビット符号付き整数では最小値
である �32,768となります。

LabVIEW 8.0では、NaNを明示的または暗示的に整数に変換すると、そ

の値はその整数のデータタイプの最大値となります。たとえば、NaNを符

号付き 16ビット整数に変換すると、16ビット符号付き整数では最大値
である 32,767となります。

ケースストラクチャに配線されている定数
LabVIEW 7.x以前では、定数をケースストラクチャに配線し、実行しな
いケースにサブ VIを配置することによって、サブ VIをメモリに駐在して
おけます。例えば、ケースストラクチャに TRUE定数を配線して、サブ
VIをケースストラクチャの FALSEケースに配置する場合、呼び出す VIと
一緒にサブ VIがロードされます。LabVIEW 8.0では、実行しないすべて
のコードが削除されます。したがって、ケースストラクチャに配線された

定数がある VIを、旧バージョンの LabVIEWで保存して LabVIEW 8.0で
ロードすると、定数が非表示の制御器に変更され、旧バージョンの

LabVIEWからの動作が維持されます。
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オペレーティングシステムのメッセージを遅延する
LabVIEW 7.xでは、LabVIEWは .NETおよび ActiveXイベントを処理す
るたのコールバック VIを実行中に、オペレーティングシステムのメッ
セージを処理しました。LabVIEW 8.0では、LabVIEWは、コールバック
VIの実行が停止するまで、またはユーザがモーダルダイアログボックス
をロードするまで、オペレーティングシステムのメッセージの処理を遅延

します。この遅延によって、コールバック VIが割り込みなしで実行され、
他のイベントでイベントを発行してデットロック状態になる事態を回避で

きます。

コールバック VIから非モーダルダイアログボックスに対して同期を取っ
た呼び出しを行うことはできません。非モーダルダイアログボックスで

VIを実行メソッドを呼び出して、メソッドの終了まで待機入力に FALSE
のブール定数を書き込むことで、コールバック VIから非モーダルダイア
ログボックスを非同期に呼び出す必要があります。

LabVIEW 7.xでは、LabVIEWは DLLまたは共有ライブラリ関数を実行
中に、オペレーティングシステムのメッセージを処理しました。

LabVIEW 8.0では、LabVIEWは、DLL関数への呼び出しが終わるまで、
またはユーザがモーダルダイアログボックスを DLLからロードするまで、
オペレーティングシステムのメッセージの処理を遅延します。この遅延に

よって、DLL関数が割り込みなしで実行し、LabVIEWが DLL関数が実行
中に同じ DLLを呼び出して、デットロック状態が発生することを避ける
ことができます。

このデフォルトの動作を使用すると、DLLの実行中に非モダールダイア
ログボックスへの同期の呼び出しを行うことができません。非モーダルダ

イアログボックスで VIを実行メソッドを呼び出して、メソッドの終了ま
で待機入力に FALSEのブール定数を書き込むことで、DLLから非モーダ
ルダイアログボックスを非同期に呼び出す必要があります。

作成する DLLでオペレーティングシステムのメッセージを遅延するかど
うかを選択できます。マイ DLLプロパティダイアログボックスの上級
ページで、共有ライブラリでオペレーティングシステムメッセージを遅延

チェックボックスをオフにして、DLLの実行中にオペレーティングシス
テムのメッセージを処理します。

Resource Manager（Mac OS）
LabVIEW 7.x以前では、Macintoshリソースファイルの読み取り /書き
込み機能（マニュアルへの記載なし）が使用できます。LabVIEW 8.0で
は、これらのメソッドは存在しません。したがって、これらのマニュアル

に記載されていなかった機能を利用したユーティリティは使用できませ

ん。Macintoshリソースの VIからの読み取りと書き込みはできなくなり
ました。
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1および 2ボタンダイアログボックス
LabVIEW 7.x以前では、1ボタンダイアログまたは 2ボタンダイアログ
を表示している VIをプログラムでは中止できません。LabVIEW 8.0で
は、これらのダイアログボックスを表示している VIを VIを中断メソッド
を使用してプログラムで中止できます。

プロパティおよびインボークノード
LabVIEW 7.xのカーソル凡例から暗示的にリンクされたプロパティノー
ドまたはインボークノードを作成した場合に、LabVIEW 8.0で VIを開く
と、LabVIEWはノードを削除します。

共有ライブラリを更新する
LabVIEW 7.x以前で labview.libにリンクされた共有ライブラリ

（DLL）を作成した場合は、LabVIEWでは labviewv.libに代わりにリ

ンクします。LabVIEW 8.0での共有らライブラリの使用の詳細について
は、このドキュメントの「複数のバージョンの LabVIEWで共有ライブラ
リを使用する」のセクションを参照してください。

印刷の余白値
LabVIEW 7.x以前では、オプションダイアログボックスの印刷ページの
余白オプションでは、余白値にセンチメートルが使用されました。

LabVIEW 8.0の余白オプションでは、余白値にミリメートルが使用され
ます。

LabVIEW 6.xからのアップグレード 
LabVIEW 6.x から LabVIEW 8.0にアップグレードする際、以下のような
互換性に関する問題が発生する可能性があります。アップグレードの際に

起こる可能性のある他の問題点については、本書の「LabVIEW 7.xから
のアップグレード」のセクションを参照してください。

各バージョンの新機能および変更点については、LabVIEWのバージョン
6.xから 8.0までの各バージョンの『LabVIEWアップグレードノート』
（ni.com/jp/manuals）を参照してください。

波形データタイプの変更点
LabVIEW 7.0では、波形のデータタイプは、倍精度浮動小数点数ではな
く t0コンポーネントのタイムスタンプのデータタイプを使用します。
データを、LabVIEW 6.xのデータタイプに関する情報を含めずに波形
データタイプとしてファイルに保存すると、LabVIEW 7x以降でそのデー
タを取り出そうとするとエラーが発生する可能性があります。

LabVIEW 7.x以降では、「ファイルから波形を読み取り（Read 
Waveform from File）」VIで、ファイル内の古い波形データタイプ形式
を新しい形式に変換します。この VIは、変換を実行するかどうかを尋ね
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るダイアログボックスを表示します。LabVIEWランタイムエンジンで
は、「ファイルから波形を読み取り」VIによるこの変換が行われず、エ
ラーが返されます。LabVIEW 6.xから LabVIEW 7.xへの波形データの移
行の詳細については、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト

ni.com/info（英語）にアクセスし、info codeの exd9zqを入力して

情報を参照してください。

シリアル互換性 VI
LabVIEW 7.x以降では、シリアル互換性 VIは関数パレットには表示され
ません。VXIデバイスと通信する VIを作成するには、VISA VIおよび関数
を使用します。

LabVIEW 7.x以降では、LabVIEWはオペレーティングシステムのシリア
ルドライバと通信に、serpdrvドライバを使用しません。LabVIEWに
は、VISAをベースにした互換性のある VIが含まれています。新規アプリ
ケーションでは、VISAおよびシリアル VIおよび関数を使用してシリアル
デバイスを制御するようにしてください。旧バージョンの LabVIEWで作
成したシリアル VIを含むすべての VIは、LabVIEW 7.1以降でも動作し
ます。 

ポート番号のポートへのマッピングを再構成した場合は、それらのポート

へのマッピングを指定する必要があります。シリアルポートのマッピング

を指定するには、labview¥vi.lib¥Instr¥_sersup.llbにある「シリ

アルエイリアス設定（set serial alias ports）」VIを使用します。文字列
配列を VIの VISAエイリアス入力に配線して、使用するポート名を入力
配列に入力します。配列の各要素はポートに対応しています。たとえば、

ポート 0が VIエイリアスのMySerialPortにマップされる場合は、VISA
エイリアス入力配列の最初の要素に MySerialPortと入力します。

「VISAシリアルポート構成（VISA Configure Serial Port）」VIを呼び出
す前に、「シリアルエイリアス設定」VIを呼び出す必要があります。

VISA VIおよび関数を使用してシリアル計測器を制御するサンプルについ
ては、labview¥examples¥instr¥smplserl.llbを参照してください。

ループのデフォルトデータ
LabVIEW 6.0以前では、ループが実行されない場合、Forループは未定
義のデータを生成します。LabVIEW 6.1以降では、Forループのカウン
ト端子（N端子）に 0を配線した場合や、空の配列を入力として For
ループに配線して自動指標付けを使用にした場合、Forループはデフォル
トデータを生成します。ただし、これは出力のトンネルが指標付け不使用

の場合です。

リモートフロントパネルライセンス
LabVIEW開発システムとアプリケーションビルダには、1つのクライア
ントがリモートでフロントパネルを表示および制御することができるリ

モートフロントパネルライセンスが含まれています。LabVIEWプロ
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フェッショナル開発システムには、5つのクライアントがフロントパネル
を表示および制御することができるリモートフロントパネルライセンスが

含まれています。

リモートフロントパネルライセンスをアップグレードすると、より多くの

クライアントをサポートすることができます。

マルチスレッド割り当て
LabVIEW 7.1以降では、LabVIEW 7.1以前のバージョンと比較してより
多くの VI実行用のスレッドが割り当てられるようになりました。そのた
め、呼び出した DLLが実際には再入可能でない場合に「ライブラリ関数
呼び出しノード（Call Library Function Node）」を誤って「再入可能」
に設定すると、マルチスレッドでエラーが発生することがあります。「ラ

イブラリ関数呼び出しノード」および再入可能の詳細については、

『LabVIEWヘルプ』を参照してください。

LabVIEWでスレッドの割り当て方法を変更するには、labview¥ 
vi.lib¥Utility¥sysinfo.llbにある threadconfig VIを使用します。
VIの再入可能を無効にするには、ファイル→ VIプロパティを選択して、
カテゴリプルダウンリストから実行を選択して、再入実行チェックボック

スをオフにすることもできます。

スレッド割り当ての詳細については、『LabVIEWヘルプ』を参照してく
ださい。

計測器ドライバ
LabVIEW 7.x以降の LabVIEWパッケージには、計測器ドライバを含む
LabVIEW計測器ドライバライブラリCDは含まれていません。計測器ド
ライバは、ナショナルインスツルメンツの Instrument Driver Network
（ni.com/idnet）からダウンロードできます。ナショナルインスツルメ

ンツのデバイスドライバ CDには、NI-DAQ、NI-VISA、および他のナ
ショナルインスツルメンツドライバが収録されています。

単位および変換ファクタ
LabVIEW 7.x以降では、「複合演算（Compound Arithmetic）」関数を
使用した後に、「単位変換（Convert Unit）」関数を使用して余分な端子
を削除する必要がありません。

LabVIEW 7.1以降の単位変換ファクタは、米国商務省標準技術局（NIST）
発行のGuide for the Use of the International System of Units（SI）で
のガイドラインにさらに準拠しています。また、カロリーの単位はカロ

リー（熱）となり、馬力は馬力（電気）となりました。これらの単位の略

語は以前と同じです。次の表は、LabVIEW 6.1と 8.0での単位変換ファ
クタの変更の詳細を示しています。 
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パネルアップデートを延期プロパティ
LabVIEW 6.1以前では、「パネルアップデートを延期」プロパティが
FALSEになるまで、変更待ちのフロントパネルオブジェクトは再描画さ
れませんでした。LabVIEW 8.0では、このプロパティを TRUEに設定す
ると、変更待ちになっているすべてのフロントパネルオブジェクトを再描

画して、フロントパネル更新の新しい要求をすべて保留にします。場合に

よっては、この変更によってフロントパネルの変更された要素が余分な回

数再描画されることがあります。

数値制御器のデータ範囲
LabVIEW 6.1以前では、いくつかの数値制御器のデフォルト設定が最小
値 0.00、最大値 0.00、増分値 0.00、範囲外の動作が無視に設定されて

います。LabVIEW 8.0では、これらの数値制御器はそのデータタイプの
デフォルトのデータ範囲値を使用します。

強制ドットとタイプ定義
LabVIEW 6.1以前では、タイプ定義に関する情報がワイヤに含まれてい
たため、ブロックダイアグラム上に強制ドットが多く発生することがあり

ました。タイプ定義を、タイプ定義端子でない VIまたは関数の端子に配
線すると、強制ドットが表示されます。タイプ定義である出力端子をタイ

プ定義でない表示器に配線したときにも、強制ドットは表示されます。そ

のような強制ドットは、VIでのタイプ定義の使用が一貫していないこと
を示します。この場合、強制ドットは実行時の性能に影響しません。

表 1 単位および変換ファクタ

単位 6.1の定義 8.0の定義

天文単位（AU） 149,498,845,000 m 149,597,900,000 m

英温度単位 (平均 ) 1055.79 J 1055.87 J

電子ボルト（eV） 1.602e�19 J 1.60217642e�19 J

フィートキャンドル 10.764 lx 10.7639 lx

馬力 v.s. 馬力（電気） 745.7 W 746 W。新しい変換は厳密です。

英ガロン 4.54596 l 4.54609 l

光年 9.4605 Pm 9.46073 Pm

重量ポンド 4.448 N 4.448222 N

ロッド 502.92 cm 5.029210 m

スラグ 32.174 lb 14.59390 kg

統一された原子質量（u） 1.66057e�27 kg 1.66053873e�27 kg
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「文字列に平坦化（Flatten To String）」関数を使用してタイプ定義を平坦
化する方法については、『LabVIEWヘルプ』を参照してください。

ファイルダイアログボックスのボタンラベル
LabVIEW 6.1以前では、「ファイルダイアログ（File Dialog）」関数に
よって表示されるファイルダイアログボックスには、ユーザが新規ファイ

ル名を入力すると、保存というボタンラベルが表示されます。選択モード

の入力パラメータによっては、ボタンラベルは開くになっています。

LabVIEW 8.0では、「ファイルダイアログ（File Dialog）」Express VIが
表示するファイルダイアログボックスのボタンのラベルが、変更されない

限りすべてのケースにおいてOKになりました。ボタンのラベルを変更す
るには、「ファイルダイアログ」Express VIのボタンラベル入力を使用し
ます。既存の VIで「ファイルダイアログ」Express VIを使用する場合は、
VIの動作を再確認して、デフォルトラベルのOKが VIの機能面で適切か
どうかを判断する必要があります。

オンラインヘルプを制御関数
「オンラインヘルプを制御（Control Online Help）」関数のヘルプファイ
ルへのパス入力は必須入力となりました。その入力には、コンパイル済み

のヘルプファイル名（.chmまたは .hlp）またはコンパイル済みのヘル

プファイルへの完全なパスを配線できます。コンパイル済みのヘルプファ

イルのみを配線した場合、LabVIEWは labview¥helpディレクトリ内

でそのファイルを検索します。

VIを実行メソッド
LabVIEW 7.1では、VIを実行メソッドのリファレンスを自動破棄入力を
TRUEに設定すると、VIの実行を停止した後にリファレンスが自動的に破
棄されます。LabVIEW 8.0では、メソッドがエラーを返すと、ただちに
リファレンスを破棄します。ブロックダイアグラムの一部がそのリファレ

ンスに依存している場合、この動作によって VIが壊れることがあります。

ロード時にフロントパネルを表示する
LabVIEW 8.0では、VIがロードされたときにフロントパネルを表示する
よう VIが構成されていても、ユーザが VIサーバを使用して VIをロード
した場合は、フロントパネルは表示されません。その場合は、フロントパ

ネル : 開くメソッドを使用してプログラムでフロントパネルを表示する必
要があります。

VIリファレンスを開く関数
LabVIEW 6.1以前では、「VIリファレンスを開く（Open VI 
Reference）」関数のオプションパラメータに値を配線しないと、テンプ
レートがメモリにない場合はテンプレートから VIが作成されます。テン
プレートがメモリにある場合は、テンプレートへのリファレンスが開きま

す。LabVIEW 7.0以降では、、「VIリファレンスを開く」関数を使用して
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メモリに既存のテンプレートへのリファレンスを作成すると、オプション

パラメータに 0x02を指定しないと関数によってエラーが返されます。

指数表記
LabVIEW 6.0以前では、^演算子はフォーミュラノードで指数を表しま

す。LabVIEW 6.1以降のバージョンでは、指数を表す新しい演算子は **

で、x**yのように使用します。^演算子は、ビット単位の排他的論理和

(XOR)演算を表します。

IVI Configuration Storeファイル
IVI Configuration Storeファイルでは、すべて大文字小文字を区別する
ようになりました。論理名、ドライバセッション名、または仮想名をアプ

リケーションで使用する場合、使用する名前は IVI Configuration Store
ファイルで定義されている名前と完全に一致する必要があり、大文字小文

字も同じでなくてはなりません。

技術サポートフォーム
LabVIEW 7.x以降では、LabVIEWのインストールプログラムは
techsup.llbをインストールしません。インストール、構成、およびア

プリケーションに関する問題や質問は、ナショナルインスツルメンツの

ウェブサイト（ni.com/support/ja）を参照してください。

LabVIEW 5.xからのアップグレード 
LabVIEW 5.x から LabVIEW 8.0にアップグレードする際、以下のような
互換性に関する問題が発生する可能性があります。アップグレードの際に

起こり得る他の問題点は、本書の「LabVIEW 6.xからのアップグレー
ド」、「LabVIEW 7.xからのアップグレード」の各セクションを参照して
ください。

LabVIEWの各バージョンの新機能および変更点については、バージョン
5.xから 8.0までの『LabVIEWアップグレードノート』および
『LabVIEW 5.1追補マニュアル』（ni.com/jp/manuals）を参照してくだ

さい。

データログファイルの変換
LabVIEW 8.0はデータログファイルのタイプ定義をチェックして、変換
が必要かどうかを確認します。LabVIEW 6.0以前で保存されたデータロ
グファイル、または LabVIEW 7.1以前で保存され波形データタイプが含
まれているデータログファイルは、LabVIEW 8.0で読み取り、追加する
ときに変換されます。それ以外の場合は、データログファイルを読み取っ

たりデータログファイルに追加しても、データログファイルは変換されま

せん。
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旧バージョンの LabVIEWで作成したデータログファイルを開くと、
LabVIEW 8.0ではそのファイルを LabVIEW 8.0形式に変換するように促
すプロンプトが表示されます。「変換する」を選択すると、データログ

ファイルが新しいフォーマットに変換されたデータで置換されます。ファ

イルを変換しないを選択すると、エラーが返されファイルは開きません。

メモ 今後も古いデータを LabVIEW 6.1以前のバージョンで使用することがある場合
は、変換の前にデータログファイルのバックアップコピーを取っておいてくだ

さい。変換したデータログファイルは、LabVIEW 6.1以前に戻したり、
LabVIEW 6.1で読み取ったりすることはできません。

データログファイルを開いたときに自動的に変換するには、LabVIEW環
境設定ファイルに次の行を追加します。

silentDatalogConvert=True

(Mac OS) 次の行を追加します。
silentDatalogConvert:True

(Linux) 次の行を追加します。
labview.silentDatalogConvert:True

データログファイルを開いたときに自動的にデータログファイルを変換し

たくない場合は、環境設定を FALSEに設定します。

VIサーバへの接続
LabVIEW 5.xのアプリケーションでは LabVIEW 8.0 VIサーバプロトコル
の特徴の一部を認識しないため、LabVIEW 8.0クライアントから
LabVIEW 5.xアプリケーションの VIサーバに接続することはできませ
ん。ただし、LabVIEW 5.xクライアントから LabVIEW 8.0アプリケー
ションの VIサーバへ接続できます。

UDP関数
LabVIEW 6.x以降では、UDP VIは関数パレットにありませんが、互換性
VIとして labview¥vi.lib¥_oldvers¥_oldvers.llbに存在しました。

ネットワーク通信については、標準の UDP関数を代用してください。

LabVIEW 4.xからのアップグレード 
LabVIEW 4.x から LabVIEW 8.0にアップグレードする際、以下のような
互換性に関する問題が発生する可能性があります。アップグレードの際に

起こり得る他の問題点については、本書の「LabVIEW 5.xからのアップ
グレード」「LabVIEW 6.xからのアップグレード」および「LabVIEW 7.x
からのアップグレード」の各セクションを参照してください。

LabVIEWの各バージョンの新機能および変更点については、バージョン
4.xから 8.0までの『LabVIEWアップグレードノート』および
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『LabVIEW 5.1追補マニュアル』（ni.com/jp/manuals）を参照してくだ

さい。

ブールデータの LabVIEW 4.xから /への変換
LabVIEW 4.xと LabVIEW 5.xデータでのブールデータの格納形式は、
LabVIEW 4.xと LabVIEW 5.xの間で変更されました。LabVIEW 4.xで
は、配列でないブールデータは 2バイトに格納されます。データが配列
の場合は、LabVIEW 4.xでは各ブール要素が 1ビットに格納されます。
LabVIEW 8.0ではそれが配列であるかどうかにかかわらず、1つのブー
ル値が 1バイトに格納されます。この変更により、ブール値の配列をサ
ポートできるブロックダイアログ関数が増え、これらの配列の動作がさら

に数値の配列と一貫性のあるものになりました。ブール値のデータ形式に

ついて、LabVIEW 8.0ではコードインタフェースノード (CIN)でのデー
タ操作に影響がありますが、LabVIEW 8.0では既存の CINとの間に互換
性がもたらされました。

1つまたは複数のブール値を含んでいるバイナリデータを LabVIEW 4.x
のファイルに書き込む場合、その形式は LabVIEW 8.0で同じデータを書
き込む場合とは異なります。LabVIEW 8.0には、LabVIEW 4.xで書き込
まれたバイナリデータを読み取り、LabVIEW 4.xで読み取ることのでき
るバイナリデータを書き込むメカニズムが備わっています。「タイプキャ

スト（Type Cast）」、「文字列に平坦化（Flatten To String）」、および
「文字列から非平坦化（Unflatten From String）」の関数には、4.xデータ
の変換ショートカットメニュー項目があります。関数を右クリックしてこ

のメニュー項目を選択すると、この関数は、バイナリデータを

LabVIEW 4.xで書き込まれたデータのように処理できます。
LabVIEW 4.x用にフォーマットされたデータを作成するには、「バイナリ
ファイルに書き込み」、「文字列に平坦化」、または「タイプキャスト」関

数を使用します。LabVIEW 4.x用にフォーマットされたデータを読み取
るには、「バイナリファイルから読み取り」、「文字列から非平坦化」、また

は「タイプキャスト」関数を使用します。4.xデータの変換ショートカッ
トメニュー項目を選択すると、LabVIEW 8.0ではその関数上に赤い 4.x

グリフを配置して LabVIEW 4.x形式に、あるいは LabVIEW 4.x形式から
データを変換中であることを示します。データ変換を回避するには、4.x
データの変換ショートカットメニュー項目をもう一度選択してチェック

マークを外します。

ブール値を持つデータファイルが複数ある場合、これらのファイルを開い

て LabVIEW 8.0で認識できる新しいデータファイルにデータを書き込む
VIを作成できます。

LabVIEW 4.x以前のバージョンで保存した VIを LabVIEW 8.0でロード
すると、「ファイルに書き込み」、「ファイルから読み取り」、「タイプキャ

スト」、「文字列に平坦化」、および「文字列から非平坦化」関数上に 4.x
データの変換属性が自動的に設定されます。これらの関数は 4.xのときと
同じように動作します。VIに LabVIEW 8.0のブールデータ形式を使用す
る場合は、関数を右クリックし、ショートカットメニューから 4.xデータ
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の変換を選択してチェックマークを外します。LabVIEW 4.x以前のバー
ジョンに書き込みを行ったブールデータを含むファイルを VIで操作する
必要がなく、またブールデータを含むデータを LabVIEW 4.x以前のバー
ジョンで実行している VIとデータを送受信することがない場合には、
LabVIEW 8.0のブールデータ形式を使用します。LabVIEWの今後のバー
ジョンでは、前回のブールデータ形式のサポートは継続されない可能性が

あります。

VI制御 VI
LabVIEW 5.x以降では、VI制御 VIは関数パレットにありませんが、互換
性 VIとして labview¥vi.liblity¥victl.llbに存在しました。VI制
御 VIの代わりに、VIサーバ関数の「VIリファレンスを開く（Open VI 
Reference）」、「リファレンス呼び出しノード（Call By Reference 
Node）」、「プロパティノード（Property Node）」、および「インボーク
ノード（Invoke Node）」を使用してください。

VI制御 VIが返すエラーコードは、LabVIEW 8.0では異なるものがいくつ
かあります。旧バージョンの LabVIEWでは、VI制御 VIはエラーコード
7および 1000を返します。これに対し、LabVIEW 8.0の VI制御 VIはエ
ラーコード 1004および 1003を返します。LabVIEW 4.xで作成された VI
がエラーコード 7および 1000をチェックする場合には、その VIが
LabVIEW 8.0で動作するように修正する必要があります。

DDE VI （Windows）
LabVIEW 5.x以降では、DDE VIは関数パレットにありませんが、互換性
VIとして labview¥vi.lib¥platform¥dde.llbに存在しました。

LabVIEW 3.x以前のバージョンからのアップグレード
VI変換キットを使用した LabVIEW 3.x以前からのアップグレードについ
ては、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト（ni.com）を参照し

てください。アップグレードの際に起こる可能性のある他の問題点につい

ては、本書の「LabVIEW 4.xからのアップグレード」、「LabVIEW 5.xか
らのアップグレード」、「LabVIEW 6.xからのアップグレード」、および
「LabVIEW 7.xからのアップグレード」の各セクションを参照してくださ
い。

LabVIEWの各バージョンの新機能および変更点については、バージョン
3.xから 8.0までの『LabVIEWアップグレードノート』および
『LabVIEW 5.1追補マニュアル』（ni.com/jp/manuals）を参照してくだ

さい。

LabVIEW 8.0の機能および変更点
プログラミングの概念、操作手順、および LabVIEW 8.0の機能のリファ
レンス情報については、『LabVIEWヘルプ』を参照してください。
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『LabVIEWヘルプ』にアクセスするには、ヘルプ→ LabVIEWヘルプを
検索を選択します。

LabVIEW 8.0の機能および変更点の詳細については、labviewディレク

トリにある readme.htmlを参照してください。

LabVIEWライセンスをアクティブ化する
(Windows) LabVIEWはライセンスのアクティブ化に依存します。
LabVIEWを実行する前に有効な LabVIEWライセンスをアクティブ化す
る必要があります。LabVIEWをアクティブ化するには、インストール
パッケージの一部として受領したシリアル番号を使用します。以下の方法

で LabVIEWライセンスをアクティブ化できます。

� インストール時にシリアル番号を入力し、インストールの最後にアク

ティブ化ウィザードを実行するように選択します。

� 評価モードで LabVIEWを起動したら、アクティブ化スタートアップ
ダイアログボックスでアクティブ化を選択します。

� 評価モードで LabVIEWを実行中に、ヘルプ→ LabVIEWをアクティ
ブ化を選択します。ライセンスのアクティブ化は、LabVIEWを再起
動するまで有効になりません。

LabVIEWでのライセンス詳細については、『LabVIEW 8.0リリースノー
ト』を参照してください。

LabVIEWを起動する
LabVIEWを起動すると、スタートアップウィンドウが表示されます。こ
のウィンドウでは、新しい VIやプロジェクトの作成、最近開いた
LabVIEWファイルの選択、サンプルの検索、『LabVIEWヘルプ』へのア
クセスを実行できます。 

スタートアップウィンドウは、既存のファイルを開いたり新規のファイル

を作成すると閉じます。表示→スタートアップウィンドウを選択すると、

このウィンドウを表示することができます。スタートアップウィンドウ

は、開いているすべてのフロントパネルとブロックダイアグラムを閉じた

ときにも表示されます。

LabVIEWをログインおよびログアウトする
ネットワークでセキュリティドメインが構成されている場合は、

LabVIEW環境にログインできます。ログイン情報は、強制アクセス制御
リストを持つ、リモート VIサーバと通信する際に、LabVIEWを認識し
ます。NIセキュリティ : ログイン、NIセキュリティ : ログアウトメソッ
ド、および NIセキュリティユーザ変更イベントをそれぞれ使用すること
によって、LabVIEWをプログラムでログインおよびログアウトし、ブ
ロックダイアグラムからユーザのアカウントの変更を監視することができ

ます。
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ドメインアカウントマネージャ
ツール→セキュリティ→ドメインアカウントマネージャを選択して、ドメ

インを作成および破棄、ドメインポリシーを実施して、ローカルまたはリ

モードでドメイン内のユーザとグループのアカウントを管理します。ドメ

インアカウントマネージャは、離れた場所からドメインをホストするリ

モードマシンでリモートドメインを管理する場合に特に便利です。認証プロ

トコルは、標準のデータ暗号化およびデータ統合により保護されています。

新規ダイアログボックスの機能強化
スタートアップウィンドウで新規リンクをクリックして、新規ダイアログ

ボックスを表示します。新規ダイアログボックスを使用して、新規 VI、
プロジェクト、プロジェクトライブラリ、カスタム制御器、シェア変数な

どを作成できます。プロジェクトへ追加チェックボックスをオンにして、

新規項目を開いているプロジェクトに追加します。

In LabVIEW 7.x以前では、小さいダイアログまたは大きいダイアログボ
タンを選択して、新規ダイアログボックスのサイズを縮小または拡張する

ことができました。LabVIEW 8.0では、小さいダイアログまたは大きい
ダイアログボタンがなくなりました。ただし、新規ダイアログボックスの

サイズを変更すると、次にアクセスするときに LabVIEWによってダイア
ログボックスのサイズが記憶されます。

LabVIEW 7.x以前のバージョンでは、新規ダイアログボックスは選択し
た VIのフロントパネルとブロックダイアグラムのプレビューを表示しま
した。LabVIEW 8.0では、ブロックダイアグラムのプレビューは新規ダ
イアログボックスの説明セクションに表示されます。

新規作成リストには、LabVIEW 7.x以前からの VIテンプレート、グロー
バル変数テンプレート、および制御器テンプレートの項目が含まれなくな

りました。VIのフロントパネルまたはブロックダイアグラム、またはグ
ローバル変数で、ファイル→別名で保存を選択してファイルダイアログ

ボックスを表示し、テンプレート VIをファイルの種類プルダウンメ
ニューから選択して、項目をテンプレートとして保存します。カスタム制

御器のフロントパネルで、ファイル→別名で保存を選択してファイルダイ

アログボックスを表示し、テンプレート制御器をファイルの種類プルダウ

ンメニューから選択して、制御器をテンプレートとして保存します。

RT、FPGA、ならびに PDAターゲット
RT、FPGA、または PDAターゲットで作業するには、LabVIEWプロ
ジェクトを作成する必要があります。LabVIEW Real-Time、FPGA、お
よび PDAモジュールとプロジェクトの使用の詳細については、特定のモ
ジュールのドキュメントを参照してください。
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実行ターゲットを切り替える
LabVIEW 7.x以前では、LabVIEWダイアログボックスの実行ターゲット
プルダウンメニューからターゲットを選択して、VIを開発するターゲッ
トを選択する必要がありました。VIの作業中に実行ターゲットを変更す
る必要がある場合、操作→実行ターゲットの切り替えを選択して、切り替

えるターゲットを選択できます。LabVIEW 8.0では、プロジェクト環境
を使用して実行ターゲット上で作業できます。ターゲットとデバイスを追

加ダイアログボックスを表示するには、プロジェクトエクスプローラウィ

ンドウでプロジェクトルートを右クリックして、ショートカットメニュー

から新規→ターゲットとデバイスを選択します。プロジェクトのターゲッ

トが他のターゲットをサポートする場合、ターゲットを右クリックして、

ショートカットメニューから新規→ターゲットとデバイスを選択し、既存

のターゲットの下にターゲットを追加することもできます。ターゲットの

下で VIを追加および開発できます。そして、これらのターゲットの下で
VIを切り替えることによって、実行ターゲットを切り替えることができ
ます。LabVIEW Real-Time、FPGA、および PDAモジュールの実行ター
ゲットの切り替えの詳細については、モジュールのドキュメントを参照し

てください。

LabVIEWプロジェクト
プロジェクトを使用して、LabVIEWファイルと非 LabVIEWファイルを
一緒にグループ化してビルド仕様を作成し、ファイルをターゲットへ配置

またはダウンロードします。ターゲットは、VIを実行するデバイスまた
はマシンです。プロジェクトを保存すると、プロジェクトの構成情報、ビ

ルド情報、配置情報、ファイルへのリファレンスなどを含む、プロジェク

トファイル（.lvproj）が作成されます。

スタンドアロンアプリケーションおよび共有ライブラリを作成するため

に、プロジェクトを使用する必要があります。RT、FPGA、または PDA
ターゲットで作業するには、プロジェクトを使用する必要があります。

LabVIEW Real-Time、FPGA、および PDAモジュールとプロジェクトの
使用の詳細については、特定のモジュールのドキュメントを参照してくだ

さい。

プロジェクトスタイルの LabVIEWプラグアンドプレイ計測器ドライバ
は、LabVIEW 8.0のプロジェクトおよびプロジェクトライブラリの機能
を使用します。以前の LabVIEWプラグアンドプレイドライバでも同様に
プロジェクトスタイルのドライバを使用できます。

プロジェクトエクスプローラウィンドウ
プロジェクトエクスプローラウィンドウを使用して、プロジェクトを作成

および編集します。ファイル→新規プロジェクトを選択してプロジェクト

エクスプローラウィンドウを表示します。プロジェクト→新規プロジェク

トまたはファイル→新規を選択して、新規ダイアログボックスで空のプロ
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ジェクトを選択して、プロジェクトエクスプローラウィンドウを表示する

こともできます。

プロジェクトエクスプローラウィンドウには、デフォルトで以下の項目が

含まれています。

� プロジェクトルート―プロジェクトエクスプローラウィンドウに他の

すべての項目を含みます。プロジェクトのルート上のラベルには、プ

ロジェクトのファイル名が含まれています。 

� マイコンピュータ―プロジェクト内でローカルコンピュータを

ターゲットとして表します。 

� 依存性―ターゲットの下にある VIが必要とする項目が含まれます。

� ビルド仕様―ソース配布のビルド構成、および LabVIEWツール
キットとモジュールで使用できる他のビルドの種類が含まれま

す。LabVIEWプロフェッショナル開発システムまたはアプリ
ケーションビルダがインストールされている場合、ビルド仕様を

使用して、スタンドアロンアプリケーション（EXE）、共有ライ
ブラリ（DLL）、および Zipファイルを構成します。(Windows)
ビルド仕様を使用してインストーラを構成することもできます。

プロジェクトに他のターゲットを追加すると、プロジェクトエクスプロー

ラウィンドウでターゲットを表す追加項目が作成されます。各ターゲット

には、依存性およびビルド仕様も含まれます。各ターゲットの下にファイ

ルを追加できます。

プロジェクトエクスプローラウィンドウから、他の開かれている VIのブ
ロックダイアグラムに VIをドラッグして、VIをサブ VIとして使用でき
ます。

既存のファイルでプロジェクトを使用する
既存ファイルのグループをプロジェクトに追加できます。以下の既存ファ

イルをプロジェクトに追加するオプションから 1つを選択してください。

� 既存ファイルがスタンドアプリケーションの一部である場合は、ツー

ル→ビルドスクリプトを変換を選択して、アプリケーションをプロ

ジェクに変換します。 

� 既存ファイルがスタンドアプリケーションの一部でない場合は、新規

プロジェクトを作成し、プロジェクトエクスプローラウィンドウに

ファイルを追加します。 

プロジェクトエクスプローラウィンドウツール
バー
プロジェクトで操作を実行するには、標準、プロジェクト、ビルド、およ

びソース管理ツールバーのボタンを使用します。ツールバーは、プロジェ

クトエクスプローラウィンドウの上部にあります。プロジェクトエクスプ
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ローラウィンドウのサイズを変更して、すべてのツールバーを表示するこ

ともできます。

表示→ツールバーを選択する、および表示または非表示にするツールバー

を選択することによって、ツールバーを表示または非表示にすることがで

きます。ツールバー上の空白領域で右クリックして、表示または非表示に

するツールバーを選択します。 

プロジェクトに項目を追加する
VIや LLBなどの LabVIEWファイル、およびテキストファイルやスプ
レッドシートなどの非 LabVIEWファイルをプロジェクトのターゲットへ
追加するには、プロジェクトエクスプローラウィンドウを使用します。プ

ロジェクトで項目の構造を作成することができます。

以下の手順で、プロジェクトでターゲットの下に項目を追加できます。

� ターゲットまたはターゲットの下にあるフォルダを右クリックし、

ショートカットメニューからファイルを追加を選択して、ファイルダ

イアログボックスから追加するファイルを選択します。また、ター

ゲットを選択してプロジェクト→プロジェクトへ追加→ファイルを追

加を選択し、ファイルダイアログボックスから追加するファイルを選

択することもできます。 

� 新規のブランク VIを追加するには、ターゲットを右クリックして
ショートカットメニューから新規→ VIを選択します。また、ファイ
ル→新規 VIまたはプロジェクト→プロジェクトへ追加→新規 VIを選
択して、新規のブランク VIを追加することもできます。 

� フロントパネルの右上隅またはブロックダイアグラムウィンドウから

にある VIアイコンを選択し、このアイコンをターゲットへドラッグ
します。

� (WindowsおよびMac OS) ディスク上の項目またはディレクトリを
選択して、ターゲットにドラッグします。

また、新規ダイアログボックスからプロジェクトへ新規 LabVIEWファイ
ルを追加することもできます。新規ダイアログボックスを表示するには、

ファイル→新規またはプロジェクト→プロジェクトへ追加→新規を選択し

ます。新規ダイアログボックスでは、追加する項目を選択してプロジェク

トへ追加チェックボックスをオンにします。複数のプロジェクトを開く場

合は、プロジェクトリストから項目を追加するプロジェクトを選択します。 

フォルダをプロジェクトに追加する
プロジェクトエクスプローラウィンドウを使用して、ディスク上のディレ

クトリをフォルダとしてプロジェクトで追加します。ディスク上のディレ

クトリからファイルを追加するには、ターゲットまたはターゲットの下に

あるフォルダを右クリックし、ショートカットメニューからフォルダを追

加を選択します。ディスク上のディレクトリを選択すると、ファイルとサ

ブフォルダの内容を含む、ディレクトリ全体の内容を表すプロジェクト項
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目が作成されます。.LabVIEWは、ディスク上のディレクトリと同じ名前
の新規仮想フォルダをプロジェクトに作成します。

また、ターゲットを選択してプロジェクト→プロジェクトへ追加→フォル

ダを追加を選択し、ディレクトリからファイルを追加することもできます。

メモ プロジェクトにディスク上のディレクトリを追加した後に、ディレクトリに変

更を加えた場合、LabVIEWは自動的にプロジェクトのフォルダを更新しませ
ん。ディスク上のサブディレクトリのストラクチャを変更しても、プロジェク

トのサブフォルダは自動的に更新されません。プロジェクトのフォルダがディ

スク上のディレクトリに一致するようにしたい場合は、フォルダを手動で更新

する必要があります。

また、新規フォルダを作成してプロジェクトで項目を整理することもでき

ます。ターゲットを右クリックして、ショートカットメニューから新規→

フォルダを選択して、ターゲットの下に新規フォルダを追加します。ま

た、既存フォルダを右クリックして、ショートカットメニューから新規→

フォルダを選択することによって、新規サブフォルダを作成することもで

きます。

プロジェクトルートを右クリックし、ショートカットメニューから新規→

フォルダを選択して、新規フォルダを追加してプロジェクトのターゲット

を整理できます。 

プロジェクトに LLBを追加する
フォルダまたはファイルとして、プロジェクトに LLBを追加できます。
フォルダとして LLBを追加する場合、LLBのファイル名を使用してフォル
ダに名前をつけ、新規フォルダ内で項目として LLBにある VIを追加しま
す。ターゲットまたはターゲットの下のフォルダを右クリックし、ショー

トカットメニューからフォルダを追加を選択して、追加する LLBを検索
するファイルダイアログボックスを使用します。プロジェクトエクスプ

ローラウィンドウにあるフォルダから項目を追加または削除しても、ディ

スク上の .llbファイルには影響しません。ディスク上の LLBを編集する
には、ツール→ LLBマネージャを選択します。

また、ファイルとしてプロジェクトに LLBを追加することもできます。
ファイルとして LLBを追加する場合、LLBにある VIはプロジェクトエク
スプローラウィンドウには表示されません。ターゲットまたはターゲット

の下のフォルダを右クリックし、ショートカットメニューからファイルを

追加を選択して、追加する LLBを検索するファイルダイアログボックス
を使用します。ピリオドの右側に VIと開いたフォルダのアイコンを選択
し、選択ボタンをクリックします。
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プロジェクトから項目を削除する
プロジェクトエクスプローラウィンドウを使用して、プロジェクトから項

目を削除します。次の方法で項目を削除できます。

� 削除する項目を右クリックし、ショートカットメニューから削除を選

択します。

� 削除する項目を選択して、<Delete>キーを押します。

� 削除する項目を選択して、標準ツールバーの削除ボタンをクリックし

ます。

メモ プロジェクトから項目を取り除いても、ディスク上の対応する項目は削除され

ません。

プロジェクトで依存データを表示します。
依存性を使用して、ターゲットの下の VIに必要な項目が表示されます。
各ターゲットには依存データ我含まれます。

依存性には直接項目を追加できません。依存性を右クリックして、ショー

トカットメニューから更新を選択すると、ターゲットの下の VIの依存
データが追加されます。たとえば、サブ VIが含まれる VIをターゲットに
追加し、更新を選択すると、サブ VIが依存性に追加されます。ただし、
依存項目をターゲットの下に追加しても、依存性の下に項目は表示されま

せん。たとえば、サブ VIが含まれる VIをターゲットの下に追加し、更新
を選択しても、サブ VIは依存性には追加されません。

依存データには、VI、DLL、および VIが静的に呼び出すプロジェクトラ
イブラリが含まれます。

メモ VIが動的に呼び出す項目は依存性には表示されません。これらの項目をター
ゲットの下に追加して、プロジェクト内で管理する必要があります。

LabVIEWはサブ VIを回帰的に記録します。LabVIEWは DLLを回帰的
に記録しません。たとえば、a.viが b.dllを静的に呼び出し、b.dllが

c.dllを静的に呼び出すと、LabVIEWは b.dllのみを依存項目と見な

します。c.dllをプロジェクトで管理するには、c.dllをターゲットの

下に追加する必要があります。

依存項目がプロジェクトライブラリの一部である場合、LabVIEWはプロ
ジェクトライブラリ全体を依存性に追加します。 

依存性の下には新規項目を作成できません。プロジェクトエクスプローラ

ウィンドウの他の場所から依存性に項目をドラッグすることはできませ

ん。 

依存性から項目を削除するには、その項目を右クリックし、ショートカッ

トメニューから削除を選択します。このオプションを使用して項目を削除
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する場合、依存性を右クリックしてショートカットメニューから更新を選

択すると、項目が再度表示されます。

プロジェクトを保存する際、LabVIEWはその依存データをプロジェクト
の一部として保存しません。プロジェクトを開く場合、依存性を右クリッ

クして、ショートカットメニューから更新を選択して依存データを表示す

る必要があります。

ターゲットをプロジェクトに追加する
（Windows）
ターゲットとデバイスを追加ダイアログボックスを使用して、プロジェク

トにターゲットまたはデバイスを追加します。

メモ このダイアログボックスを表示するには、ターゲットをサポートするモジュー

ルまたはドライバがインストールされている必要があります。

プロジェクトルートを右クリックして、ショートカットメニューから新規

→ターゲットとデバイスを選択して、ターゲットとデバイスを追加ダイア

ログボックスを表示します。プロジェクトのターゲットが他のターゲット

をサポートする場合、ターゲットを右クリックして、ショートカットメ

ニューから新規→ターゲットとデバイスを選択し、既存のターゲットの下

にターゲットを追加することもできます。たとえば、コンピュータに NI 
PCIデバイスがインストールされている場合、マイコンピュータターゲッ
トの下にデバイスを追加できます。

ファイルをターゲットに配置する

プロジェクトエクスプローラウィンドウで、ターゲットの下で VIを開い
て実行し、ターゲットにファイルを配置します。VIを実行すると、ソー
スファイル、ビルド出力、およびハードウェア構成がターゲットに配置さ

れます。

複数のターゲットでパレットを使用する

LabVIEWは各ターゲット用に別々のパレットセットをロードします。プ
ロジェクトの複数のターゲットで VIを開く場合は、複数のパレット設定
がメモリ内に存在します。ターゲット間で切り替える場合、アクティブな

ターゲットで各ピン付けされたパレットを対応するパレット部分にマップ

しようとします。ピン付けされたパレットに対応するパレットがない場合

は、アクティブなターゲットのトップレベルのパレットが表示されます。

アプリケーションインスタンスを使用する

LabVIEWは、LabVIEWプロジェクトで各ターゲットのアプリケーショ
ンインスタンスまたは LabVIEWのインスタンスを作成します。プロジェ
クトエクスプローラウィンドウから VIを開くと、VIはターゲットのアプ
リケーションインスタンスで開かれます。また、LabVIEWは、プロジェ
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クトの一部ではない開かれている VIおよびプロジェクトから開かれてい
ない VIの、主なアプリケーションインスタンスを持っています。

フロントパネルおよびブロックダイアグラムの左下隅に表示されるアプリ

ケーションインスタンス名を使用して、VIが属するアプリケーションイ
ンスタンスを認識します。複数のプロジェクトが開かれている場合は、ア

プリケーションインスタンス名には、Project 1.lvproj/My Computerの
ように、ターゲット名が後に続くプロジェクト名が含まれます。それ以外

の場合は、アプリケーションインスタンスの名前にはターゲット名のみが

含まれます。

VIが開いているときにプロジェクトエクスプローラウィンドウから VIを
削除すると、VIは同じアプリケーションインスタンス内に残ります。VI
と閉じて、再度開くと、LabVIEWは現在のアプリケーションインスタン
スにある VIを開きます。

複数のアプリケーションインスタンスで VIを編集する
複数のアプリケーションインスタンスのディスク上で同じ VIを同時に開
くことができます。たとえば、同じ VIを 2つの異なるプロジェクト、ま
たはプロジェクト内の 2つの異なるターゲットから開くことができます。 

1つのアプリケーションインスタンスのみで開かれている VIを編集して、
VIを他のアプリケーションインスタンスで開くと、開いた VIには編集さ
れた VIのインスタンスからの最新の変更が含まれています。ただし、複
数のアプリケーションインスタンスで既に開かれている VIを編集すると、
LabVIEWは他のアプリケーションインスタンスでの VIへの変更を自動
的に適用しません。他のアプリケーションインスタンスの VIの編集、実
行、または保存は、VIがすべてのアプリケーションインスタンスで同じ
になるまでできません。

VIをすべてのアプリケーションインスタンスで同じにするためには、以
下の方法のいずれかを実行してください。

� VIのツールバー上にある他のアプリケーションインスタンスと同期
ボタンをクリックして、すべてのアプリケーションインスタンスの

VIに変更を適用します。

� 変更を含むアプリケーションインスタンスの VIを保存します。VIを
保存すると、LabVIEWは自動的に他のすべてのアプリケーションイ
ンスタンスで VIに変更を適用します。

� 変更を含むアプリケーションインスタンスの VIへの編集を取り消し
ます。

メモ VIを保存または同期した後に VIへの変更を取り消すことはできません。

実行中、または他のアプリケーションインスタンスで実行するために予約

されている VIを編集できません。VIがプロジェクトライブラリの一部で
ある場合は、VIを実行すると、すべてのアプリケーションインスタンス
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でプロジェクトライブラリも一時的にロックされます。VIの実行中にプ
ロジェクトライブラリを編集できません。VIが停止した後、プロジェク
トライブラリのロックが解除されます。

プロジェクトで VIのウェブサーバを使用する
プロジェクトの一部である VIまたはフロントパネルを表示する場合は、
ウェブサーバを使用します。操作→リモートパネルに接続を選択する場

合、プロジェクト名、プロジェクトライブラリ、そして該当する場合は

ターゲットを VI名に含めます。

たとえば、ターゲットのマイコンピュータの下にある

MyProject.lvprojというプロジェクトに MyVI.viが存在する場合、 

VI名は MyProject.lvproj¥My Computer¥MyVI.viと入力します。

MyLibraryというプロジェクトライブラリが VIを所有する場合、
MyProject.lvproj¥My Computer¥MyLibrary:MyVI.viとして VI名に
プロジェクトライブラリも含めます。VIがプロジェクトになく、プロ
ジェクトライブラリが VIを所有しない場合は、追加情報なしで VI名を入
力します。

LabVIEWプロジェクトライブラリ
LabVIEWプロジェクトライブラリは、他のプロジェクトライブラリを含
む、VI、タイプ定義、シェア変数、パレットメニューファイル、およびそ
の他のファイルの集合です。新規プロジェクトライブラリを作成および保

存すると、プロジェクトライブラリファイル（.lvlib）が作成されます。

このプロジェクトライブラリファイルには、プロジェクトライブラリのプ

ロパティ、およびプロジェクトライブラリが所有するファイルのリファレ

ンスが含まれます。 

プロジェクトライブラリは、単一の項目の階層へのファイルの整理、起こ

り得る VI名の重複の回避、特定のファイルに対するパブリックアクセス
の制限、ファイルの集合に対する編集許可の制限、および VIのグループ
に対するデフォルトのパレットメニューの設定を行う場合に便利です。

プロジェクトエクスプローラウィンドウまたはスタンドアロンのプロジェ

クトライブラリウィンドウで、プロジェクトライブラリの構成を表示でき

ます。プロジェクトエクスプローラウィンドウが開かれていない場合は、

プロジェクトライブラリファイルを参照して、プロジェクトライブラリ

ウィンドウで開きます。

LabVIEWプロジェクトでプロジェクトライブラリを作成できます。マイ 
コンピュータを右クリックして、ショートカットメニューから新規→ライ

ブラリを選択します。マイ コンピュータの下に表示されるプロジェクト
ライブラリファイルが作成されます。

また、プロジェクトでフォルダからプロジェクトライブラリを作成するこ

ともできます。 プロジェクトエクスプローラウィンドウで、フォルダを右
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クリックしてショートカットメニューからライブラリに変換を選択しま

す。

プロジェクトライブラリを使用して、項目の仮想階層や論理階層を整理し

ます。プロジェクトライブラリファイルは、VIを含む物理ファイルであ
る LLBとは異なり、所有する実際のファイルを含みません。プロジェク
トライブラリが所有するファイルは、ファイルを保存したディレクトリ

に、ディスク上でそれぞれ表示され続けます。プロジェクトライブラリ

は、ディスク上のファイルとは異なる構成になる可能性があります。

プロジェクトライブラリを使用して、VI名およびその他の LabVIEW
ファイル名を限定します。ファイル名で VIが識別されます。すでにメモ
リ内にある VIと同じ名前で VIをロードして、すでにメモリ内にある VI
を使用すると、クロスリンクの問題が発生します。VIがプロジェクトラ
イブラリの一部である場合、プロジェクトライブラリ名で VI名を限定し
てクロスリンクを回避します。限定されたファイル名には、ファイル名お

よび所有するプロジェクトライブラリのファイル名が含まれます。

たとえば、library1.lvlibが所有する init.viという名前のサブ VI
を含む caller.viという名前の VIを作成する場合、library2.lvlib

が所有する init.viという名前の異なるサブ VIを含むことで、クロスリ
ンクの問題を回避できます。caller.viを保存する場合に LabVIEWに
記録する限定されたファイル名は、それぞれ、

library1.lvlib:init.viと library2.lvlib:init.viです。

注意 プロジェクトライブラリの名前を変更するには、プロジェクトライブラリを右

クリックしてショートカットメニューから名前の変更を選択する必要がありま

す。LabVIEW以外でプロジェクトライブラリ名を変更すると、プロジェクトラ
イブラリが壊れる可能性があります。

プロジェクトライブラリを右クリックして、ショートカットメニューから

プロパティを選択して、特定のファイルのタイプにパブリックアクセスを

制限し、プロジェクトライブラリの編集権限を制限、そしてプロジェクト

ライブラリに所有されるパレットメニューファイル（.mnu）を、プロ

ジェクトライブラリが所有するすべての VIのデフォルトパレットメ
ニューに設定します。

デフォルトパレットメニューを選択すると、プロジェクトライブラリが所

有する VIを呼び出すサブ VIを右クリックして、ショートカットメニュー
からそのプロジェクトライブラリのデフォルトパレットを表示できます。

シェア変数を使用してライブデータを共有する
LabVIEW 7.x以前では、ローカルおよびグローバル変数を使用して、ワ
イヤで接続できないアプリケーションに情報を渡しました。アプリケー

ションの目的によって、変数のタイプを選択しました。LabVIEW 8.0で
はシェア変数が可能になり、プロジェクトまたはネットワークを介して複

数の VIでライブデータの読み取りや書き込みに使用できます。
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シェア変数は、DataSocketなどの既存の LabVIEWデータ転送技術の
機能を組み合わせたもので、プロジェクトエクスプローラウィンドウで

シェア変数を管理できます。フロントパネルまたはブロックダイアグラム

から、シェア変数データの読み取りおよび書き込みを行えます。

シェア変数は、VI間でデータを送信するソフトウェア項目で構成されま
す。シェア変数を使用して、VI間、またはワイヤに配線できないアプリ
ケーションの位置の間で、データを共有します。シェア変数は値または

I/Oポイントを表すことができます。シェア変数を使用する VIのブロッ
クダイアグラムを編集することなく、その目的、変数タイプ、その他すべ

てのシェア変数のプロパティを変更できます。

メモ シェア変数をファイアウォールまたはルータを介して転送する場合は、ファイア

ウォールおよびネットワークアドレス変換（NAT）を構成する必要があります。

シェア変数を作成する
シェア変数を作成するには、プロジェクトが開かれている必要がありま

す。プロジェクトにシェア変数を追加するには、プロジェクトエクスプ

ローラウィンドウのターゲット、プロジェクトライブラリ、またはプロ

ジェクトライブラリ内のフォルダを右クリックし、ショートカットメ

ニューから新規→変数を選択します。

シェア変数はプロジェクトライブラリの一部である必要があります。プロ

ジェクトライブラリの一部ではないターゲットまたはフォルダからシェア

変数を作成すると、LabVIEWは新規プロジェクトライブラリを作成し、
シェア変数を所有します。

シェア変数 Refnumおよび変数プロパティを使用して、プロジェクトで
シェア変数をプログラムで構成します。変数リファレンスプロパティから

表示器を作成して、シェア変数 Refnumを作成します。単一プロセスの
シェア変数には、この Refnumで変更を加えることができません。

フロントパネルでシェア変数値の読み取りおよび
書き込みを行う
フロントパネルオブジェクト内のライブデータの読み取りまたは書き込み

を行うには、フロントパネルのデータバインディングを使用します。

メモ ネットワークで共有のシェア変数に対してのみフロントパネルオブジェクトを

連結できます。

シェア変数に制御器の境界を作成するには、プロジェクトエクスプローラ

ウィンドウからシェア変数を VIのフロントパネルへドラッグします。 
制御器を右クリックして、ショートカットメニューからプロパティを選択

ｈして、データバインディングページにあるオプションを使用して、 

制御器をシェア変数へ、またはネットワーク上にある
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NI Publish-Subscribe Protocol（NI-PSP）データ項目へ連結することも
できます。

メモ LabVIEW 8.0では制御器を右クリックして、ショートカットメニューからデー
タ操作→ DataSocket接続を選択できません。dstp、opc、ftp、http、file

プロトコルを使用してフロントパネルオブジェクトを接続する代わりに、制御

器プロパティダイアログボックスのデータバインディングセレクションプルダ

ウンメニューから DataSocketを選択します。

制御器のデータバインディングを有効にする場合、制御器の値を変更する

と、制御器をバインドしたシェア変数の値も変更されます。

ブロックダイアグラムでシェア変数値の読み取り
および書き込みを行う
シェア変数ノードはブロックダイアグラムオブジェクトで、プロジェクト

エクスプローラウィンドウで対応するシェア変数を指し示します。シェア

変数ノードは、シェア変数の値の読み取りおよび書き込みを行い、シェア

変数データのタイムスタンプを読み取ります。シェア変数ノードを作成す

るには、プロジェクトエクスプローラウィンドウからシェア変数を、同じ

プロジェクト内の VIのブロックダイアグラムへドラッグします。

また、関数パレットからシェア変数ノードを選択して、ブロックダイアグ

ラムに配置することもできます。ブロックダイアグラムのシェア変数ノー

ドをアクティブプロジェクトにあるシェア変数に連結するには、シェア変

数ノードをダブルクリックして変数を選択を表示します。シェア変数ノー

ドを右クリックして、ショートカットメニューから変数を選択を選択する

こともできます。

シェア変数を 1つの書き込みに制限する
デフォルトでは、複数のアプリケーションがシェア変数に書き込みを行う

ことができます。ただし、ネットワークで共有のシェア変数を設定して、

一度に 1つのターゲットのみから値の変更を受け入れるようにすること
ができます。シェア変数プロパティダイアログボックスの変数ページの 

1つの書き込みチェックボックスをオンにします。これによって、シェア
変数の書き込み操作が他の書き込みによって影響されないことを確認でき

ます。シェア変数エンジンは、書き込みを 1台のコンピュータの単一の
VIに制限します。シェア変数に接続された最初の書き込みを行う書き込
み側は値を書き込むことができますが、後続の書き込み側は書き込みでき

ません。最初のライターが接続解除されると、キュー内の次のライターが

シェア変数に値を書き込むことができます。LabVIEWは、ライターに
シェア変数への書き込みが許可されていないことを通知します。
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シェア変数のバッファを有効にする
シェア変数、または pspや dstpURLを使用してデータをプログラムで共
有する場合は、LabVIEWはデフォルトですべての読み取りに対して最新
値のみを書き込みます。あるクライアントが他のクライアントが値を読み

取る前に値を書き込んだ場合、新しい値が、古い未処理の値をクライアン

トが読み取る前に上書きします。読み取り側が、以下の値を受け取る前に

値を受け取らないと、データは損失されます。この未処理データの損失

は、サーバまたはクライアントで発生します。データの損失は、データを

読み取っている状態でサーバに書き込まれた最新値のみを受け取る場合に

は、問題になりません。ただし、サーバに書き込まれたすべてのシェア変

数値を受け取りたい場合、または損失の可能性がある転送が不十分な場合

は、クライアント上でデータをバッファ処理する必要があります。シェア

変数プロパティダイアログボックスの変数ページのバッファを使用チェッ

クボックスをオンにして、シェア変数のバッファを有効にします。

シェア変数を管理する
ツール→シェア変数→変数マネージャを選択して、変数マネージャダイア

ログボックスを表示します。このダイアログボックスを使用して、プロ

ジェクト環境外にあるシェア変数を変数、作成、監視します。また、この

ダイアログボックスを使用してシェア変数エンジンの使用期間を管理でき

ます。

ソース配布を作成する
ブロックダイアグラムの削除およびパスワード設定など、以前はオプショ

ン付き保存ダイアログボックスで使用可能だった VIの配布オプションは、
ソース配布の作成時に使用可能になりました。

プロジェクトエクスプローラウィンドウのビルド仕様を使用して、ソース

配布のビルド仕様を作成します。ソース配布プロパティダイアログボック

スを表示するには、ビルド仕様を右クリックしてショートカットメニュー

から新規→ソース配布を選択します。 

旧バージョンのアプリケーションビルダからの変更点
アプリケーションビルダはプロジェクトエクスプローラウィンドウに統合

されています。LabVIEWベースパッケージまたは開発システムをご使用
の場合は、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト、ni.com/jpで

info codeの rdlv21を入力して、アプリケーションビルダを別途購入し

ていただけます。

スタンドアロンアプリケーション（EXE）、共有ライブラリ（DLL）、およ
び Zipファイルのビルド仕様をビルドおよび作成するには、プロジェクト
エクスプローラウィンドウのビルド仕様を使用します。(Windows)ビル
ド仕様を使用して、インストーラのビルド仕様をビルドおよび作成するこ

ともできます。
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ビルド仕様は旧バージョンのアプリケーションビルダの .bldファイルと

同等ですが、個別のファイルではなく、LabVIEWプロジェクトの一部と
なっています。

メモ プロジェクトを作成して、アプリケーションビルダツールを使用する必要があ

ります。開いている VIから実行ファイルビルドウィザードを使用すると、アプ
リケーションのプロジェクトを作成できます。操作方法を案内する実行ファイ

ルビルドウィザードを起動するには、ツール→実行ファイルをビルドを選択し

ます。

.bldファイルを新規プロジェクトのビルド仕様に変換できます。  
ツール→ビルドスクリプトを変換を選択し、変換する .bldファイルを検

索および選択します。LabVIEWは、このファイルを使用して、ソース
ファイルおよびビルド仕様を含むプロジェクトを作成します。 

LabVIEW 8.0では、アプリケーションビルダの以下の機能強化および変
更が導入されました。

� 各種のビルド仕様には、ビルド仕様設定の構成および編集に使用でき

る複数ページのダイアログボックスがあります。ダイアログボックス

にアクセスするには、ビルド仕様を右クリックしてショートカットメ

ニューからプロパティを選択します。

� (Windows) インストーラのビルド仕様は他の種類のビルド仕様とは
異なります。1つのインストーラビルドに、複数のアプリケーション
または共有ライブラリのビルドを含められます。インストーラのビル

ド仕様を右クリックして、ショートカットメニューからプロパティを

選択し、ソースファイルページを参照して、インストーラに含めるア

プリケーション、共有ライブラリ、ソース配布ビルドを選択します。

� アプリケーションまたは共有ライブラリを作成する前に、ビルド仕様

でデバッグを有効にすると、アプリケーションおよび共有ライブラリ

をデバッグできます。ビルド仕様を右クリックして、ショートカット

メニューからプロパティを選択して上級ページを参照し、デバッギン

グを許可チェックボックスをオンにします。 

メモ アプリケーションおよび共有ライブラリをデバッグする場合、「VIリファレンス
を開く（Open VI Reference）」関数を作成する再入可能フロントパネルをデ
バッグすることはできません。また、LabVIEWで共有ライブラリを作成したエ
ントリポイントとなる再入可能フロントパネルをデバッグすることもできませ

ん。

� (Windows) アプリケーションおよび共有ライブラリのビルド仕様で
バージョン番号を指定できます。アプリケーションビルダ仕様を右ク

リックして、ショートカットメニューからプロパティを選択し、アプ

リケーション情報ページを参照して、アプリケーションのバージョン

番号を設定します。共有ライブラリビルド仕様を右クリックして、

ショートカットメニューからプロパティを選択し、共有ライブラリ情
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報ページを参照して、共有ライブラリのバージョン番号を設定しま

す。

� (Windows) インストーラのビルドにナショナルインスツルメンツ製
のインストーラまたはドライバを含められます。インストーラビルド

仕様を右クリックして、ショートカットメニューからプロパティを選

択し、追加インストーラページを参照して、ドライバ、LabVIEWラ
ンタイムエンジンサポート、およびその他のナショナルインスツルメ

ンツの製品のインストーラをインストーラビルドに追加します。

� ビルド仕様で、アプリケーションまたは共有ライブラリのランタイム

言語を構成できます。アプリケーションまたは共有ライブラリのビル

ド仕様を右クリックして、ショートカットメニューからプロパティを

選択し、ランタイム言語ページを参照して、アプリケーションまたは

共有ライブラリの言語の環境設定を行います。

� LabVIEWランタイムエンジンは多言語対応のため、アプリケーショ
ン、共有ライブラリ、またはインストーラとともに複数バージョンの

ランタイムエンジンを含める必要はありません。

� (Windows) インストーラのビルド仕様を構成すると、インストーラ
にレジストリ入力を含めて複数のファイルのショートカットを作成で

きます。インストーラビルド仕様を右クリックして、ショートカット

メニューからプロパティを選択して、レジストリページを参照し、カ

スタムレジストリキーを作成します。ショートカットを作成および構

成するには、ショートカットページを使用します。

� ストレージ VIを使用するアプリケーションまたは共有ライブラリの
インストーラを作成する場合は、NI USIインストーラを含める必要が
あります。インストーラビルド仕様を右クリックして、ショートカッ

トメニューからプロパティを選択し、追加インストーラページを参照

して、含む National Instrumentsインストーラリストから NI USI
を選択して NI USIインストーラを含めます。

新しいパレットの構成
LabVIEW 8.0では、制御器および関数パレットについては、以下の機能
強化が行われています。

� パレット項目はカテゴリに従って整理されるようになりました。標準

および標準（アイコンまたはテキスト）形式は、それぞれ、カテゴリ

（標準）およびカテゴリ（アイコンとテキスト）形式に置換されまし

た。以下の表は、LabVIEW 7.1の制御器パレットでのトップレベル
パレット、および LabVIEW 8.0でのそのカテゴリ位置を示します。
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制御器パレット

関数パレット

表 2 制御器パレットの構成 

7.1パレット 8.0カテゴリ

Express Express

数値 モダン

ブール モダン

文字列 &パス モダン

配列 &クラスタ モダン

リスト &表 モダン

グラフ モダン

リング &列挙体 モダン

コンテナ モダン

I/O モダン

Refnum モダン

装飾体 モダン

ダイアログ制御器 システム

旧バージョンの制御器 クラシック

表 3 関数パレットの構成 

7.1パレット 8.0カテゴリ

Express Express

ストラクチャ プログラミング

数値 プログラミング

ブール プログラミング

文字列 プログラミング

配列 プログラミング

クラスタ プログラミング

比較 プログラミング

時間 &ダイアログ プログラミング

ファイル I/O プログラミング
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� カテゴリ（標準）およびカテゴリ（アイコンとテキスト）形式では、

カテゴリを右クリックしてショートカットメニューからこのカテゴリ

を上に移動またはこのカテゴリを下に移動を選択すると、パレットに

表示されるカテゴリの順番を変更できます。また、カテゴリの左側の

2重線をクリックし、カテゴリを表示したい場所に矢印をドラッグす
ることもできます。

� デフォルトでは、旧バージョンの LabVIEWで上級パレットに更新し
て使用していない限り、短縮パレットの表示でインストールされま

す。短縮パレットの表示では、トップレベルパレットで一部の上級カ

テゴリを非表示にしています。パレットツールバーで表示ボタンをク

リックし、ショートカットメニューから常に表示するカテゴリ→すべ

てのカテゴリを表示を選択すると、制御器または関数パレットですべ

てのカテゴリが表示されます。

� 現在のパレットまたはすべてのパレットの形式を変更できます。制御

器または関数パレットツールバーで表示ボタンをクリックし、このパ

レットを別の形式で表示ショートカットメニューから形式を選択する

と、現在のパレットの形式が変更されます。ツール→オプションを選

択して、制御器 /関数パレットページを選択して、すべてのパレット
の形式を選択します。

� ツリー形式―パレット項目をツリー制御器にテキストとして表示しま

す。制御器または関数パレットツールバーで表示ボタンをクリック

し、ショートカットメニューからこのパレットを別の形式で表示→ツ

リーを選択すると、現在のパレットをツリー形式に設定できます。

� テキストおよびツリー形式では、制御器または関数パレットのツール

バーで表示ボタンをクリックし、ショートカットメニューからアル

ファベット順にソートを選択して、同じレベルにある項目をアルファ

ベット順にソートします。

NI Measurements 測定 I/O

波形 プログラミング

解析 数学および信号処理

計測器 I/O 計測器 I/O

アプリケーション制御 プログラミング

グラフィック &サウンド プログラミング

通信 接続性およびデータ通信

レポート生成 プログラミング

上級 接続性およびデータ通信

装飾体 プログラミング

表 3 関数パレットの構成（続き）

7.1パレット 8.0カテゴリ
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� お気に入りカテゴリを使用して、頻繁にアクセスする項目を関数パ

レットでグループ化します。カテゴリ（標準）、カテゴリ（アイコン

とテキスト）、アイコン、アイコンとテキスト形式を使用して、お気

に入りカテゴリに項目を追加できます。ピン付けされた関数パレット

で、オブジェクトを右クリックしてショートカットメニューから項目

をお気に入りに追加を選択し、お気に入りカテゴリにオブジェクトを

追加します。カテゴリ（標準）およびカテゴリ（アイコンとテキス

ト）形式ではパレットを展開してサブパレットを表示できるので、サ

ブパレットのタイトルを右クリックしてショートカットメニューから

サブパレットをお気に入りに追加を選択することもできます。

移動および名前が変更されたパレット
以下のパレットは、LabVIEW 8.0で移動または名前が変更されました。

� VISA上級パレットのインタフェース専用および上位レベルレジスタ
アクセスパレットが、バス /インタフェース特有およびレジスタアク
セスにそれぞれ名前が変更されました。

� 上級フォーミュラ解析パレットの VIは、フォーミュラ解析および 

1D & 2D評価 VIパレットに配置されています。

� クラスタおよびバリアントパレットの VIは、1D & 2D評価 VIパレッ
トに配置されています。

� 配列操作、カーブフィット、フォーミュラ、対数関数、特殊および数

値関数パレットはそれぞれ、信号操作、フィッティング、スクリプト

&フォーミュラ、指数関数、基本 &特殊関数パレットと名前変更さ
れました。カーブフィット VIの一部は、補間 &補外パレットにあり
ます。

� Express数値定数パレットは Express数学 &科学定数 パレットに名
前変更されました。

� その他の数値定数パレットは Express数学 &科学定数 パレットに名
前変更されました。

� Express対数関数パレットは Express指数関数 パレットに名前変更
されました。

� 配列操作ポイントバイポイントパレットにあった VIは、幾何学ポイ
ントバイポイント、多項式ポイントバイポイント、確率と統計ポイン

トバイポイント、信号操作ポイントバイポイントパレットにあります。

� カーブフィットポイントバイポイントパレットにあった VIは、
フィッテングポイントバイポイントおよび補間ポイントバイポイント

パレットにあります。

� 上級パレットはライブラリ &実行可能ファイルパレットに名前変更
されました。

� 時間 &ダイアログパレットにあった VIは、タイミングおよびダイア
ログ &ユーザインタフェースパレットにあります。

� 周波数領域パレットにあった VIは、スペクトル解析および変換パ
レットにあります。
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� 周波数領域ポイントバイポイントパレットにあった VIは、スペクト
ル解析ポイントバイポイントおよび変換ポイントバイポイントパレッ

トにあります。

� 時間領域パレットにあった VIは、信号操作および微分積分パレット
にあります。

� 時間領域ポイントバイポイントパレットにあった VIは、信号操作ポ
イントバイポイントおよび微分積分ポイントバイポイントパレットに

あります。

� タイミングループパレットは、タイミングストラクチャパレットに名

前変更されました。

� すべての VIおよび関数パレットは関数パレットから外されました。

パレット編集の機能強化
LabVIEW 8.0のパレット編集については、以下の機能強化が行われてい
ます。

� LabVIEW 7.x以前では、制御器または関数パレットのカスタム表示
を作成できます。LabVIEW 8.0はカスタムパレットセットをサポー
トしていません。カスタムパレットセットを使用せずにパレットセッ

トを編集できます。複数のターゲットで作業している場合は、各ター

ゲットのパレットセットがロードされます。特定のターゲットのパ

レットセットを編集するには、変更したいパレットセットのターゲッ

ト上の VIから制御器および関数パレットセットを編集ダイアログ
ボックスを表示します。ツール→上級→パレットセットを編集を選択

し、制御器および関数パレットセットを編集ダイアログボックスを表

示させます。 

� パレットセットへの変更は、デフォルトデータディレクトリの

8.0\Palettesフォルダに保存されます。

� ディレクトリに同期する項目を非表示にするには、その項目を右ク

リックし、ショートカットメニューから同期項目を隠すを選択します。

� 項目がディレクトリに同期する場合は、項目を右クリックしてショー

トカットメニューから同期パスを表示を選択すると、ソースディレク

トリへのパスを表示できます。

� 行または列がパレットの終わりに表示され、非表示の同期項目や

LabVIEWで検索できない項目のみが含まれる場合、この行または列
はパレット編集時にのみ表示されます。 

� 空のサブパレットまたは LabVIEWで検索できない項目のみを含むサ
ブパレットは、パレット編集時にのみ表示されます。

メニューの再構成
LabVIEWでは多くのメニューや項目が移動または名前変更されました。
LabVIEWメニューでは、次の項目が変更されました。

� ファイル―プロジェクトに関する基本的な操作（作成、開く、保存、

閉じるなど）のメニュー項目が追加されました。
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� 編集―操作メニュー項目のいくつかが編集メニューに移動され、また

新しくすべてを選択項目が追加されました。

� 表示―ウィンドウやパレットの表示、クラスの参照、プロジェクトエ

クスプローラウィンドウ表示などを実行するメニュー項目が新しく追

加されました。ウィンドウメニュー項目の一部は、表示メニューの一

部になりました。参照メニューが廃止され、参照に含まれていたメ

ニュー項目のいくつかは表示メニューに追加されました。参照メ

ニュー項目を表示するには、表示→関係を参照を選択します。

� プロジェクト―プロジェクトへの VIやファイルの追加、ビルド仕様
の作成、プロジェクト情報の表示を行う項目を含む、新しいメニュー

が追加されました。

� 操作―操作メニューでは、VIのデバッグの項目が追加または移動さ
れました。参照メニューが廃止され、参照に含まれていたメニュー項

目のいくつかは操作メニューに追加されました。

� ツール―ツールメニューには複数の項目が追加されました。既存の

ツールメニュー項目は、これまでと異なるサブメニューに配置されて

います。

� ウィンドウ―パレット、ナビゲーションウィンドウ、エラーリスト

ウィンドウを表示するための項目が削除されました。これらの項目は

表示メニューに移動されました。 

� ヘルプ―計測器ドライバを検索し、LabVIEWをアクティブ化する項
目が追加されました。

メモ メニュー項目の中には、特定のオペレーティングシステムにインストールされ

ている特定の LabVIEW開発システムのにおいて、プロジェクトエクスプロー
ラウィンドウで項目が選択されているとき、または VIが選択されているときに
だけ有効になるものがあります。

新しいメニューの場所、名前、使用方法については、『LabVIEWヘルプ』
を参照してください。

ソース管理を使用する
PerforceまたはMicrosoft Visual SourceSafeなどの他社のソース管理
プロバイダをインストールした場合、LabVIEWのプロジェクト内または
プロジェクトの一部ではない個々のファイルでソース管理を使用できま

す。VI、プロジェクト内のファイル、プロジェクトライブラリなどのプロ
ジェクトファイルで、ソース管理を実行できます。LabVIEWは、他社の
ソース管理プロバイダに接続するためのインフラストラクチャを提供しま

す。LabVIEWでソース管理を使用するためには、他社のソース管理プロ
バイダをインストールする必要があります。(Windows) LabVIEWは
Microsoftのソースコード管理インタフェースをサポートするソース管理
プロバイダを統合します。(Mac OSおよび Linux) Perforceのコマンド
ラインインタフェースを使用できます。
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LabVIEW 8.0では、ソース管理の機能が以下のように変更されました。

メモ ソース管理はプロフェッショナル開発システムでのみ使用できます。 

� LabVIEW 7.x以前のビルトインソース管理プロバイダは、
LabVIEW 8.0では使用できません。旧バージョンのソース管理ファ
イルの移行の詳細については、「LabVIEWビルトインソース管理プ
ロバイダから移行する」を参照してください。

� 他社のソース管理プロバイダを選択およびインストールしたら、

LabVIEWを構成してそのプロバイダを操作できるようにする必要が
あります。 ツール→ソース管理→ソース管理を構成を選択し、オプ
ションダイアログボックスのソース管理ページを表示します。

� LabVIEW内でソース管理を使用して、編集用にファイルをチェック
アウト、編集したファイルをチェックイン、ソース管理から最新バー

ジョンのファイルを取得、そしてソース管理で最新バージョンのファ

イルを比較できます。 ツール→ソース管理および実行するソース管理
操作を選択します。

� ファイルのソース管理履歴を表示できます。 ツール→ソース管理→履
歴を表示を選択すると、ソース管理でファイルリビジョン履歴を含む

プロバイダ特定のダイアログボックスが表示されます。

� ソース管理 VIを使用して、プログラムでソース管理操作を実行します。

� LabVIEWで Perforceの構成ファイルを作成することはできません。

LabVIEWビルトインソース管理プロバイダから
移行する
LabVIEW 7.x以前のビルトインソース管理プロバイダは、LabVIEW 8.0
では使用できません。LabVIEWでソース管理を使用する場合は、他社の
ソース管理プロバイダを選択する必要があります。旧バージョンでビルト

インのプロバイダを使用していた場合は、ファイルを他のプロバイダに移

行して LabVIEWでソース管理を使用する必要があります。LabVIEWで
サポートしている他社のソース管理プロバイダの最新リストについては、

ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/info（英語）にア

クセスし、info codeの rdbp01を参照してください。

ファイルを新規ソース管理プロバイダに移行すると、ビルトインプロバイ

ダに格納されたリビジョン履歴が失われます。旧バージョンのファイルを

新規プロバイダに転送することはできません。

ビルトインソース管理プロバイダから他社のソース管理プロバイダにファ

イルを移行するには、以下の手順に従ってください。

1. 旧バージョンの LabVIEWで、LabVIEWのビルトインソース管理プ
ロバイダに含まれているファイルがすべてのユーザによってチェック

インされていることを確認します。
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2. 新規ソース管理プロバイダにファイルを追加するコンピュータで、ビ

ルトインプロバイダを使用してすべてのファイルの最新バージョンを

取得します。

3. ビルトインプロバイダを使用して、ソース管理からファイルをチェッ

クアウトします。

4. 他社のソース管理プロバイダで、新規ソース管理プロジェクトで使用

する設定を構成します。

5. LabVIEWを構成して他社のソース管理プロバイダと使用できるよう
にします。

6. LabVIEWプロジェクトを作成します。ビルトインプロバイダに含ま
れるファイルをプロジェクトに追加します。LabVIEWがプロンプト
を表示したら、ソース管理にファイルを追加します。また、他社のプ

ロバイダで直接ファイルを追加することもできます。

VIおよび関数の機能強化
LabVIEW 8.0では、VIおよび関数の以下の機能強化および変更が導入さ
れました。

解析 VIの機能強化
LabVIEW 7.x以前の解析パレットの VIは、数学、信号処理、プログラミ
ングの 3つのパレットに分かれて表示されるようになりました。これら
の VIのアイコンの多くが変更されました。各アイコンの上部にある黄色
のバナーは、VIが位置するサブパレットを示します。

機能向上および変更が行われた VI
以下のとおり、数学、信号処理、プログラミング VIは、LabVIEW 8.0で
機能向上および変更が行われています。

数学パレット

フィッティング VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「指数フィット（Exponential Fit）」、「指数フィット係数
（Exponential Fit Coefficients）」、「線形フィット（Linear Fit）」、
「線形フィット係数（Linear Fit Coefficients）」VIのメソッド入力
は、使用するフィッティングのメソッドを指定します。最小 2乗、
最小絶対残差、二重平方のフィッティングのメソッドを使用できま

す。また、これらの VIには許容範囲入力があり、選択したメソッド
が反復を必要とする場合、出力パラメータの反復調整を停止するタイ

ミングを判断します。これらの VIの重み付け入力は、観測データ値
の重み付けを指定します。

� 「指数フィット（Exponential Fit）」VIおよび「線形フィット
（Linear Fit）」VIの残差は、近似モデルの加重平均の誤差を返します。
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� 「指数フィット」VIおよび「指数フィット係数」VIの精密化 ?入力
は、近似モデルの振幅とダンピングを更に精密化するかどうかを指定

します。

� LabVIEW 7.x以前では、「指数フィット」VIに標準偏差入力または
mse出力はありません。

� LabVIEW 7.x以前では、「線形フィット」VIにmse出力はありませ
ん。

� 「一般 LS線形フィット（General LS Linear Fit）」VIの重み付け入力
は、観測データ値の重み付けを指定します。また、この VIには最適
フィットを計算する新規アルゴリズムの行列の階 Hの SVDがありま
す。このアルゴリズムは、入力行列の階数に問題があり、他のすべて

のアルゴリズムが失敗した場合にのみ使用されます。LabVIEW 7.x
以前では、この VIに標準偏差入力はありません。

� 「一般多項式フィット（General Polynomial Fit）」VIの係数制約入
力は、特定の順序の多項式係数で制約を指定します。この VIの多項
式フィット係数出力は多項式係数に名前変更されました。

微分積分 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「数値積分（Numeric Integration）」VIは、2次元および 3次元の数
値積分を実行できます。

線形代数 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� LabVIEW 7.xでは、「固有値とベクトル（Eigenvalues and 
Vectors）」VIの固有ベクトル出力は正規化されたので、その最大要
素が常に 1になります。LabVIEW 8.0では、固有ベクトル出力は
ユークリッドノルムが 1になるように正規化されます。

� 「QR分解（QR Decomposition）」VIは「QR因子分解（QR 
Factorization ）」VIの代替です。「QR分解」VIには 2つの新規入力
があります。ピボット ?はこの VIでピボット列を使用して入力行列
Aを分解するかどうかを指定します。Qオプションは、この VIで直
交行列Qを生成する方法を指定します。この VIは、フルサイズ、エ
コノミーサイズ、または直交でない行列を生成できます。この VIの
P出力は置換行列を返します。

� 「QZ分解（QZ Decomposition）」VIには 2つの新規入力がありま
す。分解タイプは一般ヘッセンベルグ分解または一般シューア分解を

実行するかどうかを指定します。次数は、一般化固有値のαとβを

順序付ける方法を指定します。

� 「シューア分解（Schur Decomposition）」VIの次数入力は、固有値
とそれに対応するシューア型とシューアベクトルの順序を指定します。

多項式 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「多項式根（Polynomial Roots）」VIは、複素多項式の根を検索でき
ます。また、この VIは上級精度の根を求めるオプションを規定します。

� 「0係数を削除（Remove Zero Coefficients）」VIの 0係数の数出力
は、LabVIEWが削除した 0に近い後続の係数の数値を返します。
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確率と統計 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「最頻値（Mode）」VIは多態性で、ユニモーダルおよびマルチモー
ダル解析の両方を実行します。この VIの間隔入力は正でない値を受
け取ることができます。間隔が正でない場合、「最頻値」VIは入力
シーケンスの正確な最頻値のみを計算します。

� 「標準偏差と分散（Standard Deviation and Variance）」VIの X
入力は、必須入力ではなくなり、推奨入力になりました。

有理多項式 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「パディ近似（Pade Approximation）」VIの c[0..n+m]入力は、微
分に名前変更されました。また、A[0..m]出力は分子、B[0..n]表示
器は分母に名前変更されました。

信号処理パレット

上級 FIRフィルタ VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「FIRウィンドウ係数（FIR Windowed Coefficients）」VIのウィン
ドウパラメータ入力は、カイザー、ガウス、ドルフ・チェビシェフ

ウィンドウの特定のパラメータ値を指定します。この VIのウィンド
ウ入力のデータタイプは、列挙体から 32ビット符号なし整数に変更
されました。

上級 IIRフィルタ VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「カスケード→直接（Cascade→ Direct Coefficients）」VIは「カ
スケードからダイレクト係数（Cascade To Direct Coefficients）」
VIに名前変更されました。

� 「IIRカスケードフィルタ（IIR Cascade Filter）」、「IIRカスケード
フィルタ初期状態付」、「IIRフィルタ」、「IIRフィルタ初期状態付（IIR 
Filter with I.C.）」VIは、多態性で複素数入力をサポートします。

フィルタ VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「FIRウィンドウフィルタ（FIR Windowed Filter）」VIのウィンドウ
パラメータ入力は、カイザー、ガウス、ドルフ・チェビシェフウィン

ドウの特定のパラメータ値を指定します。この VIのウィンドウ入力
のデータタイプは、列挙体から 32ビット符号なし整数に変更されま
した。

� 「中央値フィルタ（Median Filter）」VIを除く、フィルタパレットの
すべての VIは多態性で複素数入力をサポートします。

信号生成 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「バイナリM系列（Binary MLS）」VIにはエラーコード出力があります。

� 「ランプパターン」VIの最後を除外 ?入力は、生成された配列の最後
の値を含むかどうかを指定します。

� 「持続時間による信号生成（Signal Generator by Duration）」VIの
信号タイプ入力は、必須入力ではなくなり、推奨入力になりました。
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信号生成ポイントバイポイント VIの機能向上および変更は以下のとおり
です。

� 「ノコギリ波 PtByPt（Sawtooth Wave PtByPt）」VIは最適化され、
以下のとおり更新された式を含みます。 
ノコギリ波（sawtooth wave） = 振幅 × ノコギリ (q)
ここで、

および

q =(360 · f · 時間 ) + 位相 ) mod (360)、位相（度）になります。

信号操作 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「自己相関（Autocorrelation）」、「コンボリューション
（Convolution）」、「相互相関（CrossCorrelation）」VIは、多態性で
実数および複素数入力の 2次元配列をサポートします。

� 「自己相関」および「相互相関」VIの 1次元インスタンスの正規化入
力は、自己相関と相互相関の計算にそれぞれ使用する正規化メソッド

を指定します。

� 「コンボリューション」VIの 2次元インスタンスの出力サイズ入力
は、コンボリューションのサイズを指定します。

� 「正規化ベクトル（Normalize Vector）」VIおよび「正規化行列
（Normalize Matrix）」VIは、「正規化（Normalize）」多態性 VIを構
成します。

� 「クイックスケール 1D（Quick Scale 1D）」VIおよび「クイックス
ケール 2D（Quick Scale 2D）」VIが、「クイックスケール（Quick 
Scale）」多態性 VIを構成するようになりました。「クイックスケー
ル 2D（Quick Scale 2D）」VIの Yij=Xij/Max{X}パラメータは、
Yij=Xij/Max|X|に名前変更されました。

� 「リサンプル (定数から定数 )（Resample (constant to 
constant)）」および「リサンプル (定数から変数 )（Resample 
(constant to variable)）」VIは複素数入力をサポートします。

� 「クイックスケール 1D（Quick Scale 1D）」VIおよび「クイックス
ケール 2D（Quick Scale 2D）」VIは、「スケール（Scale）」多態性
VIを構成します。

� 「単位ベクトル（Unit Vector）」VIは、多態性で 2つの新規入力があ
ります。ノルムタイプは、ノルムの計算に使用されるノルムのタイプ

を示し、ユーザ定義ノルムは、ノルムタイプがユーザ定義かどうかを

示します。
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� 「ゼロパッド（Zero Padder）」VIは、多態性で複素数入力をサポー
トします。この VIの 2の累乗以外のみ ?入力は、配列サイズがすで
に有効な 2の累乗の場合に入力配列のサイズを 2倍にするかどうか
を指定します。

スペクトル解析 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「パワースペクトル（Power Spectrum）」VIは、多態性で複素数入
力をサポートします。

� 「STFTスペクトログラム（STFT Spectrogram）」VIは「STFTスペク
トログラム（STFT Spectrograms）」と名前変更され、2つの新規入
力があります。時間 -周波数サンプリング情報は、時間 /周波数共同
領域内での信号のサンプルに使用する密度を指定し、結果として生じ

る 2次元時間 /周波数配列の大きさを定義します。ウィンドウ情報
は、短時間フーリエ変換の計算に使用するウィンドウ情報を指定しま

す。ブラックマン・ハリス、完全ブラックマン、フラットトップ、4
次ブラックマン・ハリス、7次ブラックマン・ハリス、ローサイド
ロープ、ブラックマン・ナットール、三角ウィンドウが使用できるよ

うになりました。LabVIEW 7.x以前では、この VIに時間間隔、ウィ
ンドウ幅、ウィンドウ選択入力はありません。

変換 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「FFT」および「逆 FFT（Inverse FFT）」VIは、実数および複素数入力
の 2次元配列をサポートします。

� 「FFT」および「逆 FFT」VIのシフト ?入力は、高速フーリエ変換の中
央に DCコンポーネントをシフトするかどうかを指定します。

� 「FFT」VIの 1次元インスタンスの FFTサイズ入力は、実行する FFT
の長さを指定します。

変換ポイントバイポイント VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「実数 FFT PtByPt（Real FFT PtByPt）」VIおよび「複素 FFT PtByPt
（FFT PtByPt）」は、「FFT PtByPt」多態性 VIを構成します。

� 「実逆 FFT PtByPt（Inverse Real FFT PtByPt）」VIおよび「複素逆 FFT 
PtByPt（Inverse Complex FFT PtByPt）」VIは、「逆 FFT PtByPt」多
態性 VIを構成します。

波形調節 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「スケールされたウィンドウ（Scaled Window）」は複素数入力をサ
ポートしています。この VIのウィンドウパラメータ入力は、カイ
ザー、ガウス、ドルフ・チェビシェフウィンドウの特定のパラメータ

値を指定します。この VIのウィンドウ入力のデータタイプは、列挙
体から 32ビット符号なし整数に変更されました。

波形測定 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� ウィンドウ入力のデータタイプが列挙体から 32ビット符号なし整数
に変更されました。この変更が影響する VIは、「クロススペクトル
（振幅 -位相）（Cross Spectrum (Mag-Phase)）」、「クロススペクト
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ル（実 -虚）（Cross Spectrum (Real-Im)）」、「FFTパワースペクトル
密度（FFT Power Spectral Density）」、「FFTパワースペクトル（FFT 
Power Spectrum）」、「FFTスペクトル（振幅 -位相）（FFT 
Spectrum (Mag-Phase)）」、「FFTスペクトル（実 -虚）（FFT 
Spectrum (Real-Im)）」、「周波数応答関数（振幅 -位相）
（Frequency Response Function (Mag-Phase)）」、「周波数応答関
数（実 -虚）（Frequency Response Function (Real-Im)）」です。

ウィンドウ VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「余弦テーパーウィンドウ（Cosine Tapered Window）」VIの比率
入力は、信号全体の長さに対するテーパーセクションの長さの比率を

指定します。この VIの余弦 a漸減 {X}出力は、ウィンドウ処理後の
Xに名前変更されました。

� 「スケール時間領域ウィンドウ（Scaled Time Domain Window）」
VIのウィンドウパラメータは、適用するウィンドウのパラメータを
指定します。また、この VIには新規のエラー出力があります。この
VIの波形入力、ウィンドウ処理済み波形出力、ウィンドウ定数出力
は、X、ウィンドウ処理後の X、ウィンドウプロパティにそれぞれ名
前変更されました。また、「スケール時間領域ウィンドウ」VIは、ブ
ラックマン・ナットール、三角、カイザー、ドルフ・チェビシェフ、

ガウスウィンドウを適用するようになりました。この VIのウィンド
ウ入力のデータタイプは、列挙体から 32ビット符号なし整数に変更
されました。

� 「ウィンドウプロパティ（Window Properties）」VIを除いて、ウィ
ンドウパレット上のすべての VIは多態性で複素数入力をサポートし
ます。

プログラミングパレット

比較 VIの機能向上および変更は以下のとおりです。

� 「等しい ?（Equal?）」および「等しくない ?（Not Equal?）」比較関
数は、2つの VIサーバリファレンスが同じオブジェクトを参照する
かどうかを判断できます。

新規の VIおよび関数
LabVIEW 8.0では、以下のとおり新規に数学、信号処理、プログラミン
グ VIが追加されています。

数学パレット

上級カーブフィットサブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「指数フィット間隔（Exponential Fit Intervals）」VI

� 「ガウスピークフィット係数（Gaussian Peak Fit Coefficients）」VI

� 「ガウスピークフィット間隔（Gaussian Peak Fit Intervals）」VI

� 「フィットの適合度（Goodness of Fit）」VI
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� 「線形フィット間隔（Linear Fit Intervals）」VI

� 「対数フィット係数（Logarithm Fit Coefficients）」VI

� 「対数フィット間隔（Logarithm Fit Intervals）」VI

� 「累乗フィット係数（Power Fit Coefficients）」VI

� 「累乗フィット間隔（Power Fit Intervals）」VI

� 「外れ値を削除（Remove Outliers）」VI

微分方程式サブパレットには、新しい「ODEソルバー（ODE Solver）」
VIがあります。

離散数学サブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「GCD」VI

� 「LCM」VI

� 「順列（Permute）」VI

指数関数サブパレットには、以下の新しい VIがあります。「xの y番目の
ルート（y-th root of x）」関数

フィッティングサブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「3次スプラインフィット（Cubic Spline Fit）」VI

� 「ガウスピークフィット（Gaussian Peak Fit）」VI

� 「対数フィット（Logarithm Fit）」VI

� 「非線形カーブフィット（Nonlinear Curve Fit）」VI

� 「累乗フィット（Power Fit）」VI

幾何学サブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「2D直交座標移動（2D Cartesian Coordinate Shift）」VI

� 「2D直交座標回転（2D Cartesian Coordinate Rotation）」VI

� 「3D直交座標移動（3D Cartesian Coordinate Shift）」VI

� 「3D直交座標回転 (オイラー )（3D Cartesian Coordinate 
Rotation (Euler)）」VI

� 「3D直交座標回転 (方向 )（3D Cartesian Coordinate Rotation 
(Direction)）」VI

� 「3D座標変換（3D Coordinate Conversion）」VI

� 「方向余弦からオイラー角に変換（Direction Cosines to Euler 
Angles）」VI

� 「オイラー角から方向余弦に変換（Euler Angles to Direction 
Cosines）」VI

双曲線関数サブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「Hyperbolic Cosecant」関数

� 「Hyperbolic Cotangent」関数
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� 「Hyperbolic Secant」関数

� 「Inverse Hyperbolic Cosecant」関数

� 「Inverse Hyperbolic Cotangent」関数

� 「Inverse Hyperbolic Secant」関数

仮説検定サブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「相関検定（Correlation Test)」VI

� 「符号検定（Sign Test）」VI

� 「T検定（T Test）」VI

� 「ウィルコクスンの符号付き順位検定（Wilcoxon Signed Rank 
Test）」VI

� 「Z検定（Z Test）」VI

微分積分サブパレットには、新しい「ロバット求積法（Lobatto 
Quadrature）」VIがあります。

補間 &補外サブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「補間多項式を作成（Create Interpolating Polynomial）」VI

� 「メッシュグリッドを作成 (2D)（Create Mesh Grid (2D)）」VI

� 「補間多項式を評価（Evaluate Interpolating Polynomial）」VI

� 「エルミート補間 1D（Hermite Interpolation 1D）」VI

� 「1D補間（Interpolate 1D）」VI

� 「1Dフーリエ補間（Interpolate 1D Fourier）」VI

� 「2D補間（Interpolate 2D）」VI

� 「順序付けられた表を検索（Search Ordered Table）」VI

� 「スプライン補間 1D（Spline Interpolation 1D）」VI

数値サブパレットには、以下の新しい関数があります。

� マシンイプシロン（Machine Epsilon）定数

� 「方形波（Square）」関数

最適化サブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「制約付き非線形最適化（Constrained Nonlinear Optimization）」
VI

� 「2次計画（Quadratic Programming）」VI

� 「制約のない最適化（Unconstrained Optimization）」VI

多項式サブパレットには、新しい「多項式プロット（Polynomial Plot）」
VIがあります。
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確率サブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「連続CDF（Continuous CDF）」VI

� 「連続逆CDF（Continuous Inverse CDF）」VI

� 「連続モーメント（Continuous Moments）」VI

� 「連続 PDF（Continuous PDF）」VI

� 「連続乱数（Continuous Random）」VI

� 「離散CDF（Discrete CDF）」VI

� 「離散逆CDF（Discrete Inverse CDF）」VI

� 「離散モーメント（Discrete Moments）」VI

� 「離散 PF（Discrete PF）」VI

� 「離散乱数（Discrete Random）」VI

確率と統計サブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「相関係数（Correlation Coefficient)」VI

� 「相関係数 (ケンドールのτ)（Correlation Coefficient (Kendall's 
Tau)）」VI

� 「相関係数（スピアマン）（Correlation Coefficient (Spearman)）」
VI

� 「共分散行列（Covariance Matrix）」VI

� 「平均の測定（Measures of Mean）」VI

� 「分散の測定（Measures of Spread）」VI

� 「パーセント（Percentiles）」VI

三角関数サブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「Inverse Cosecant」関数

� 「Inverse Cotangent」関数

� 「Inverse Secant」関数

信号処理パレット

フィルタサブパレットには、新しい「ゼロ位相フィルタ（Zero Phase 
Filter）」VIがあります。

信号操作サブパレットには、新しい「リフル（Riffle）」VIがあります。

変換サブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「チャープ Z変換（Chirp Z Transform）」VI

� 「DCT」VI

� 「DST」VI

� 「逆 DCT（Inverse DCT）」VI

� 「逆 DST（Inverse DST）」VI
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波形調節サブパレットには、新しい「連続コンボリューション（FIR）
（Continuous Convolution (FIR)）」VIがあります。

波形測定サブパレットには、新しい「マルチトーン情報抽出（Extract 
Multiple Tone Information）」VIがあります。

ウィンドウサブパレットには、以下の新しい VIがあります。

� 「ブラックマン・ナットールウィンドウ（Blackman-Nuttall 
Window）」VI

� 「チェビシェフウィンドウ（Chebyshev Window）」VI

� 「ガウスウィンドウ（Gaussian Window）」VI

� 「対称ウィンドウ（Symmetric Window）」VI

� 「ウィンドウプロパティ（Window Properties）」VI

プログラミングパレット

比較サブパレットには、以下の新しい関数があります。

� 「空の配列 ?（Empty Array?）」関数

� 「極座標を直交座標に変換（Polar to Re/Im）」関数

� 「直交座標を極座標に変換（Re/Im to Polar）」関数

デジタル波形 VIの機能強化
デジタル波形 VIを使用して、デジタル波形（DWDT）またはデジタル表
（DTbl）の一部の置換、デジタル波形データまたはデジタルデータからア
ナログ波形またはバイナリデータ形式への変換、アナログ波形、バイナリ

形式、またはスプレッドシート文字列からデジタル波形データまたはデジ

タルデータへの変換を行います。「デジタルパターン発生器（Digital 
Pattern Generator）」VIで、さまざまな塗りつぶしパターンを使用して
デジタルパターンを生成します。「空のデジタルデータ（Empty Digital 
Data）」および「空のデジタル波形（Empty Digital Waveform）」定数
で空のデジタル波形データまたはデジタルデータを返します。これは、シ

フトレジスタの初期化または波形作成に重要です。

機能向上および変更が行われた VI
以下のとおり、デジタル波形 VIは、LabVIEW 8.0で機能向上および変更
が行われています。

� 「デジタル反転（Invert Digital）」VIには、2つの新規入力がありま
す。信号指標は、データの反転を開始する信号を指定します。信号数

は、反転させる信号数を指定します。

� 「デジタルパターン検索（Search for Digital Pattern）」VIの比較
モード入力は、Xの値を検索時にどのように扱うかを指定します。

� 「アナログからデジタル（Analog to Digital）」VIは、多態性で、ア
ナログ波形をデジタルデータに変換できます。
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� 「デジタルからアナログ（Digital to Analog）」VIは、多態性で、デ
ジタルデータをアナログ波形に変換できます。

新規の VIおよび関数
LabVIEW 8.0では、以下のとおり新しいデジタル波形 VIおよび関数が導
入されました。

� 「バイナリからデジタル（Binary to Digital）」VI 

� 「デジタルパターン発生器（Digital Pattern Generator）」VI 

� デジタルリング（Digital Ring）定数 

� 「デジタルからバイナリ（Digital to Binary）」VI 

� 空のデジタルデータ（Empty Digital Data）定数 

� 空のデジタル波形（Empty Digital Waveform）定数 

� 「部分置換（Replace Subset）」VI 

� 「スプレッドシート文字列からデジタル（Spreadsheet String to 
Digital）」VI 

無効ストラクチャ
条件無効ストラクチャを使用し、ストラクチャの各サブダイアグラムを記

号と値から構成される表記に割り当ててコードのセクションを無効にしま

す。この記号と値は、ユーザ定義および LabVIEW定義の両方で、これに
より LabVIEWでどのサブダイアグラムを使用するかを判断します。

メモ 実行しないコードは、ブロックダイアグラムでコンパイルされません。たとえ

ば、条件無効ストラクチャの非アクティブなサブダイアグラム内にあるコード

はコンパイルされません。また、定数が配線されたケースストラクチャで、

ケースストラクチャ内の実行されないケース内のコードはコンパイルされませ

ん。

ダイアグラム無効ストラクチャを使用して、コンパイルしたくないブロッ

クダイアグラムの部分を定義します。

Express VIの機能強化
Express VIおよび関数を使用して、一般的な計測タスクを作成します。

機能向上および変更が行われた VI
以下のとおり、Express VIは、LabVIEW 8.0で機能向上および変更が行
われています。

� 「比較（Comparison）」Express VIには、2つの新規入力がありま
す。比較する項目では、データポイント、タイムスタンプ、ポイント

間の時間、データポイント数、入力信号の信号名を比較できます。比

較定数値（Constant Value to Compare Against）は、オペラン
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ド 1入力の比較対象とする定数値を指定します。また、この VIは最適
化され、最初の空の入力信号のケースでより適切な結果を返します。

� 「LabVIEW計測ファイル読み取り（Read LabVIEW Measurement 
File）」および「LabVIEW計測ファイル書き込み（Write LabVIEW 
Measurement File）」Express VIは、それぞれ、「計測ファイルから
読み取り（Read From Measurement File）」および「計測ファイル
へ書き込み（Write To Measurement File）」に名前が変更されまし
た。これらの Express VIでは、バイナリ計測ファイル (.tdm)と同様
にテキストベースの計測ファイル (.lvm)をサポートします。ファイ
ル形式をファイルへ設定するには、構成ダイアログボックスでバイナ

リ（TDM）オプションを選択します。

� 「計測ファイルから読み取り」、「計測ファイルへ書き込み」、「ユーザ

入力プロンプト（Prompt User for Input）」、および「レポート
（Report）」Express VIは、ターゲットにより動作が変更されます。
現在のターゲットに接続されたホストコンピュータがない（またはな

い可能性がある）場合、構成ダイアログボックスでは、ホストがない

場合は無効となるオプションの隣りに警告が表示されます。ホストコ

ンピュータが接続されていない LabVIEW Real-Timeモジュールな
ど、入力用にプロンプトを出すようにこれらの VIを構成し、ター
ゲット上でユーザインタフェースなしで VIを実行すると、これらの
VIはエラーを返します。 

Windowsプラットフォーム以外に「レポート」VIのターゲットを指
定すると、構成ダイアログボックスは出力先として HTML（ウェブ
ページ）のみをサポートします。

� 「リレー（Relay）」Express VIは、有効ブロックダイアグラム入力に
値を配線しない場合、有効入力の構成ダイアログボックス値を使用し

ます。

� 「信号選択（Select Signals）」Express VIのセレクタ入力入力は、信
号入力から信号の一部を選択できます。

� 「データの書き込み（Write Data）」および「計測ファイルへ書き込
み（Write To Measurement File）」Express VIは最適化され、固有
のチャンネル名になります。ファイルまたはチャンネル名が繰り返さ

れる場合、それぞれを固有の名前にするために、名前の最後に整数値

が追加されます。たとえば、正弦、正弦、方形、方形、正弦という名

前を規定すると、LabVIEWではこれらの名前をそれぞれ正弦、正弦
1、方形、方形 1、正弦 2に更新します。

新規の VIおよび関数
LabVIEW 8.0では、以下のとおり新しい Express VIが導入されました。

� 「サウンドを集録（Acquire Sound）」Express VI

� 「デュアルチャンネルスペクトル計測（Dual Channel Spectral 
Measurement）」Express VI

� 「波形を再生（Play Waveform）」Express VI

� 「NI DIAdemレポート（DIAdem Report）」Express VI
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DIAdemレポート Express VI
LabVIEWのデータから直接レポートを生成するには、「DIAdemレポー
ト（DIAdem Report）」Express VIを使用します。レポートは、PDF
ファイルや HTMLファイルとしてエクスポートしたり、印刷したり、自
動的に表示したりできます。レポートの設定は、すべて LabVIEW内で行
います。

メモ 「DIAdemレポート（DIAdem Report）」Express VIを使用するためには、
DIAdem 9.1 Service Pack 2以降がインストールされていなければなりません。
DIAdemの評価版をダウンロードまたは DIAdemを購入するには、ナショナ
ルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jpにアクセスしてください。

ファイル I/O VIおよび関数の機能強化
ファイル I/Oパレットには更新された VI、および新規や更新された関数
が含まれ、パス入力の機能強化や新規ダイアログ関数など、ファイルの

データ読み取りと書き込みがより簡単になりました。また、ファイル I/O
パレットには、Zipファイルでの作業に使用できる新しい VIも含まれます。

パス入力

入力としてパスまたは Refnumデータを受け入れるファイル I/O関数に
は、パス（ダイアログを使用）入力などの位相（ダイアログを使用）を持

つ入力が含まれます。この入力を配線しないと、ファイルの実行時に、

ユーザにファイルまたはディレクトリを選択するように促すプロンプトを

表示するダイアログボックスが表示されます。これらの関数はそれぞれ

キャンセルされた出力を含みます。ユーザがダイアログボックスでキャン

セルボタンをクリックすると、キャンセルされたは TRUEを返し、関数が
エラーを返します。パスをファイル I/O関数に配線すると、関数は操作
の実行に必要な最小限の権限付きでファイルを開き、ファイルを明示的に

開いたり閉じたりする必要がないようにします。

データログ関数

データログ関数を使用してデータログファイルの書き込みおよび読み取り

を行います。ダイアログパレットには以下の新しい関数が含まれます。

� 「開く /作成 /置換データログ（Open/Create/Replace 
Datalog）」関数

� 「データログ位置を所得（Get Datalog Position）」関数

� 「レコード数を取得（Get Number of Records）」関数

� 「データログ読み取り（Read Datalog）」関数

� 「データログ位置を設定（Set Datalog Position）」関数

� 「レコード数を設定（Set Number of Records）」関数

� 「データログに書き込み（Write Datalog）」関数
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ファイル I/O VIおよび関数
ファイル I/O VIおよび関数を使用して、ファイルの開閉、ファイルから
の読み取りやファイルへの書き込み、ディレクトリやファイルの作成、

ディレクトリ情報の取り出しを行います。また、文字列、数値、配列、お

よびクラスタのファイルへの書き込みを行います。ファイル I/Oパレッ
トには以下の新しい関数が含まれます。

� 「開く /作成 /置換ファイル（Open/Create/Replace File）」関数

� 「バイナリファイルから読み取り（Read from Binary File）」関数

� 「テキストファイルから読み取り（Read from Text File）」関数

� 「バイナリファイルに書き込み（Write to Binary File）」関数

� 「テキストファイルに書き込み（Write to Text File）」関数

Zip VI
Zip VIを使用して、新しい Zipファイルを作成したり、Zipファイルに
ファイルを追加したり、Zipファイルを閉じることができます。

その他の機能強化と変更点

LabVIEW 8.0では、その他のファイル I/O VIおよび関数の以下の機能強
化および変更が導入されました。

� 「コピー（Copy）」関数には、上書きとプロンプト入力、およびキャ
ンセル出力が含まれます。

� 「削除（Delete）」関数には階層全体入力が含まれ、これが TRUEの
場合、指定したパスまたはパスの下の階層全体を削除します。

� 「ファイルダイアログ（File Dialog）」関数は、「ファイルダイアログ
（File Dialog）」Express VIになりました。この VIをダブルクリック
して選択モードダイアログボックスを表示し、ユーザがファイルダイ

アログボックスで選択できるファイルまたはディレクトリのタイプを

構成します。

� 「ファイルを閉じる（Close File）」、「コピー（Copy）」、「フォルダを
作成（Create Folder）」、「削除（Delete）」、「ファイル /ディレク
トリ情報（File/Directory Info）」、「ファイル更新（Flush File）」、「移
動（Move）」関数には、新しいコネクタペーンの構成があります。
新しい構成は、旧バージョンの LabVIEWで作成したブロックダイア
グラム上のワイヤ位置に影響することがあります。

� 「移動（Move）」および「コピー（Copy）」関数を使用すると、既
存のファイルおよびディレクトリを上書きできます。

� 「ファイル /ディレクトリ情報（File/Directory Info）」関数には、新
しく 2つの出力が追加されました。ショートカットはファイルまた
はディレクトリがショートカットかどうかを示し、解決されたパスは

ショートカットのターゲットへのパスを返します。
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� 「キー読み取り（Read Key）」VIの文字列インスタンスには、
LabVIEW 7.x以前のマルチバイトエンコーディング（0: なし）パラ
メータは含まれません。

計測器 I/Oアシスタントの機能強化
計測器 I/Oアシスタントについては、以下の機能強化が行われています。

� 計測器を選択の終了文字プルダウンメニューから、計測器のコマンド

終了文字を示す文字を選択できます。また、<カスタム >を選択して
終了文字テキストボックスに終了文字を入力することもできます。 

� 書き込みステップのコマンド入力でコマンドを選択し、パラメータを

追加ボタンをクリックして、計測器コマンドに入力パラメータを追加

できます。また、コマンドを選択して右クリックして、ショートカッ

トメニューからパラメータを追加を選択することもできます。

� クエリして解析ステップを書き込みと読み込んでから解析ステップに

分割すると、パラメータ化された入力を使用できます。クエリして解

析ステップを分割するには、ステップのシーケンスウィンドウでス

テップを右クリックし、ショートカットメニューからステップを書き

込みと読み込みステップに分解を選択します。

� 計測器 I/Oアシスタントは、トークンのデータを、解析するデータ
がなくなるまですべて構文解析するように設定できます。計測器 I/O
アシスタントを構成してデータの終わりまで構文解析するには、クエ

リして解析ステップのカウントプルダウンメニューからデータの終わ

りまで項目を選択するか、カウントプルダウンメニューの下でデータ

の終わりまでをクリックします。また、計測器 I/Oアシスタントは、
自動解析ボタンをクリックした場合も、データの終わりまで構文解析

します。データの終わりまで項目と操作は、構成したトークンが最後

のトークンの場合にのみ利用できます。

サウンド VIの機能強化
サウンドパレットには、ご使用の VIにサウンドを組み入れたり、VIでサ
ウンドを録音する場合に使用する VIが含まれます。

メモ (Windows) サウンド VIを使用するには DirectX 8.0以降が必要です。

これらの VIには、以下のような機能強化が行われています。

� VIは最大 24ビットサウンドまでサポートします。

� VIは、複数チャンネルサウンドファイルに加えて、モノおよびステ
レオサウンドをサポートします。

� 波形はサウンドデータを表します。符号なし 8ビット、符号付き 16
ビット、または符号付き 32ビットの整数、あるいは単精度および倍
精度のデータタイプの要素を使用すると、Y配列データを表すことが
できます。各波形は 1つのチャンネルを定義します。

� サウンドデータの形式は、PCM（Pulse Code Modulated）です。
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� VIは、連続するサウンド出力を生成できます。

� VIは、波形ファイルのストリーミング表示を可能にします。

� VIは、エラーチェックの機能が向上しています。

文字列関数の機能強化
PCRE（Perl Compatible Regular Expression）構文を使用する複雑な
正規パターンの一致には、「正規表現で一致（Match Regular 
Expression）」および「文字列の検索と置換（Search and Replace 
String）」関数を使用します「文字列の検索と置換」関数を右クリックし
て、ショートカットメニューから正規表現を選択して、上級正規表現の検

索および置換文字列でのサブマッチの置換を行うために関数を構成しま

す。文字列で検索されたサブマッチを表示するには、「正規表現と一致

（Match Regular Expression）」関数のサイズを変更します。「パターン
で一致（Match Pattern）」関数または「正規表現で一致」関数を使用し
て、文字列で正規表現を検索することができます。「正規表現で一致」関

数は、「パターンで一致」関数より多くの文字列一致のためのオプション

がありますが、速度は遅くなります。

VI階層ウィンドウの機能強化
表示→ VI階層を選択して VI階層ウィンドウを表示します。この VI階層
ウィンドウは、メモリ内のすべての VIの呼び出している階層だけでなく、
開いている LabVIEWオブジェクトとターゲットを表示します。VI階層
ウィンドウには、メインの LabVIEWアプリケーションインスタンスを表
すトップレベルアイコンが表示されます。その下に、プロジェクトに含ま

れない開いている VIがすべて表示されます。VI階層ウィンドウには、メ
モリ内の各プロジェクトがトップレベルアイコンとして表示されます。追

加する各ターゲットはプロジェクトの下に表示されます。

フロントパネルの機能強化
LabVIEW 8.0では、フロントパネルの以下の機能強化と変更が行われま
した。

グラフカーソルの変更点
LabVIEW 8.0では、グラフカーソルが以下のように変更されました。

� カーソルを作成するには、カーソル凡例を右クリックして、カーソル

を作成を選択し、ショートカットメニューからカーソルモードを選択

します。カーソルには以下のモードが含まれています。
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� 作成後にカーソルのモードを変更できません。カーソルを削除して、

他のカーソルを作成する必要があります。カーソルの凡例の行を右ク

リックして、ショートカットメニューからカーソルを削除を選択して

カーソルを削除します。 

� カーソルムーバセレクタ、フォーマットメニュー、およびロックメ

ニューボタンは、カーソル凡例の右側に表示されません。カーソルの

凡例の行を右クリックして、ショートカットメニューからオプション

を選択して、カーソルをカスタマイズします。旧バージョンの

LabVIEWでカーソル凡例ボタンを使用してアクセスしたすべてのオ
プションが、ショートカットメニューに表示されるようになりまし

た。

� カーソルの Xスケールをプログラムで設定するには、Xスケールプ
ロパティを使用します。このプロパティは、カーソルモードが解放の

場合のみに有効です。このプロパティは、グラフのカーソル凡例の

ショートカットメニューにある Xスケール項目に似ています。

表 4 LabVIEW 8.0のカーソルモードの変更点 

LabVIEW 7.1のカーソル
モード

LabVIEW 8.0のカーソル
モード LabVIEW 8.0カーソルモードの詳細

解放 解放 プロットの位置に関係なく、プロッ
ト領域内で自由にカーソルを移動し
ます。

ポイントにスナップとプ
ロットにロック

シングルプロット カーソルに関連付けられたプロット
のみにカーソルを配置します。この
カーソルを関連プロットとともに移
動できます。カーソルの凡例の行を
右クリックして、ショートカットメ
ニューからスナップを選択して、1
つまたは複数のプロットをカーソル
と関連付けます。

― マルチプロット プロット領域の特定のデータポイン
トのみにカーソルを配置します。マ
ルチプロットのカーソルは、カーソ
ルが関連するすべてのプロットにつ
いて、指定された x値における値を
レポートします。 カーソルはプロッ
ト領域内のすべてのプロットに配置
できます。カーソルの凡例の行を右
クリックして、ショートカットメ
ニューからスナップを選択して、1
つまたは複数のプロットをカーソル
と関連付けます。このモードはミッ
クスドシグナルのグラフのみに有効
です。
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� カーソルの Yスケールをプログラムで設定するには、Yスケールプロ
パティを使用します。このプロパティは、カーソルモードが解放の場

合のみに有効です。このプロパティは、グラフのカーソル凡例の

ショートカットメニューにある Yスケール項目に似ています。

� プロット領域のプロットをプログラムで監視するには、プロットを監

視プロパティと全てのプロットを監視プロパティを使用します。これ

らのプロパティは、複数のプロットに関連付けられているカーソルで

のみ有効です。

グラフの注釈を使用する
プロット領域でデータ点をハイライトするには、グラフで注釈を使用しま

す。注釈には、注釈とデータ点を識別するラベルおよび矢印が含まれま

す。注釈の外観の設定やプロット領域でのプロットへのスナップの仕方を

設定することもできます。注釈を作成するには、グラフを右クリックし、

ショートカットメニューからデータ操作→注釈を作成を選択して注釈を作

成ダイアログボックスを開きます。注釈の設定を変更するには、注釈を右

クリックしてショートカットメニューからオプションを選択します。注釈

リストプロパティを使用して、プロット領域のすべての注釈に関する情報

の配列をプログラムで取得します。

グラフのプロット領域で画像を描画する
グラフの背景、前景、中間プロット領域に画像を描画できます。プロット

領域を背景、前景、中間のプロット画像にそれぞれ設定するには、波形グ

ラフ、強度グラフ、ミックスドシグナルグラフのプロット画像 : 背景、プ
ロット画像 : 前景、プロット画像 : 中間プロパティを使用します。プロッ
ト画像 : 前景プロパティは強度グラフにのみ使用できます。プロット画像
は、前景と中間プロット画像の間に表示されます。グリッドは、中間プ

ロット画像と背景の間に表示されます。背景、前景、または中間のプロッ

ト領域から既存の画像を削除する場合、空の画像を適切なプロパティに配

線するか、画像を透明度にする必要があります。

メモ グラフをサイズ変更しても、プロット領域の画像はそれに従って調整されませ

ん。VIを再実行して、画像を再描画する必要があります。

グラフの座標をフロントパネルの座標にマップし、グラフのプロット領域

で適切に画像を描画する必要があります。グラフまたはチャートの座標を

フロントパネルの座標にマップするには、座標を XYにマップメソッドを
使用します。このメソッドは、フロントパネルの原点に対するプロットの

方向を決定する左と上のプロット境界のみを調整します。

プロット画像プロパティおよび座標を XYにマップメソッドを使用するサ
ンプルについては、labview¥examples¥general¥graphs¥Graph 

Pictures.llbを参照してください。
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グラフ、チャート、表の画像をエクスポートする
グラフ、チャート、表、デジタルデータ、デジタル波形制御器と表示器の

画像をエクスポートできます。

(Windows) .emf、.bmp、および .epsファイル

(Mac OS) .pict、.bmp、および .epsファイル

(Linux) .bmpおよび .epsファイル

画像をエクスポートするには、制御器を右クリックしてショートカットメ

ニューからデータ操作→簡略化された画像をエクスポートを選択します。

簡略化された画像をエクスポートダイアログボックスでは、画像形式と、

画像をクリップボードとディスクのどちらに保存するかを選択できます。

また、画像をエクスポートメソッドを使用すると、画像をプログラムでエ

クスポートすることもできます。

XYグラフでペーンを表示する
XYグラフでナイキスト平面、ニコルズ平面、S平面、または Z平面を表
示することができます。これらの平面を表示するには、XYグラフを右ク
リックしてショートカットメニューから任意の平面を選択します。任意の

平面メニュー項目には、ナイキスト平面、ニコルズ平面、S平面、または
Z平面など、XYグラフに表示できるさまざまなタイプの平面を選択でき
ます。任意の平面を 1つ選択すると、任意の平面メニューには、平面線、
平面ラベル、直交線を表示または非表示にするためのメニューが表示され

ます。

また、任意平面 : 平面タイププロパティを使用して、プログラムで XYグ
ラフ上のこれらの平面を表示することもできます。プログラムで XYグラ
フの平面ラインおよび平面ラベルを表示または非表示にするには、任意平

面 : ライン表示プロパティおよび任意平面 : ラベル表示プロパティを使用
します。プログラムによって直交線を XYグラフに表示するには、直交 

線 : 表示プロパティを使用します。

また、XYグラフは、x軸で実部がプロットされて y軸で虚部がプロット
された複素データの配列も受け入れます。

ミックスドシグナルグラフ
共通の xスケールを共有する異なるタイプのデータをプロットするには、
ミックスドシグナルグラフを使用します。ミックスドシグナルグラフは、

波形グラフ、XYグラフ、デジタル波形グラフにより受け入れられたすべ
てのデータタイプを受け入れます。また、これらのデータタイプの組み合

わせを含む任意のクラスタも受け入れます。

複数のプロット領域をミックスドシグナルグラフに追加すると、各プロッ

ト領域には固有の yスケールができます。アナログおよびデジタルデー
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タの組み合わせに対応する必要がある場合、ミックスドシグナルグラフは

自動的にプロット領域を作成します。

ミックスドシグナルグラフ上のプロット凡例はツリー制御器から構成さ

れ、グラフのプロット領域の左に表示されます。各ツリー制御器は 1つ
のプロット領域を表します。プロット凡例を使用すると、プロット領域間

でプロットを移動できます。

ミックスドシグナルグラフで複数プロットカーソルを使用すると、特定の

x値で複数プロットの値をレポートできます。

キー操作
プロパティダイアログボックスのキー操作ページを表示するには、フロン

トパネルで制御器を右クリックし、ショートカットメニューから上級→

キー操作を選択します。また、このページは制御器を右クリックして

ショートカットメニューからプロパティを選択し、キー操作タブをクリッ

クしても表示されます。キー操作ページには、次の変更点があります。

� キー定義セクションの名前がフォーカスに変更されました。フォーカ

スリストには、<Delete>、<Insert>、<Mute>、<Play>、<Volume 
Up>、<Volume Down>、F13、F14、F15、F16、F17、F18、F19、
F20、F21、F22、F23、F24などのショートカットキーがあります。

� 現在のキー定義セクションの名前が既存の連結に変更されました。

� キー操作ページには、ブール制御器をトグルするショートカットを割

り当てるトグルセクションがあります。トグルキーバインディングプ

ロパティを使用してブール制御器をトグルするショートカットを割り

当てることもできます。

� キー操作ページには、数値、スライド、リング、列挙体制御器の値を

増分または減分するための増分セクションと減分セクションがありま

す。また、キーバインディングを増分プロパティとキーバインディン

グを減分プロパティによって数値制御器の値を増分、減分するための

ショートカットキーをそれぞれ割り当てることもできます。

キー操作プロパティの名前は、フォーカスキーバインディングに変更され

ました。ブール制御器に対しては、このプロパティではフォーカスキー

ボードショートカットだけを設定し、トグルキーボードショートカットは

トグルキーバインディングプロパティで設定します。

最小フロントパネルサイズ
LabVIEW 7.x以前では、フロントパネルの最小サイズはそのぺーンの内
容領域を参照し、スクロールバーは含まれません。LabVIEW 8.0では、1
つのペーンで構成されるフロントパネルについて、最小サイズは同様にそ

のペーンの内容領域を参照しますが、スクロールバーは含まれません。た

だし、複数のペーンで構成されるフロントパネルについて、最小サイズは表

示されているスクロールバーも含めて、フロントパネル全体を参照します。
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スプリッタバーおよびペーン
フロントパネルを別々にスクロールできる複数のペーンに分割するには、

コンテナパレットでスプリッタバーを使用します。これらのペーンを使用

すると、複数のカスタマイズ可能な領域でユーザインタフェースを設計で

きます。また、スプリッタバーを使用すると、ツールバーまたはステータ

スバーとしてペーンを指定できます。

プログラムでペーンを制御するには、ペーンのプロパティ、メソッド、イ

ベントを使用します。

プログラムでスプリッタバーを制御するには、スプリッタのプロパティお

よびイベントを使用します。

LabVIEW 8.0では、LabVIEW 7.x以前のウィンドウの外観をカスタマイ
ズダイアログボックスにあるスクロールバーを表示オプションは、2つの
新規オプションの水平スクロールバーを表示および垂直スクロールバーを

表示から構成されます。スプリッタバーをフロントパネルに追加すると、

ダイアログボックスでこれらのオプションを変更することができません。

オプションは、フロントパネルにスプリッタバーがある場合に左上隅の

ペーンの設定を反映します。

ランタイムショートカットメニューをカスタマイ
ズする
VIにある各制御器のランタイムショートカットメニューをカスタマイズ
できます。ショートカットメニューをカスタマイズするには、制御器を右

クリックして、ショートカットメニューから上級→ランタイムショート

カットメニュー→編集を選択し、ショートカットメニューエディタダイア

ログボックスを表示します。デフォルトのショートカットメニューまたは

カスタマイズされたショートカットメニューファイル（.rtm）を制御器

に関連付けるにはこのダイアログボックスを使用します。プログラムで

ショートカットメニューをカスタマイズするには、ショートカットメ

ニューを起動 ?イベント、「メニュー項目を挿入（Insert Menu Items）」
関数、および「メニュー項目を削除（Delete Menu Items）」関数を使用
します。

また、フロントパネルにショートカットメニューを追加することもできま

す。フロントパネルにショートカットメニューを追加するには、ショート

カットメニュー起動およびショートカットメニュー選択ペーンイベントを

使用します。

また、制御器を右クリックして、ショートカットメニューから上級→ラン

タイムショートカットメニュー→無効を選択して、制御器でランタイム

ショートカットメニューを無効にします。

すべての制御器のデフォルトショートカットメニューを無効にするには、

ファイル→ VIプロパティを選択してカテゴリプルダウンメニューから
ウィンドウの外観を選択し、カスタマイズボタンをクリックしてデフォル
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トランタイムショートカットメニュー使用可能チェックボックスをオフに

します。デフォルトのランタイムショートカットメニューを無効にして

も、カスタマイズしたショートカットメニューを含むことができます。

XControlの使用
複雑な制御器や表示器を設計、作成するには、XControlを使用します。
XControlには、次のような機能があります。

� LabVIEWの標準の制御器と表示器を組み合わせて、それらの機能を
統合された XControlを作成できます。

� VIで XControlを使用すると、XControlには制御器の働きが含まれ
るため VIのダイアグラムが単純化されます。

� XControlの動作、外観、機能、プロパティ、メソッドを定義するに
は、XControlライブラリを使用します。

� XControlのショートカットメニューをカスタマイズして、XControl
の作成に使用した新しいメニュー項目や LabVIEWの既存の標準制御
器または表示器を追加できます。 

XControlを作成するには、プロジェクトエクスプローラウィンドウでマ
イ コンピュータを右クリックして、ショートカットメニューから新規→
XControlを選択します。

メモ XControlの作成および編集は、LabVIEWプロフェッショナル開発システムの
みで実行できます。XControlがある VIは、すべての LabVIEWパッケージで実
行できます。

XControlを使用するサンプルについては、labview¥examples¥ 
general¥xcontrols¥Dual Mode Thermometerディレクトリの Run 
Dual Mode Thermometer XControl プロジェクトを参照してください。

.NETコントロールを使用する
ActiveXコントロールと同じように、.NETコントロールをフロントパネ
ルに使用できます。新規コントロールを作成を .NETコンテナで作成する
か、後で使用するために .NETコントロールを制御器パレットに追加しま
す。ブロックダイアグラムで .NETコントロールをプロパティノード、イ
ンボークノード、またはレジスタイベントバックノード二配線して、プロ

パティを設定、メソッドを呼び出し、またはコントロールのイベントを処

理します。

新規 .NETコントロールを作成するには、.NETコンテナをフロントパネル
に配置します。.NETコンテナを右クリックし、ショートカットメニュー
から .NETコントロールを挿入を選択して、.NETコントロールを選択ダイ
アログボックスを表示します。作成するを選択して開くボタンをクリック

します。
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.NETコントロールを制御器パレットに追加するには、ツール→ .NET & 
ActiveX→ .NETコントロールをパレットに追加を選択して、.NETコント
ロールをパレットに追加ダイアログボックスを表示します。追加する

.NETコントロールを選択して、OKボタンをクリックします。デフォル
トで labview¥menus¥Controls¥DotNet & ActiveXディレクトリにあ

るすべてのファイルが .NET & ActiveXパレットに自動的に表示されるた
め、LabVIEWはこのディレクトリに制御器を保存します。

リストボックス、ツリー制御器、および表
LabVIEW 8.0には、リストボックス、表、デジタルデータ制御器、ツ
リー制御器に新しいプロパティとメソッドがいくつか追加されるなど、新

しい機能が導入されています。これらの 4種類の制御器は、多くの共通
する動作と機能を備えています。

� 複数列リストボックスまたはツリー制御器を右クリックして、ショー

トカットメニューから表示項目→行ヘッダを選択して行ヘッダを表示

します。また、行ヘッダをプログラムで表示または非表示にするに

は、複数列リストボックスまたはツリー制御器の表示項目 : 行ヘッダ
表示プロパティを使用することもできます。

� 垂直ラインや水平ラインを表示するには、複数列リストボックス、

表、ツリー制御器のいずれかを右クリックして、ショートカットメ

ニューから表示項目→ 垂直ライン表示または表示項目→水平ライン
表示を選択します。また、垂直ラインをプログラムで表示または非表

示にするには、複数列リストボックス、表、ツリー制御器の表示項 

目 : 垂直ライン表示プロパティを使用することもできます。水平ライ
ンをプログラムで表示するには、単数列リストボックス、複数列リス

トボックス、表、ツリー制御器の表示項目 : 水平ライン表示プロパ
ティを使用します。

� 色の設定ツールを使用して、表、リストボックス、ツリー制御器のす

べてのセル、すべての行ヘッダ、すべての列ヘッダ、左上ヘッダセル

に個別に色を設定できます。

� テキストがセルに入りきらない場合、VIを実行して操作ツールの
カーソルをセル上に移動すると、全文が表示されたヒントラベルが表

示されます。

� リストボックスとツリー制御器には、4つの新しい項目記号がありま
す。これらのチェックボックス記号の外観は、使用されているオペ

レーティングシステムによって異なります。記号をすべて表示するに

は、制御器内の項目を右クリックして、ショートカットメニューから

項目記号を選択します。また、リストボックスにも、ツリー制御器と

同様のカスタム記号の機能があります。

� <Shift-Enter>キーを押して、リストボックスとツリー制御器の現在
の項目の下に項目を入力します。ツリー制御器では、このキーの組み

合わせは、新規項目を現在の項目と同じ階層のレベルに配置し、新規

項目の下のすべての項目は 1つ下の行に移動されます。 
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� 実行時にユーザがセルを編集できるようにするには、リストボックス

またはツリー制御器を右クリックして、ショートカットメニューから

編集可能なセルを選択します。また、セルの編集を許可プロパティを

使用して、単数列リストボックス、複数列リストボックス、またはツ

リー制御器でユーザがプログラムでセルを編集できるようにします。

セルを編集イベントを使用して、単数列リストボックス、複数列リス

トボックス、またはツリー制御器のセル内でユーザがテキストを変更

するイベントを処理します。

� 項目の選択時に行全体をハイライトするには、リストボックスまたは

ツリー制御器を右クリックして、ショートカットメニューから行全体

をハイライトを選択します。

� リストボックスとツリー制御器でのキーボード選択は、使用されてい

るオペレーティングシステムのものと一致します。

メモ <PageUp>、<PageDown>、<Home>、<End>キーを制御器のプロパティダ
イアログボックスのキー操作ページでショートカットキーとして割り当てると、

そのキーはリストボックスまたはツリー制御器で項目を選択するためには使用

できません。

リストボックス

LabVIEW 8.0では、リストボックスの以下の機能強化および変更が導入
されました。

� 単数列リストボックスを右クリックしてショートカットメニューから

表示項目→水平スクロールバーを選択し、水平スクロールバーを表示

します。また、表示項目 : 水平スクロールバー表示プロパティを使用
すると、プログラムで水平スクロールバーを表示または非表示にする

こともできます。単数列リストボックスのショートカットメニューに

表示されていた表示項目→スクロールバー項目は、垂直スクロール

バーに変わりました。スクロールバー表示プロパティは、表示項目 : 
垂直スクロールバー表示に名前変更されました。

� 単数列リストボックスを右クリックしてショートカットメニューから

表示項目→列ヘッダを選択して、列ヘッダを表示できます。また、表

示項目 : 列ヘッダ表示プロパティを使用して、プログラムで列ヘッダ
を表示または非表示にすることもできます。

� 単数列リストボックスを右クリックし、ショートカットメニューから

前に行を挿入を選択して、選択した行の前に 1行追加することがで
きます。

� 単数列リストボックスを右クリックし、ショートカットメニューから

行の高さを自動サイズ調整を選択して、フォントの変更や複数行のテ

キストエントリに合わせて行の高さを調節できます。また、行の高さ

を自動サイズ調整プロパティを使用して行の高さをプログラムで変更

することもできます。

� 単数列リストボックスを右クリックし、ショートカットメニューから

複数行入力を選択して、セルでの複数行のエントリを可能にできま



© National Instruments Corporation 79 LabVIEWアップグレードノート

す。複数ライン入力プロパティを使用して、プログラムでセルの複数

行入力を可能にすることもできます。

� 複数列リストボックスを右クリックし、ショートカットメニューから

スムーズスクロールを選択して、ユーザがリストボックスを水平方向

に 1ピクセルずつスクロールできるように設定できます。また、ス
ムーズ水平スクロールバープロパティを使用して、ユーザがリスト

ボックスを水平方向に 1ピクセルずつスクロールできるようにプロ
グラムすることもできます。

ツリー制御器

LabVIEW 8.0では、ツリー制御器の以下の機能強化および変更が導入さ
れました。

� 数値キーパッドの +キーと -キーを押してツリー制御器の項目を開く
/閉じることができます。また、ツリー制御器を右クリックし、
ショートカットメニューからすべての項目を開くまたはすべての項目

を閉じるを選択してツリー制御器の項目をプログラムで開く /閉じる
こともできます。

� デフォルトでは、LabVIEWはツリー制御器の複数項目の対話式選択
を同じ親を持つ項目に制限します。異なる親を持つ項目の選択を可能

にするには、ツリー制御器を右クリックして、ショートカットメ

ニューで選択モード→兄弟にマルチ選択を制限項目からチェックマー

クを外します。また、兄弟マルチ選択プロパティを使用して、プログ

ラムで複数の項目の選択を兄弟に制限するか、異なる親を持つ項目を

選択できます

メモ 複数の非兄弟項目が既に選択されている場合に、ツリー制御器で兄弟にマルチ

選択を制限ショートカットメニュー項目を有効にすると、後続の選択の動作が

わかりにくくなることがあります。選択を有効な選択内容にリセットすると、

この選択動作は通常の状態に戻ります。

� ツリー制御器を右クリックし、ショートカットメニューの展開 /収縮
記号タイプ→インデントレベル 0で表示項目のチェックマークを外
して、階層の一番上のレベルにある項目の展開 /収縮記号を非表示に
します。インデントレベル 0の項目は、ツリー制御器の左端に揃え
られます。このオプションのとなりにあるチェックマークを外して

も、項目をダブルクリックすると、インデントレベル 0で項目を展
開または縮小することができます。このダブルクリック機能を無効に

するには、項目を閉じる ?イベントの破棄 ?パラメータに TRUE定数
を配線します。また、展開 /収縮記号 : インデントレベル 0で表示プ
ロパティを使用して、インデントレベル 0の展開 /収縮記号の表示
と非表示をプログラムで切り替えられます。

表

表の水平スクロールバーが非表示の場合、ランタイムに <Shift-右矢印
キー >を押しても右方向へスクロールできません。垂直スクロールバー
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が非表示の場合、ランタイムに <Shift-下矢印キー >を押しても下方向へ
スクロールできません。上方向または左方向へは、スクロールバーが表示

されていなくてもキーボードのキーを押してスクロールできます。

文字列およびツリー制御器でドラッグアンドド
ロップする
文字列制御器とツリー制御器は、LabVIEW 8.0で標準のドラッグアンド
ドロップをサポートします。文字列制御器からドラッグするには、操作

ツールを使用してテキストを選択し、別の文字列制御器やツリー制御器な

どのテキストを受け入れる制御器に対してその選択をドラッグします。ツ

リー制御器からドラッグするには、操作ツールを使用して項目を選択し、

別のツリー制御器や文字列制御器などのツリーデータを受け入れる制御器

に対してツリーからその項目をドラッグします。

ショートカットメニュー、イベント、プロパティ、メソッドを使用して、

制御器でドラッグアンドドロップする項目を設定できます。「ドラッグド

ロップデータを取得（Get Drag Drop Data）」関数を使用して、ドラッ
グおよびドロップ操作を行う際に LabVIEWからドラッグデータを返すこ
とができます。

文字列制御器および表示器で折り返しを無効にす
る
文字列制御器または表示器で改行を無効にするには、文字列を右クリック

して、ショートカットメニュー項目の折り返し有効化の隣にあるチェック

マークを外します。改行を無効にすると、文字列は代わりに改行で禁則処

理を行います。折り返しを無効にするには、文字列が標準表示モードであ

る必要があります。折り返しを無効にした後、文字列制御器または表示器

を右クリックし、ショートカットメニューから表示項目→水平スクロール

バーを選択すると、水平スクロールバーを表示できます。

また、折り返し有効化プロパティを使用して、単語での折り返しをプログ

ラム的に無効にすることもできます。また、水平スクロールバー表示プロ

パティを使用して、プログラムで水平スクロールバーを表示することもで

きます。

パス制御器
パスプロパティダイアログボックスの参照オプションページは、参照オプ

ションダイアログボックスに置換しました。参照オプションページを表示

するには、パス制御器を右クリックし、ショートカットメニューから参照オ

プションを選択します。このページには以下の機能強化が行われています。

� ボタンラベルを変更するには、ボタンテキストテキストボックスを使

用します。参照オプション : ボタンテキストプロパティを使用して、
プログラムでボタンラベルを変更することもできます。
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� LLBをフォルダとして扱うにチェックマークを付けると、ユーザは
LLBにあるファイルを選択できるようになります。

� 選択モードプルダウンメニューに置換したオプションは、ファイルの

み、フォルダのみ、ファイルまたはフォルダ、既存のみ、新規のみ、

新規または既存です。

スクロールバー制御器
水平および垂直スクロールバー制御器を使用して、スクロール可能なデー

タを持つ制御器にカスタムスクロールバーを追加します。スクロールバー

の値を変更するには、操作ツールを使用してスクロールボックスを新しい

位置にクリックまたはドラッグする、増分矢印と減分矢印をクリックす

る、またはスクロールボックスと矢印の間のスペースをクリックします。

プログラムでページサイズ、最小および最大のデータ範囲制限を指定する

には、Doc Min、Doc Max、増分、ページサイズ、最小値に強制、最大
値に強制の各プロパティを使用できます。

配列スクロールバー
フロントパネルの制御器または表示器を右クリックし、ショートカットメ

ニューから表示項目→垂直スクロールバーまたは表示項目→水平スクロー

ルバーを選択すると、配列の垂直および水平スクロールバーを表示できま

す。配列は、1次元より大きい場合にのみ垂直と水平の両方のスクロール
バーを表示できます。1D配列の場合、垂直スクロールバーを追加するに
は垂直方向に、水平スクロールバーを追加するには水平方向にサイズ変更

します。

また、垂直スクロールバー表示プロパティおよび水平スクロールバー表示

プロパティを使用して、プログラムで垂直および水平スクロールバーを表

示することもできます。

その他の機能強化と変更点
LabVIEW 8.0では、以下のその他のフロントパネルの機能強化と変更が
行われました。

� グラフまたはチャートを右クリックし、ショートカットメニューから

上級→プロット凡例を無効にするを選択して、ランタイムにプロット

凡例の有効 /無効を切り替えます。また、凡例 : 無効プロパティを使
用して、波形チャート、波形グラフ、ミックスドシグナルグラフのプ

ロット凡例の有効 /無効をプログラムで切り替えることもできます。
プロット凡例を無効にすると、ランタイムでグラフまたはチャートで

のプロットの表示方法をカスタマイズできなくなります。

� LabVIEW 7.x以前では、デジタル波形グラフの yスケールは、デ
フォルトで軸ラベルを表示します。LabVIEW 8.0では、yスケール
はデフォルトでは軸ラベルを表示しません。デフォルトの軸ラベルテ

キストは（表示するよう設定した場合）、振幅ではなくデジタルプ

ロットと表示されるようになりました。
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� リストボックス、複数列リストボックス、表、デジタルデータ、ツ

リー制御器は、垂直スクロールにマウスホイールをサポートします。

� カスタマイズする制御器または表示器の構成要素を右クリックし、

ショートカットメニューから上級→カスタマイズを選択して、制御器

または表示器の構成要素のみを含む制御器エディタウィンドウを表示

します。

� スライダまたはスライドまたは回転式制御器の指針を移動すると、制

御器の値がヒントラベルに表示されます。ヒントラベルでは、制御器

のデジタル表示と同じ形式と精度が使用されます。制御器に複数のデ

ジタル表示がある場合、ヒントラベルでは現在アクティブな指針やス

ライダに対応するデジタル表示の形式と精度が使用されます。ヒント

ラベルを無効にするには、制御器を右クリックしてショートカットメ

ニューからプロパティを選択し、外観タブをクリックして値ヒントラ

ベルを表示チェックボックスをオフにします。プログラムによって値

のヒントラベルを無効にするには、値ヒントラベルを表示プロパティ

を使用します。

� 数値制御器および表示器は、c、d、da、hの各 SI接頭辞を受け入れ
ます。

LabVIEW MathScript（Windows）
LabVIEW MathScriptウィンドウは、数学的コマンドの編集と実行、数
学的スクリプトの作成、数値表現とグラフィカル表現を使用した変数の表

示を行います。このウィンドウを表示するには、ツール→MathScript
ウィンドウを選択します。LabVIEW MathScriptウィンドウは、呼び出
したコマンドの出力の生成と履歴の保存、定義した変数のリスト表示、選

択した変数の表示を行います。LabVIEW MathScriptでは、通常、
MATLAB®言語構文で書き込まれたスクリプトを実行できます。ただし、
MathScriptエンジンはスクリプトを実行しますが、MATLABソフトウェ
アがサポートする関数の一部をサポートしていません。

メモ MathScriptは LabVIEW プロフェッショナル開発システムのみで利用できます。

LabVIEW MathScriptウィンドウまたはMathScriptノードで使用する
関数およびスクリプトを書き込むことができます。

MathScriptノードは、ブロックダイアグラム上でMATLAB言語構文に
似た数式および表記を評価します。LabVIEW MathScript ウィンドウで
作成するスクリプトを保存したり、MathScriptノードでスクリプトを
ロードできます。また、MathScriptノードで作成したスクリプトを保存
し、LabVIEW MathScript ウィンドウでそのスクリプトをロードするこ
ともできます。

行列データタイプ
行列データタイプを使用して、数学関連の問題のモデル化を容易で効率的

に処理します。行列演算の既存の多態性 VIおよび関数は、行列データタ
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イプを認識し、それに従って行列特有のアルゴリズムを実行します。複素

行列の演算に使用する数学 VIおよび関数は、入力として行列を受け入れ、
結果として行列を生成します。

メモ LabVIEW 7.x以前では、「行列指数（Matrix Exp）」、「行列対数（Matrix 
Logarithm）」、「行列乗（Matrix Power）」、「行列平方根（Matrix Square 
Root）」VIは、LabVIEW開発システムおよび LabVIEWプロフェッショナル開
発システムでのみ使用できます。LabVIEW 8.0では、これらの VIを LabVIEW
ベースパッケージでも使用できます。

行列データタイプは行列演算（特に一部の線形代数の演算）の実数または

複素数のスカラデータの行または列を保存するため、2次元配列の代わり
に行列データタイプを使用して行列データを表します。数学演算を実行す

る数学 VIおよび関数は、行列データタイプを受け入れて行列の結果を返
します。これは、データフローで後続の多態性 VIおよび関数を有効にし
て、数学特有の演算を実行します。数学 VIまたは関数が数学演算を実行
しない状態で行列データタイプを受け入れると、この VIまたは関数は自
動的に行列データタイプを 2次元配列に変換します。2次元配列をデフォ
ルトで行列演算を実行する VIまたは関数に配線すると、2次元配列の
データタイプによって、VIまたは関数は自動的に 2次元配列を実数また
は複素数の行列に変換します。

ほとんどの数値関数は行列データタイプおよび行列演算をサポートしてい

ます。たとえば、「積（Multiply）」関数を使用すると、他の行列または他
の数値で行列を乗算できます。基本的な数値データタイプおよび複素線形

代数関数を組み合わせて、正確な行列演算を実行する数値アルゴリズムを

作成します。

LabVIEW 7.x以前では、行列で数学演算を実行するには、線形代数 VIを
使用する必要があります。2次元配列は行列データを保存できますが、
LabVIEWでは線形代数関数などの一部の主要な数値関数について、行列
制御器で行列データを処理する方法とは異なる方法で配列を処理します。

LabVIEW 7.x以前では 2次元配列と行列を区別することができないため、
数学関数を実行する前に配列の次元サイズと配列要素を確認し、行列デー

タが行列演算に有効であることを確認する必要があります。行列データタ

イプを使用する場合は、数値関数を実行する前に配列の次元サイズを確認

して配列要素を解析する必要はありません。2×3行列と 4×4行列など、
配線する 2つの行列の次元が異なる場合、VIまたは関数は空の行列を返
します。

メモ VIまたは関数がデータを行列または 2次元配列（またはその逆）に変換すると、
強制ドットが VIまたは関数に表示されます。LabVIEWでは 2次元配列を保存
する方法と同じように行列を保存するため、この種のデータ変換は実行には影

響しません。
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ブロックダイアグラムでは、行列データタイプは、異なる配線パターンを

持つ実数 2次元配列または複素 2次元配列のデータタイプのように見え
ます。行列データタイプを入力として配線する場合、行列データタイプを

受け入れる VIおよび関数は、自動的に行列特有の演算をサポートします。

行列データタイプを入力として以下の関数の 1つに配線すると、サブ VI
を含み、行列データタイプと動作する VIは、関数を置換します。  

� 「等しい ?（Equal?）」関数  

� 「等しくない ?（Not Equal?）」関数 

� 「絶対値（Absolute Value）」関数 

� 「和（Add）」関数 

� 「積（Multiply）」関数 

� 「平方根（Square Root）」関数 

� 「差（Subtract）」関数 

� 「指数関数（Exponential）」関数 

� 「自然対数（Natural Logarithm）」関数 

� 「Xの Y乗（Power Of X）」関数 

� 「直交座標を複素数に変換（Re/Im To Complex）」関数 

� 「複素数を直交座標に変換（Complex To Re/Im）」関数 

� 「極座標を複素数に変換（Polar To Complex）」関数 

� 「複素数を極座標に変換（Complex To Polar）」関数 

結果として得られる VIは、同じアイコンで表示されますが、行列固有の
アルゴリズムを持ちます。行列からこの入力の配線を解除しても、ノード

は VIのままです。他のデータタイプを入力として配線すると、元の関数
が復元されます。データタイプを関数に配線し、そのデータタイプが原因

で基本的な数学演算が実行できなくなる場合は、関数は空の行列または

NaNを返します。たとえば、2×3の次元を持つ行列を「積（Multiply）」
関数の入力に配線し、4×4行列を他の入力に配線すると、関数は空の行
列を返します。

メモ LabVIEW 7.xから LabVIEW 8.0に VIをロードするとき、その VIが行列データ
タイプを使用できる関数に接続されている数学 VIを含む場合、LabVIEWはタ
イプ定義を無効にし、LabVIEW 7.xと同じ動作を行います。赤い 7.xグリフが関
数に追加され、この関数が LabVIEW 7.xと同じ動作をすることを示します。

LabVIEW 7.0以前では、1次元配列のみがメモリ内で整列されます。こ
れは、配列演算のパフォーマンスを向上させます。LabVIEW 7.1以降で
は、メモリ内で 1次元および 2次元配列が整列されます。これは、線形
代数の演算および行列データタイプに関連する演算のパフォーマンスを向

上させます。
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オプションダイアログボックスの機能強化
ツール→オプションを選択してオプションダイアログボックスを表示しま

す。オプションダイアログボックスの左側にあるカテゴリリストから選択

すると、ダイアログボックスでページを参照できます。オプションダイア

ログボックスには以下の機能強化が行われています。

� その他ページは環境ページに名前変更されました。最大取り消し回数

オプションはブロックダイアグラムページから環境ページへ移動しま

した。

� VIサーバ :TCP/IPアクセスページは、VIサーバ :マシンアクセス
ページに名前変更され、オプションも名前変更されました。

� VIサーバ :ユーザアクセスページは、VIサーバを介しての VIに対す
るユーザアクセスを制御します。

� メニューショートカットページでは、LabVIEWメニュー項目のキー
ボードショートカットを設定します。

� LaVIEWプロフェッショナル開発システムのみで使用可能なソース管
理ページでは、他社のソース管理プロバイダのソース管理を構成した

り、LabVIEWのソース管理オプションを設定できます。

� セキュリティページは、LabVIEWのセキュリティオプションを設定
します。

� シェア変数エンジンページでは、シェア変数の時間の同期を設定します。

� フロントパネルおよびブロックダイアグラムページの制御器でプリ

セット位置にスナップされているラベル /端子でプリセット位置にス
ナップされているラベル、デフォルトでロックされているラベル、デ

フォルトラベル位置オプションは、新規オブジェクトのラベルやキャ

プションのスナップ、ロック、位置決めを行います。

� ツリー制御器でパレット項目を表示するには、制御器 /関数パレット
ページの形式プルダウンメニューにあるツリーオプションを選択しま

す。パレット項目をソートチェックボックスをオンにして、形式プル

ダウンメニューでテキストまたはツリーを選択した場合に、アルファ

ベット順にパレットの項目をソートします。

� VIサーバ : 構成ページにあるサービス名は、VIサーバが要求をリス
ンする TCP/IPサービス名を設定します。

別名で保存ダイアログボックスおよび旧バージョン用に保存ダイアロ
グボックス

別名で保存ダイアログボックスを表示するには、以前に保存した VIでファ
イル→別名で保存を選択します。旧バージョン用に保存ダイアログボック

スを表示するには、ファイル→旧バージョン用に保存を選択します。

オプション付き保存ダイアログボックスは削除されました。別名で保存ダ

イアログボックスまたは旧バージョン用に保存ダイアログボックスを代用

してください。別名で保存ダイアログボックスからソース配布プロパティ

ダイアログボックスにアクセスし、ソース配布を作成して指定した VIの
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設定を構成してパスワードを追加し、ブロックダイアグラムを削除する

か、または他の設定を適用することもできます。

ファイルサイズの向上
LabVIEW 8.0で旧バージョンの LabVIEWから VIを保存すると、ファイ
ルサイズが大幅に減少します。LabVIEW 8.0で保存する VIのファイルサ
イズは、LabVIEW 7.1で同じ VIを保存するファイルサイズよりも約
55%少なくなります。LabVIEW 8.0での LLBのファイルサイズは、
LabVIEW 7.1で同じ LLBを保存するファイルサイズよりも約 20%少な
くなります。

複数のバージョンの LabVIEWで共有ライブラリを使用する
LabVIEW 7.x以前では、あるバージョンの LabVIEWで共有ライブラリ
（DLL）を作成し、別のバージョンの LabVIEWでその共有ライブラリを
使用すると、異なるバージョンの LabVIEWランタイムエンジンが共有ラ
イブラリを呼び出すため、エラーが返される可能性があります。

LabVIEW 8.0では、labview.libの代わりに labviewv.libを使用し

て共有ライブラリを作成すると、複数バージョンの LabVIEWやランタイ
ムエンジンで共有ライブラリを使用できます。

ウィンドウランタイム位置を設定する
ランタイムフロントパネルウィンドウの位置とサイズをカスタマイズする

には、ファイル→ VIプロパティを選択し、カテゴリプルダウンメニュー
からウィンドウランタイム位置を選択します。また、フロントパネル : ラ
ンタイム位置メソッドを使用して、プログラムでランタイムフロントパネ

ルウィンドウの位置とサイズをカスタマイズすることもできます。 

旧バージョンの VIプロパティダイアログボックスのウィンドウサイズ
ページにあるフロントパネルを画面全体の幅と高さに合わせるチェック

ボックスの代わりに、位置プルダウンメニューの最大化を使用します。

同様に、LabVIEWの旧バージョンのウィンドウの外観をカスタマイズダ
イアログボックスにある画面の中心に表示するチェックボックスの代わり

に、位置プルダウンメニューの中央揃えを使用します。

LabVIEWの旧バージョンでは、VIで画面の中心に表示するまたはフロン
トパネルを画面全体の幅と高さに合わせるを設定すると、その VIは停止
しても編集モードの位置に戻りませんでした。VIの画面の中央位置とサ
イズは変わりませんでした。LabVIEW 8.0では、VIは停止すると編集
モードの位置に戻ります。

ランタイム言語の環境設定を行う
以下の方法でスタンドアロンアプリケーションの言語の環境設定ができま

す。最初にリストされているメソッドは、後にリストされているメソッド

よりも優先度が高くなります。
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� –lang 言語コマンドラインオプション付きのアプリケーションを実

行します。ここで、言語は使用したい言語の英語名です。

� アプリケーションの .iniファイルに、AppLanguage=言語ラインを

追加します。ここで、言語は使用したい言語の英語名です。

� (Windows) コマンドラインまたはアプリケーションの .iniファイ

ルで使用する言語を指定しない場合、アプリケーションはオペレー

ティングシステムと同じ言語を使用します。

� アプリケーションがオペレーティングシステムの言語をサポートして

いない場合、アプリケーションはアプリケーションのデフォルトの言

語を使用します。

� 上記の言語の環境設定のいずれも指定ない場合、アプリケーションは

アルファベット順でサポートされている使用可能な最初の言語を使用

します。アプリケーションでサポートされている言語を全く使用でき

ない場合、LabVIEWでアプリケーションをロードすることはできま
せん。

VIサーバの機能強化
VIサーバは LabVIEW 7.x以前よりも詳しいエラーレポートを提供しま
す。たとえば、「VIリファレンスを開く（Open VI Reference）」関数を
使用したときにエラーが発生した場合、エラーレポートにエラーの原因と

なっている VIが表示されます。フロントパネルがない VIをロードする
と、LabVIEWがフロントパネルをロードできないことを通知するエラー
が発生します。またエラーレポートには、エラーの原因となっている特定

のプロパティとメソッドの名前が表示されます。

VIサーバリファレンスを使用する
制御器リファレンス定数は VIサーバリファレンスに名前変更されました。
ブロックダイアグラムにこのリファレンスを配置して、現在の VI、アプ
リケーション、または VIの制御器や表示器へリファレンスをリンクでき
ます。このリファレンスを使用して、関連する VI、アプリケーション、
あるいは制御器または表示器のプロパティおよびメソッドにアクセスする

ことができます。

操作ツールを使用してブロックダイアグラムで VIサーバリファレンスを
クリックし、このアプリケーションまたはこの VIを選択して現在のアプ
リケーションまたは VIにリファレンスをリンクします。また、VIサーバ
リファレンスを右クリックして、ショートカットメニューからリンク先→

このアプリケーションまたはリンク先→この VIを選択します。VI内で制
御器または表示器にリファレンスをリンクするには、同じ方法でリファレ

ンスをクリックまたは右クリックし、ショートカットメニューからリンク

する制御器または表示器を選択します。

LabVIEW標準の EXEファイルは、多態性 VIに対して VIサーバリファレ
ンスを開けません。EXEファイルが作成されると、多態性 VIは削除され、
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代わりに EXEファイルに多態性インスタンスが作成されます。多態性イ
ンスタンスで VIサーバの操作を直接実行します。

VIサーバのNIセキュリティ
VIサーバには、クライアントが VIサーバ接続をできるようするなど、よ
り多くの制御を行う NIセキュリティが含まれます。LabVIEW 7.x以前で
は、VIサーバはクライアントのマシンアドレスを基準に接続の可否を判
断します。LabVIEW 8.0では、NIセキュリティの統合により、VIサーバ
はユーザおよびグループを基準に接続の可否を判断します。

デフォルトでは、VIサーバの NIセキュリティは無効です。NIセキュリ
ティが無効の場合、マシンアドレスのみを使用して接続の可否を判断しま

す。Nセキュリティを有効にするには、ユーザまたはグループがアクセ
スできるか否かを指定する必要があります。ツール→オプションを選択し

てオプションダイアログボックスを表示し、VIサーバ : ユーザアクセスを
カテゴリリストから選択して、VIサーバ : ユーザアクセスページを表示し
ます。この、VIサーバ : ユーザアクセスページは、アクセスの可否の判断
に使用します。空のユーザ制御アクセスリストは、NIセキュリティが VI
サーバに対して無効であることを意味します。

LabVIEW 8.0では、クライアントは LabVIEW 7.x以前と同じ方法で VI
サーバ接続を開きます。サーバに VIサーバのユーザまたはグループ制限
がある場合、クライアントは接続を行う前にログインする必要があること

があります。NIセキュリティログインダイアログボックスを使用するか、
NIセキュリティ : ログインメソッドを使用してプログラムでログインしま
す。ユーザが接続を許可されていない場合、サーバは接続を閉じてクライ

アントへ kLVE_NISecurity_AuthenticationFailed (1379) エラーを
返します。

VIサーバ接続が開いている間にクライアントが変更すると、クライアン
トは自動的にサーバへメッセージを送信し、ユーザが変更されたことを通

知します。サーバが新しいクライアントに接続を許可しない場合、サーバ

は VIサーバ接続を閉じて kLVE_NISecurity_AuthenticationFailed 
(1379) エラーを返します。 

クラスブラウザウィンドウ
クラスブラウザウィンドウで、使用できるオブジェクトライブラリを選択

して、選択したオブジェクトライブラリ内でクラス、プロパティ、メソッ

ドを表示できます。選択したプロパティまたはメソッドとともにプロパ

ティノードまたはインボーグノードを作成することができます。また、ク

ラスブラウザウィンドウを使用して、クラス、プロパティ、メソッドを検

索し、ドット付きのプロパティおよびメソッドを作成することもできま

す。表示→クラスブラウザを選択して、クラスブラウザウィンドウを表示

します。
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プロパティノードでプロパティを右クリックしてショートカットメニュー

からプロパティを選択を選択するか、インボーグノードを右クリックして

ショートカットメニューからメソッドを選択を選択すると、既存のプロパ

ティまたはインボーグノードを編集できます。

.NETアセンブリを使用する
LabVIEWは、自動的に、インストールされている .NET共通言語ランタ
イム（CLR）で最新バージョンをロードします。旧バージョンの .NETを
使用して .NETアプリケーションを開発する場合は、最新バージョンの
.NETをインストールしてそのアプリケーションを再配布します。旧バー
ジョンの .NETを使用しているユーザはアプリケーションを実行すること
ができません。特定の CLRバージョンをロードするには、構成ファイル
を使用します。これにより、より最新バージョンの .NETをインストール
し、.NETの開発を継続できます。また、他のユーザも旧バージョンの
.NETでアプリケーションの実行を継続できます。

LabVIEW 7.xでは、ツール→上級→ .NETアセンブリリファレンスを選択
し、プライベート .NETアセンブリファイルを手動で登録しないと、それら
のアセンブリを参照する VIを使用できません。LabVIEW 8.0では、プラ
イベート .NETアセンブリファイルを登録する必要がないので、ツール→ 

上級→ .NETアセンブリリファレンスメニュー項目がありません。代わり
に、「コンストラクタノード（Constructor Node）」を配置すると、指定
するプライベート .NETアセンブリへのリファレンスを作成できます。
LabVEWは、アセンブリから .NETオブジェクトを含む VIへの相対パス
を格納します。アセンブリをGAC（Global Assembly Cache）、
LabVIEWのプロジェクトファイルと同じディレクトリ、または
LabVIEWプロジェクトのサブディレクトリに格納すると、アセンブリを
より効率的にロードします。

.NET CLRは、構成設定を使用してロードするアセンブリのバージョンを
判断します。これらの設定は、リクエストしたアセンブリバージョンより

も優先されます。たとえば、システム管理者が、ユーザのコンピュータで

バージョン 1.0.0.0ではなく 1.0.0.1がロードされるように設定したとしま
す。ユーザがバージョン 1.0.0.0をロードしようとすると、NET CLRに
よってアセンブリのバージョンが 1.0.0.1に変更されます。さらに、バー
ジョンが変更されたことを通知する LabVIEWのダイアログボックスを起
動します。

プライベートアセンブリを使用する VIを他のフォルダまたはコンピュー
タに移動する場合、アセンブリを VIに対して同じ場所に維持する必要が
あります。LabVIEWが、GAC、プロジェクトを含むディレクトリ、ま
たは VIに格納された相対パスでアセンブリファイルを検索できない場合、
LabVIEWはアセンブリファイルを検索することを要求するプロンプトを
表示します。

プライベートアセンブリを共有ライブラリまたはスタンドアロンアプリ

ケーションに VIを作成する場合、LabVIEWは関連プライベート .NETア
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センブリファイルを、ライブラリまたはアプリケーションと同じディレク

トリの dataサブディレクトリにコピーします。

LabVIEW 8.0では、.configファイルが保存されたプロジェクト、共有

ライブラリ、またはスタンドアロンアプリケーションに適用されます。

計測器ドライバファインダ
計測器ドライバファインダ（ツール→計測→計測ドライバを検索で選択可

能）は、LabVIEWの開発環境を保持したまま LabVIEWプラグアンドプ
レイ計測器ドライバの簡単な検索およびインストール方法をユーザに提供

します。また、計測器ドライバファインダは instr.libで計測器ドライ

バを表示し、NI-VISAを使用して接続されている計測器を検索します。

メモ 計測器ドライバファインダは、Mac OSでは使用できません。

計測器ドライバ VIウィザード
計測器ドライバ VIウィザードは、既存の計測器ドライバプロジェクトラ
イブラリを拡張します。計測器ドライバ VIウィザードを起動するには、
計測器ドライバプロジェクトを作成または開いて、プロジェクトエクスプ

ローラウィンドウのプロジェクトライブラリファイルを右クリックし、

ショートカットメニューから新規→計測器ドライバ VIを選択します。こ
のウィザードを使用して、計測器ドライバ VIを作成し、VIを計測器ドラ
イバプロジェクトライブラリに挿入します。また、このウィザードを使用

してフロントパネルの制御器に対応する計測器コマンド文字列のパラメー

タを構成し、計測器からの応答を解析する方法を定義します。

計測器ドライバプロジェクトウィザード
計測器ドライバプロジェクトウィザード（ツール→計測→計測器ドライバ

プロジェクトを作成で選択可能）は、GPIB、RS-232、イーサネット、
USB計測器などのプログラム可能な計測器を制御する VIを含む、計測器
ドライバプロジェクトを自動化します。このウィザードは、関数パレット

でドライバの VIを表示する計測器ドライバ VIおよびパレットメニューを
作成します。クラステンプレート、汎用のメッセージベーステンプレー

ト、または類似した計測器の既存ドライバから、計測器ドライバを作成で

きます。

使用可能なクラステンプレートは、DC電源装置、デジタルマルチメー
タ、関数発生器、およびオシロスコープです。任意のメッセージベースの

計測器には、General Purposeテンプレートを使用できます。計測器が
既存の計測器と類似している場合、既存の計測器ドライバを基準に新しい

ドライバを開始できます。

既存の計測器ドライバを基準に新しい計測器ドライバを作成する場合、計

測器ドライバプロジェクトウィザードを起動する前に、既存の計測器ドラ

イバプロジェクトを labview¥instr.libディレクトリへインストール
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する必要があります。既存の計測器ドライバはプロジェクトスタイルドラ

イバである必要があります。NI計測器ドライバファインダを使用して、プ
ロジェクトスタイルドライバをダウンロードおよびインストールできます。

計測器ドライバプロジェクトウィザードは、LabVIEWプラグアンドプレ
イ計測器ドライバの標準形式を使用する LabVIEWプロジェクトを使用し
ます。プロジェクトは、計測器ドライバガイドラインに適合する VIおよ
びパレットメニューファイルを含みます。ウィザードがプロジェクトを作

成した後、計測器とともに動作するように各 VIをカスタマイズする必要
があります。計測器ドライバ VIウィザードを使用して、計測器ドライバ
VIを作成して、VIを計測器ドライバプロジェクトライブラリに挿入でき
ます。

再入可能 VIを使用およびデバッグする
LabVIEWを使用して、再入可能 VIで以下のタスクを実行します。

� 再入可能 VIをデバックできます。再入可能 VIのブロックダイアグラ
ムのインスタンスをデバックするために表示できますが、ブロックダ

イアグラムインスタンスを編集できません。ブロックダイアグラム内

でブレークポイントを設定して、プローブを使用し、実行のハイライ

ト、実行のシングルステップを有効にすることができます。再入可能

VIのデバッグを許可するには、ファイル→ VIプロパティを選択して
VIプロパティダイアログボックスを表示し、プルダウンメニューか
ら 実行を選択して、デバッギングを許可チェックボックスをオンに
します。

� VIプロパティダイアログボックスを使用して再入可能 VIを設定し
て、実行中にフロントパネルを開き、再入可能 VIの実行後にオプ
ションで再び閉じます。

� VIサーバを使用して、プログラムで再入可能 VIでランタイム時にフ
ロントパネルの制御器および表示器を制御できますが、ランタイム時

に制御器と表示器を編集することはできません。リファレンスが再入

可能インスタンスを指す場合に、制御器の値 : 取得［平坦化］、制御
器の値 : 設定 [平坦化 ]、および VIを実行などの多く VIサーバのメ
ソッドおよびプロパティを使用して、VIの再入可能インスタンスと
通信できます。

� VIサーバを使用して、再入可能 VIのフロントパネルのコピーをラン
タイム時に作成することもできます。再入可能 VI のフロントパネル
をコピーするには、「VIリファレンスを開く（Open VI 
Reference）」関数を使用して VIサーバリファレンスを開きます。
タイプ指定 VIリファレンスをタイプ識別子入力に配線するか、再入
実行として開くをオプション入力に配線します。リファレンスを開く

と、LabVIEWは VIのコピーを作成します。VIサーバまたは VIプロ
パティダイアログボックスを使用して、再入可能 VIのフロントパネ
ルを開くこともできます。

� また、イベントストラクチャケースを構成して、 再入可能 VIのフロ
ントパネルオブジェクトのイベントを処理します。
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� LabVIEWの標準ウェブサーバに接続することによって、LabVIEW
内部から、またはウェブブラウザから再入可能 VIのフロントパネル
をリモートで表示したり制御したりできます。ウェブサーバを使用す

る場合、複数のユーザが VIのコントローラインタフェースにアクセ
スできます。各接続に、それぞれインスタンスがあります。

� XControlの外観 VIは、再入可能 VIである必要があります。

� 再入可能 VIのフロントパネルは、サブパネルにすることもできます。

� 旧バージョンの LabVIEWでは、再入可能 VIの各インスタンスにつ
いて 1つのフロントパネルのみが表示されたため、制御器および表
示器の値が常に正しくはありません。LabVIEW 8.0では、再入可能
VIの各インスタンスがそれぞれフロントパネルを持つため、制御器
および表示器の正確な値を毎回確認できます。

ブロックダイアグラムから再入可能サブ VIを開くと、LabVIEWはソー
ス VIの代わりに VIのクローンを開きます。VIのタイトルバーに（ク
ローン）が含まれ、ソース VIのクローンであることが示されます。ク
ローン値は編集できません。

VI実行後にプローブを作成する
VIは、ワイヤ値が保持されるように構成できます。ブロックダイアグラ
ムでプローブを作成すると、そのプローブによって VI実行時にワイヤ上
を通過したデータが表示されます。ワイヤ値を保持ボタンをクリックする

と、実行フローの各ポイントでワイヤ値が保存されるので、ワイヤにプ

ローブを配置すると、ワイヤを介して渡された最新のデータ値を即座に取

得できます。プローブによってどのワイヤのデータを取得する場合でも、

少なくとも 1回は VIを正常に実行させる必要があります。VI実行後のプ
ローブの使用は、ブロックダイアグラムが複雑な VIのデバッグを行う場
合に便利です。

ブロックダイアグラムのツールバーでワイヤ値を保持ボタンをクリックす

ると、プローブで使用するワイヤ値を取得します。

ワイヤ値を保持しないボタンを任意にクリックすると、各実行でワイヤ値

の保存を回避します。

メモ ワイヤ値を保持しないオプションを選択すると、わずかに必要なメモリ容量が

低減され、パフォーマンスが向上します。

複数ターゲットで VIをプロファイルする
パフォーマンスおよびメモリをプロファイルウィンドウを使用して、異な

るターゲットにある VIを同時にプロファイルできます。パフォーマンス
およびメモリをプロファイルウィンドウには、LabVIEWプロジェクトラ
イブラリ（*.lvlib）およびターゲットを表示する新規のプロジェクトラ

イブラリ列が含まれます。この列を使用して、同じ名前で異なるプロジェ

クトライブラリに含まれるか、または異なるターゲット上にロードされた
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VIを差別化できます。パフォーマンスおよびメモリをプロファイルウィ
ンドウには新規のアプリケーションインスタンスを選択ボタンがあり、こ

のボタンでアプリケーションインスタンスを選択ダイアログボックスを起

動します。このダイアログボックスを使用して、パフォーマンスおよびメ

モリをプロファイルウィンドウでデータを表示しているターゲットを選択

します。アプリケーションインスタンスを選択ボタンの隣は、パフォーマ

ンスおよびメモリをプロファイルウィンドウおよび LabVIEWで表示に使
用する色でアクセスする各アプリケーションインスタンスを示す凡例で

す。パフォーマンスおよびメモリをプロファイルウィンドウを起動するに

は、以前はツール→上級→プロファイル VIを選択していましたが、ツー
ル→プロファイル→パフォーマンスおよびメモリを選択します。

メモ LabVIEWプロジェクト（*.lvproj）は、VIやビルド仕様などの集合です。プ
ロジェクトに関連するすべてのファイルがプロジェクトエクスプローラウィン

ドウに表示されます。一度に 1つのプロジェクトのみプロファイルできます。
すでにパフォーマンスおよびメモリをプロファイルウィンドウを開いている場

合は、ツール→プロファイル→パフォーマンスおよびメモリオプションを無効

にします。

64ビット整数データタイプ
大きい整数を使用、表示、保存するには、64ビット符号付き /符号なし
整数データタイプを使用します。

多態性の数値入力が使用されるすべての関数では、64ビット整数データ
タイプがサポートされます。「循環（Rotate）」関数、「ビットシフト
（Logical Shift）」関数、「2の累乗でスケール（Scale By Power Of 2）」
関数の循環量、シフト量、累乗の 64ビット入力は、それぞれ 32ビット
整数に強制されます。関数が 64ビット整数出力を返すようにしたい場合
は、「10進数文字列を数値に変換（Decimal String To Number）」、「16
進数文字列を数値に変換（Hexadecimal String To Number）」、「8進数
文字列を数値に変換（Octal String To Number）」、「小数 /指数文字列を
数値に変換（Fract/Exp String To Number）」関数の文字列入力に 64
ビット整数を配線する必要があります。

64ビットの符号付きまたは符号なし整数を変換するには、それぞれ「4
倍長整数に変換（To Quad Integer）」関数と「符号なし 4倍長整数に変
換（To Unsigned Quad Integer）」 関数を使用してください。

NI Spy
NI Spyは、アプリケーションの実行中に計測器 I/O通信を監視するツール
です。NI Spyを使用して、LabVIEW VIの実行中に計測器 I/Oの呼び出し
と結果をキャプチャできます。呼び出しと結果をキャプチャすると、計測

器通信での問題をデバッグする上で役立ちます。(Windows) NI Spyを起
動するにはスタート→プログラム→ National Instruments→ 

NI Spyを選択します。(Mac OS) NI Spyを起動するには Applications→ 

National Instruments→NI Spyを選択して NI Spyをダブルクリックしま
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す。(Linux) NI Spyを起動するには、コマンドラインで nispyと入力し 

ます。

検索 /置換機能
In LabVIEW 7.x以前では、ブロックダイアグラムのオブジェクトの 1つ
を右クリックし、ショートカットメニューから置換を選択して他のオブ

ジェクトに置換することができます。LabVIEW 8.0では、複数のオブ
ジェクトやテキストオブジェクトを一度に置換できます。検索ダイアログ

ボックスを使用することで、VI、オブジェクト、およびテキストに基づい
て VIを検索できます。その後、検索結果ウィンドウですべての項目また
は選択した項目を別のオブジェクトやテキストに置換できます。

カスタマイズ可能なキーボードショートカット
オプションダイアログボックスのメニューショートカットページでは、VI
メニュー項目のキーボードショートカットを設定します。<Ctrl>キーを
修正キーとして使用せずに、<F1>～ <F24>ファンクションキーを使用す
ることができます。

印刷ダイアログボックスの機能強化
印刷ダイアログボックスには以下の機能強化が行われています。

� VIを選択ページは、現在の VIまたは複数の VIを印刷するかどうか
を選択します。

� 内容を印刷ページのフロントパネルすべて、フロントパネル可視部、

VIドキュメントオプションで、印刷内容を選択します。パネルを使
用、サブ VIとして使用、ドキュメントのすべて、カスタムの各ド
キュメントオプションは、内容を印刷ページから VIドキュメントオ
プションを選択してアクセスする VIドキュメントページへ移動しま
した。

� カスタム詳細ページは VIドキュメントページに名前が変更されまし
た。VIドキュメントスタイルオプションは VIドキュメントページで
コンポーネントを設定します。アイコンとコネクタペーンおよび説明

オプションは、アイコンと説明オプションおよびその構成要素に変更

されました。制御器および表示器のラベルやキャプションを印刷する

には、制御器オプションの下にあるラベル、キャプション、キャプ

ション [ラベル ]を使用します。

� このダイアログボックスでは、現在のアプリケーションインスタンス

内にある VIのドキュメントを印刷できます。複数のアプリケーショ
ンインスタンス内にある VIのドキュメントを印刷する場合は、それ
ぞれのアプリケーションインスタンスで印刷操作を繰り返さなければ

なりません。
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VIアイコンを編集する
labview¥resource¥pluginsディレクトリにある lv_icon VIテンプ
レートを使用して、アイコンエディタダイアログボックスの外で VIアイ
コンを編集できる VIを作成します。

ドキュメントの機能強化と変更点
ドキュメントについては、以下のとおり機能強化と変更が行われました。

ドキュメントの再編成
『LabVIEW ヘルプ』に、LabVIEW 7.x以前のマニュアルとアプリケー
ションノートの概念トピックが追加されました。したがって、PDFライ
ブラリや『LabVIEW Measurements Manual』、『Using External 
Code in LabVIEW』、『LabVIEW Development Guidelines』、
『LabVIEW Analysis Concepts』、『アプリケーションノート』の PDF
バージョンは添付されていません。

LabVIEW 7.xと LabVIEW 8.0のドキュメントの比較は以下の表のとおり
です。

表 5 LabVIEW 8.0ドキュメントの再編成 

ドキュメント LabVIEW 7.x LabVIEW 8.0

LabVIEW入門 印刷版と PDF 印刷版と PDF

LabVIEWリリースノート 印刷版と PDF 印刷版と PDF

LabVIEWアップグレード
ノート

印刷版と PDF 印刷版と PDF

LabVIEWクイックリファ
レンスカード

印刷版と PDF 印刷版と PDF

LabVIEWユーザマニュア
ル

印刷版と PDF LabVIEWヘルプ : 基本機能（印刷版
の一部）

LabVIEW Measurements 
Manual

印刷版と PDF LabVIEWヘルプ : 計測を実行する、
計測器を制御する

LabVIEWアプリケーショ
ンビルダ Readme

印刷版と PDF（LabVIEW
アプリケーションビルダ
ユーザガイド）

labview¥readmeディレクトリにあ
ります。

LabVIEW Development 
Guidelines

印刷版と PDF  LabVIEWヘルプ : 基本機能→開発
ガイドライン

LabVIEW Analysis 
Concepts

PDF  LabVIEWヘルプ : 基本機能→信号
処理および解析
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Using External Code in 
LabVIEW

PDF  LabVIEWヘルプ : 基本機能→テキ
ストベースのプログラミング言語で
書かれたコード呼び出し

Integrating the Internet 
into Your Measurement 
System―DataSocket 
Technical Overview

PDF ―

LabVIEWとハイパース
レッド

PDF  LabVIEWヘルプ : 基本機能→
LabVIEWとハイパースレッド

LabVIEW カスタム制御器、
表示器、およびタイプ定義
を作成する

PDF  LabVIEWヘルプ : 基本機能→フロ
ントパネルを作成する→概要→カス
タム制御器、表示器、およびタイプ
定義を作成する

LabVIEWデータストレー
ジ

PDF  LabVIEWヘルプ : LabVIEWでメモ
リにデータを保存する方法

LabVIEWパフォーマンス
とメモリ管理

PDF  LabVIEWヘルプ : 基本機能→パ
フォーマンスおよびメモリを管理す
る→概要→ VIプロファイルウィン
ドウを使用して VIのパフォーマン
スを監視する

LabVIEWにおける多態性
単位

PDF  LabVIEWヘルプ : 基本機能→ VIお
よびサブ VIを作成する→概要→多
態性単位を使用する

LabVIEW VIの移植とロー
カライズ

PDF  LabVIEWヘルプ : 基本機能→ VIの
移植とローカライズ

Using Apple Events and 
the PPC Toolbox to 
Communicate with 
LabVIEW Applications 
on the Macintosh

PDF ―

LabVIEWでパフォーマン
スと信頼性強化のマルチス
レッド VIを作成する

PDF  LabVIEWヘルプ : 基本機能→マル
チタスキング、マルチスレッディン
グ、およびマルチプロセッシング

TCP/IPおよび UDPで
LabVIEWを使用する

PDF  LabVIEWヘルプ : TCP/IPおよび
UDPで LabVIEWを使用する

表 5 LabVIEW 8.0ドキュメントの再編成（続き）

ドキュメント LabVIEW 7.x LabVIEW 8.0
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(Windows) 『LabVIEWヘルプ』の目次タブでブックアイコンの内容全
体を印刷するには、以下の手順を実行します。

1. ブックアイコンを右クリックします。

2. ショートカットメニューから印刷を選択し、トピックの印刷ダイアロ

グボックスを表示します。

3. 選択された見出しおよびすべてのサブトピックを印刷オプションを選

択します。 

メモ 目次タブで選択した単一のトピックを印刷する場合は、選択されたトピックの

印刷を選択します。

4. OKボタンをクリックします。

このヘルプファイルは PDFドキュメントへのリンクを含む場合がありま
す。PDFドキュメントを印刷するには、Adobe Acrobat Viewerツール
バーにある印刷ボタンをクリックします。

『LabVIEW基本機能』マニュアル、『LabVIEWリリースノート』、
『LabVIEWアップグレードノート』、『LabVIEW入門』マニュアル、
『LabVIEWクリックリファレンスカード』の PDF版を検索するには、
Adobe Acrobat Readerを使用してください。LabVIEWに添付されて
いる PDFドキュメントを検索するには、以下の手順に従ってください。

1. 編集→検索を選択して PDFを検索ウィンドウを表示します。

2. 検索する語句を指定してください。テキストボックスに、検索する単

語または語句を入力します。

3. 以下の場所にあるすべての PDFドキュメントボタンをクリックして、
ドロップダウンリストから labview¥manualsディレクトリを選択

します。

4. 検索ボタンをクリックします。

単語や語句によるフォルダ内の PDFドキュメントの検索の詳細について
は、Adobe Readerのヘルプを参照してください。

ワイヤレスデバイスで
LabVIEWを使用する

PDF  LabVIEWヘルプ : ワイヤレスデバ
イスで LabVIEWを使用する

Using the Timed Loop to 
Write Multirate 
Applications in LabVIEW

PDF  LabVIEWヘルプ : 基本機能→ルー
プとストラクチャ→タイミングスト
ラクチャ

表 5 LabVIEW 8.0ドキュメントの再編成（続き）

ドキュメント LabVIEW 7.x LabVIEW 8.0
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Readmeファイル（Windowsのみ）
LabVIEWファイルストラクチャの readmeディレクトリには、

LabVIEWと、インストールされているモジュールやツールキットのの
Readmeファイルが配置されています。Readmeファイルにアクセス
するには、スタート→すべてのプログラム→ National Instruments→
LabVIEW→ Readmeを選択します。

同期ボタン
『LabVIEWヘルプ』では、キーワードタブ、検索タブ、お気に入りタブ
からトピックを表示した場合、同期ボタンをクリックすると目次内でその

トピックを特定できます。

メモ LabVIEWでは、目次にダイアログボックスのリファレンスのトピックの一覧が
表示されません。

サンプルにアクセスする
ブロックダイアグラムや配置したパレットで VIまたは関数を右クリック
してショートカットメニューからサンプルを選択し、VIまたは関数のサ
ンプルへのリンクがあるヘルプトピックを開けられます。パレットの左上

隅にある画鋲のアイコンをクリックして、パレットを配置します。

詳細ヘルプウィンドウ
詳細ヘルプウィンドウで、ヘルプを表示するにはここをクリックリンクと

詳細なヘルプボタンはどちらも詳細なヘルプに名前が変更されました。

NIサンプルファインダの機能強化
NIサンプルファインダの参照タブと検索タブの必要条件リストには、サ
ンプルを使用するために必要な追加のハードウェアとソフトウェアが表示

されます。NIサンプルファインダに必要条件リストを表示するには、サ
ンプルファインダを構成ダイアログボックスの一般タブで、必要条件リス

トの表示チェックボックスをオンにします。

NIサンプルファインダから、NI Developer Zoneのウェブサンプルに対
するコメントや評価を表示、送信できます。NIサンプルファインダには、
ウェブサンプルの関連ドキュメントへのリンクも表示されています。NI
サンプルファインダにリソースリストを表示するには、サンプルファイン

ダを構成ダイアログボックスのWebタブで、リソースリストの表示
チェックボックスをオンにします。

NIサンプルファインダの参照タブを使用して、ハードウェアまたはソフ
トウェアで使用する特定のタスクに適用する NI Developer Zoneのサン
プルを参照できます。(Windowsおよび Linux) ウェブサンプルを参照す
るには、表示オプションセクションでタスクオプションを選択し、

ni.comにあるサンプルを含むチェックボックスをオンにします。表示す
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るウェブサンプルの最大数は、サンプルファインダを構成ダイアログボッ

クスのWebタブにあるWebクエリ結果の最大数フィールドで指定でき
ます。また、NIサンプルファインダの検索がタイムアウトになるまでの
時間をサンプルファインダを構成ダイアログボックスのWebタブにある
Webクエリ時間制限（秒）フィールドで指定することもできます。

タスクでサンプルを参照している場合は、サンプルを開くにはダブルク

リックしてくださいリストのインストールされていないツールキットとモ

ジュールフォルダに、現在インストールされていないツールキットとモ

ジュールのサンプルが含まれます。インストールされていないツールキッ

トとモジュールフォルダでサンプルを選択する場合は、必要条件リスト

に、必要なツールキットまたはモジュールに関する詳細情報のリンクが含

まれます。

コンピュータにインストールされたサンプルをキーワードまたは説明に基

づいて検索するには、NIサンプルファインダの検索タブを使用します。
キーワードで検索するには、検索ボタンの横にあるプルダウンメニューで

キーワードを選択します。説明で検索するには、検索ボタンの横にあるプ

ルダウンメニューで説明を選択します。説明でサンプルを検索するには、

ni.comにあるサンプルを含むチェックボックスをオフにする必要があり
ます。説明でサンプルを検索した場合、検索したテキストは情報テキスト

ボックスでハイライト表示されます。

VIベースまたはプロジェクトベースの LabVIEWサンプルを検索または
参照するには、NIサンプルファインダを使用します。プロジェクトベー
スのサンプルを開くと、LabVIEWプロジェクトファイル（.lvproj）が

プロジェクトエクスプローラウィンドウ内に開きます。サンプルを開くに

は、プロジェクトエクスプローラウィンドウのマイ コンピュータの下に
ある VIをダブルクリックします。VIベースのサンプルの動作には変更は
ありません。

LabVIEW 7.x以前では、NIサンプルファインダはインストールしている
DAQボードのみを検索できます。LabVIEW 8.0では、NIサンプルファ
インダでインストールしているハードウェアのほとんどを検索できます。

設定ボタンをクリックしてサンプルファインダを構成ダイアログボックス

を表示すると、検索にインストールされていないハードウェアを追加でき

ます。

LabVIEW 8.0でのその他の機能および変更点
LabVIEW 8.0では、その他に以下の機能強化および変更が行われています。

既存の VIおよび関数の変更点
LabVIEW 8.0では、既存の VIおよび関数において以下の点が変更されま
した。

� 「VISAシリアルポート構成（VISA Configure Serial Port）」および
「VISAシリアルブレーク（VISA Serial Break）」VIの複製 VISAリ
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ソース名出力は、VISAリソース名出力に名前変更されました。
「VISA USB割り込みデータ取得（VISA Get USB Interrupt Data）」VI
の複製 VISA USB割り込みイベント出力は、VISA USB割り込みイベ
ント出力に名前変更されました。その他すべての VISA VIおよび関数
の複製 VISAリソース名出力は、VISAリソース名出力に名前変更さ
れました。

� 「VISAトリガアサート（VISA Assert Trigger）」関数のプロトコル入
力には、6 (PXI: 予約 )および 7 (PXI:予約なし )の 2つの新しい値が
あります。

� 「VISA非同期ロック（VISA Lock Async）」には、ロックタイプとリ
クエストされたキー、および新規出力のアクセスキーがあります。こ

れらのパラメータを使用して、現在のセッションの排他的なロックま

たは共有ロックを要求します。

� 「VISAシリアルブレーク（VISA Serial Break）」VIの継続時間入力
は、ブレークの長さをミリ秒単位で指定します。

� 「VISAイベント待機（VISA Wait on Event）」関数のイベントリソー
スクラス入力は、イベントクラスと名前が変更され、必須入力からオ

プション入力に変更されました。

� 「波形要素取得（Get Waveform Components）」関数は、デフォ
ルトで Yデータ配列を取得します。

� 数値パレットで「複合演算（Compound Arithmetic）」関数を選択
してドロップした場合、デフォルトのモードは「和」です。「複合演

算」関数をブールパレットで選択した場合、デフォルトのモードは

「OR」です。

� 「バリアントへ変換（To Variant）」、「バリアントからデータに変換
（Variant To Data）」、「バリアントから平坦化文字列に変換
（Variant To Flattened String）」、「バリアント属性設定（Set 
Variant Attribute）」の各関数のパフォーマンスが向上しました。こ
れらの関数を呼び出す VIのほとんどが、これまでより高速に実行さ
れます。特に大きなデータセットを持つ VIで効果が顕著です。

� 「文字列の検索と置換（Search and Replace String）」関数の文字
列パラメータが、入力文字列に名前変更されました。また、「文字列

の検索と置換」関数には 5つの新しいパラメータが追加されました。
大小文字の区別を無視 ?パラメータは、文字列検索で大文字と小文
字を区別するかどうかを指定します。マルチライン ?パラメータは、
^ および $の記号をそれぞれ、行の最初と最後に一致させるか、スト
リング全体の最初と最後に一致させるかどうかを指定します。置換数

パラメータは、LabVIEWが 検索文字列を置換した回数を返します。
この関数は、エラー入力パラメータ、エラー出力パラメータとも呼ば

れます。

� 「PNGファイル読み取り（Read PNG File）」VIの透明度しきい入力
は、生成する画像データのマスクに 32ビット PNG画像のα情報を
取り込みます。LabVIEWは、透明度しきい以上のα値を不透明と
みなします。それ以外のすべてのα値は、完全に透明であるとみな
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されます。透明度しきいの値は、0～ 255の間でなければなりませ
ん。

� 「デジタルパターン検索（Search for Digital Pattern）」VIの比較
モード入力は、Xの値を検索時にどのように扱うかを指定します。こ
の関数の DWDTデジタルパターン検索インスタンスのモードおよび
開始指標 /秒入力は、それぞれ開始値形式および開始に名前変更され
ました。指標モードは、サンプルに名前変更されました。

� 「Y値取得（Get Y Value）」VIの波形インスタンスのモードおよび指
標 /秒入力は、それぞれ Y位置形式および Y位置に名前変更されま
した。これらのインスタンスの実際の指標 /時間出力は、実際の Y
位置に名前変更されました。

� 「Y値取得（Get Y Value）」VIの DWDT Y値取得インスタンスの波
形データ値出力は、波形データの値を返します。

� 「Y値取得（Get Y Value）」VIの DTbl  Y値取得インスタンスのデジ
タルデータ値出力は、デジタルデータの値を返します。このインスタ

ンスのデジタル入力入力は、デジタルデータ入力に名前変更されまし

た。このインスタンスのデジタル出力およびデジタル値出力は、それ

ぞれデジタルデータ出力およびデジタル値に名前変更されました。

� 「部分波形取得（Get Waveform Subset）」VIのWDT部分波形取得
および DWDT部分波形取得インスタンスのモード、波形入力、開始、
および持続時間は、それぞれ開始 /遅延形式、波形入力、開始、およ
び持続時間に名前変更されました。指標モードは、サンプルに名前変

更されました。また、WDT部分波形取得インスタンスには、新規で
開始 /遅延形式および絶対時間があります。「部分波形取得（Get 
Waveform Subset）」VIのWDT部分波形取得および DWDT部分波
形取得インスタンスの波形出力、実際の開始データ、および実際の持

続時間出力は、波形出力、実際の開始、実際の持続時間に名前変更さ

れました。

� 「部分波形取得」VIの DTbl部分デジタルインスタンスのデジタル、
開始、サンプル数入力は、デジタルデータ、開始、サンプル数に名前

変更されました。このインスタンスの部分デジタル出力は、部分デジ

タルデータに名前変更されました。

� 「Y値取得（Get Y Value）」、「波形から XYペア（Waveform to XY 
Pairs）」、「指標波形配列（Index Waveform Array）」、「波形タイム
スタンプアライメント（Align Waveform Timestamps）」、「波形連
結（Append Waveforms）」、「波形 dtコピー（Copy Waveform 
dt）」、「スケールΔt（Scale Delta t）」の各 VIに、64ビットの符号
付き整数のインスタンスがあります。「波形から XYペア」VIには、
64ビットの符号なし整数のインスタンスもあります。

� 「ブール配列からデジタルに変換（Boolean Array to Digital）」に
は、2つの新規入力があります。データ圧縮はデジタル出力を圧縮す
るかどうかを指定します。サンプルレートは出力デジタル波形の秒単

位のサンプル周波数を指定します。
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� 「デジタル反転（Invert Digital）」VIのエラー応答入力は、反転エ
ラー応答に名前変更されました。「デジタル反転」VIには、新しく 2
つの入力が追加されました。信号指標は、データの反転を開始する信

号を指定します。信号数は、信号指標からカウントされる反転する信

号の数を指定します。

� 「ビープ音（Beep）」VI のシステムアラートを使用 ?入力は、
LabVIEWでデフォルトのシステムアラートを使用して周波数 (Hz)
と持続時間 (ミリ秒 )を無視するかどうかを指定します。LabVIEW 
7.x以前では、この VIに強度入力またはエラー出力はありません。

� 「レポートをファイルに保存（Save Report to File）」VIの置換のプ
ロンプト ?入力が TRUEで、レポートファイルパスが既存のファイル
へのパスを示している場合、既存ファイルを上書きするかどうかを確

認するダイアログボックスが開きます。それ以外の場合は、既存ファ

イルは警告なしに上書きされます。

� 「表をレポートに追加（Append Table to Report）」VIの列幅の単
位（US)は、列幅の単位（デフォルト )に変更されました。HTMLレ
ポートにこの VIを使用して表を作成する場合、列幅の単位入力は無
視されます。代わりに、列幅入力に 100を乗算した値が、ピクセル
単位の最大列幅となります。

� 「VIのサブ VIリストをレポートに追加（Append VI List of SubVIs 
to Report）」VIの Express VI構成情報を含む入力は、レポートにブ
ロックダイアグラムにあるすべての Express VIの構成情報を含める
かどうかを指定します。

� スペース定数は文字列パレットに追加されました。このスペース定数

は、ブロックダイアグラムに 1文字スペースの文字列を提供します。

� 「文字列に平坦化（Flatten To String）」関数には 2つの新規入力があ
ります。配列または文字列サイズを先頭に追加 ?は、任意のデータ
が配列または文字列の場合に、データサイズ情報をデータ文字列の先

頭に含むかどうかを示します。また、バイト順序は結果として得られ

た平坦化文字列のエンディアン形式を設定します。これらの新規入力

のデフォルト値を使用する場合、この関数は以前のとおり動作しま

す。この関数には、新規のエラー入力入力と新規のエラー出力出力も

あります。

� 「文字列に平坦化（Flatten To String）」関数には 7.x データの変換と
いう新規のショートカットメニュー項目があります。これは、タイプ

文字列（7.xのみ）出力を表示し、その出力に赤い 7.xが付いたこの
関数用のアイコンを表示します。タイプ文字列 (7.x のみ )を配線す
る場合にのみ、タイプ定義を表示ショートカットメニュー項目が表示

されます。タイプ文字列出力はタイプ文字列（7.x のみ）に名前が変
更されました。これは、端子がすでに旧バージョンの LabVIEWから
配線された状態で、関数を右クリックしてショートカットメニューか

ら 7.xデータの変換を選択している場合にのみ表示されます。 
� 「文字列から非平坦化（Unflatten From String）」関数には 2つの新
規入力があります。データは配列または文字列サイズを含む ?は、
配列または文字列の入力の先頭からデータサイズ情報を読み取るかど
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うかを示します。また、バイト順序は平坦化文字列の入力での、エン

ディアン形式の順序を示します。これらの新規入力のデフォルト値を

使用する場合、この関数は以前のとおり動作します。この関数には新

規出力としてバイナリ文字列の残りもあります。この出力、この関数

が変換しなかった残りのバイトを含みます。エラー出力は、新規のエ

ラー入力入力と新規のエラー出力出力に変更されました。

� 「日付 /時間を秒に変換（Date/Time to Seconds）」関数には UTC?
という新規入力があります。これは、日時がグリニッジ標準時または

コンピュータに設定されたタイムゾーンであるかどうかを指定しま

す。LabVIEW 7.xでは、関数がグリニッジ標準時を基準に計算して
いるため、「日付 /時間を秒に変換（Date/Time to Seconds）」関数
は (DST)パラメータを無視していました。UTC?が FALSE（デフォル
ト）の場合、LabVIEW 8.0では (DST)を基準に時間を変換します。
LabVIEW 7.xまたは旧バージョンの LabVIEWで保存した VIを開く
場合は、この変換を回避するために -1の値を (DST)に割り当てます。

� 「日付 /時間を秒に変換」および「秒を日付 /時間に変換（Seconds 
to Date/Time）」関数は、日時クラスタにわずかな時間という新規要
素があります。この新規要素は、秒を基準に経過した小数点秒数です。

� 「秒を日付 /時間に変換（Seconds to Date/Time）」関数の UTCへ
入力は、日時がグリニッジ標準時またはコンピュータに設定されたタ

イムゾーンであるかどうかを指定します。

� 「日付 /時間文字列をフォーマット（Format Date/Time String）」関
数には UTC形式という新規入力があります。これは、出力文字列が
グリニッジ標準時またはコンピュータに設定されたタイムゾーンであ

るかどうかを指定します。

� 「文字列にフォーマット（Format Into String）」および「文字列から
スキャン（Scan From String）」関数には、タイムスタンプデータ用
のサポートが含まれます。形式文字列の編集ダイアログボックスに

は、相対時間形式およびタイムスタンプ形式の変換オプションがあり

ます。また、スキャン文字列を編集ダイアログボックスには、相対時

間をスキャンおよびタイムスタンプをスキャン変換オプションがあり

ます。

� 形式文字列で変数の順序を指定するには、「文字列にフォーマット

（Format Into String）」関数で $形式指定子の構文要素を使用します。

� 「プロパティを設定（Set Property）」VIの文字列、DBL、SGL、I32、
I16、U8、およびタイムスタンプインスタンスの見つからなければ作
成入力は、プロパティ名で指定したプロパティが存在しない場合にカ

スタムプロパティを作成するかどうかを指定します。

新規サンプル VI
LabVIEW 8.0に追加されたサンプル VIについて、説明を表示したり VI
を起動したりするには、NIサンプルファインダの参照タブの
LabVIEW 8.0の新しいサンプルフォルダを参照してください。
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外部コード関数の変更点
次の新しい関数は、DLLまたはCINから呼び出せます。

� CToLStrはC文字列を LabVIEW文字列に変換します。

� LToCStrは LabVIEW文字列を C文字列に変換します。

� DSSetHandleFromPtrNULLMeansEmptyは、ポインタからのハンド

ルを割り当てて、ポインタからのデータをハンドルをハンドルにコ

ピーします。DSSetHandleFromPtrNULLMeansEmpty関数は

DSSetHandleFromPtr関数に似ていますが、ポインタにデータがな

いときにハンドルを 0バイトに割り当てるのではなく Nullにする点
で異なります。

� NIGetOneErrorCodeは数値エラーコードを適切なテキストの説明に

変換します。

LabVIEW 7.x以前では、CINは AZHPurge、AZHNoPurge、AZHLock、

AZHUnlockをサポートしません。

名前が変更されたプロパティとメソッド
LabVIEW 8.0には、新規の VIサーバのクラス、プロパティ、メソッド、
イベントが含まれます。 LabVIEW 8.0ででは、以下のプロパティおよびメ
ソッドも名前変更されました。

プロパティ

以下のプロパティが名前変更されました。

表 6 LabVIEW 8.0で名前が変更されたプロパティ 

クラス LabVIEW 7.1での名前 LabVIEW 8.0での名前

アプリケーション アプリケーション :リアル
タイムホスト接続

アプリケーション : ユーザインタ
フェース使用可

デジタル表 セル背景色 アクティブ セル : セル背景色

デジタル表 セルの前景色 アクティブ セル : セル前景色

デジタル表 上左表示セル 左上のセル

リストボックス スクロールバー表示 表示項目 : 垂直スクロールバー表示

リストボックス 記号表示 表示項目 : 記号表示

複数列リストボックス セルの背景色 アクティブ セル : セル背景色

複数列リストボックス セルサイズ アクティブ セル : セルサイズ

複数列リストボックス 列ヘッダ表示 表示項目 : 列ヘッダ表示

複数列リストボックス 水平スクロールバー表示 表示項目 : 水平スクロールバー表示

複数列リストボックス 記号表示 表示項目 : 記号表示
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メソッド

以下のメソッドが名前変更されました。

複数列リストボックス 垂直スクロールバー表示 表示項目 : 垂直スクロールバー表示

スケール マイナー目盛りカラー 目盛りカラー : マイナー目盛りカ
ラー

文字列 スクロールバー表示 垂直スクロールバー表示

表 セル背景色 アクティブ セル : セル背景色

表 セルサイズ アクティブ セル : セルサイズ

表 列ヘッダ表示 表示項目 : 列ヘッダ表示

表 水平スクロールバー表示 表示項目 : 水平スクロールバー表示

表 指標表示 表示項目 : 指標表示

表 行ヘッダ表示 表示項目 : 行ヘッダ表示

表 垂直スクロールバー表示 表示項目 : 垂直スクロールバー表示

ツリー制御器 ドラッグを許可 ドラッグ /ドロップ : 項目のドラッ
グを許可

ツリー制御器 項目間のドラッグを許可 ドラッグ /ドロップ : 項目間のド
ロップを許可

ツリー制御器 親項目のドラッグを許可 ドラッグ /ドロップ : 親項目のド
ラッグを許可

波形チャート 凡例を自動サイズ調整 凡例 : 自動サイズ調整

波形グラフ 凡例を自動サイズ調整 凡例 : 自動サイズ調整

表 7 LabVIEW 8.0で名前が変更されたメソッド 

クラス LabVIEW 7.1での名前 LabVIEW 8.0での名前

制御器 Dfltに初期化 デフォルト設定に戻す

リストボックス Get DblClk Row ダブルクリックされた行を取得

複数列リストボックス Get DblClk Row ダブルクリックされた行を取得

テキスト MoveToDefLoc デフォルト位置へ移動

ツリー制御器 カスタム項目記号 : 記号を
復元

カスタム項目記号 : ビルトイン記号
に復元

ツリー制御器 カスタム項目記号 : 記号を
復元

カスタム項目記号 : 全てをビルトイ
ン記号に復元

表 6 LabVIEW 8.0で名前が変更されたプロパティ（続き）

クラス LabVIEW 7.1での名前 LabVIEW 8.0での名前
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ツリー制御器 カスタム項目記号 : 記号を
設定

カスタム項目記号 : カスタム記号に
設定

ツリー制御器 カスタム項目記号 : 記号配
列を設定

カスタム項目記号 : カスタム記号配
列に設定

VI FPを閉じる フロントパネル : 閉じる

VI VI 文字列をエクスポート VI 文字列 : エクスポート

VI 全ての制御器の値を取得 制御器の値 : すべてを取得 [平坦化 ]

VI 全ての制御器の値を取得 [
バリアント ]

制御器の値 : すべてを取得 [バリア
ント ]

VI 制御器の値を取得 制御器の値 : 取得 [平坦化 ]

VI 制御器の値を取得 [バリア
ント ]

制御器の値 : 取得 [バリアント ]

VI スケールされたダイアグラ
ム画像を取得

ブロックダイアグラム : スケールさ
れた画像を取得

VI ロック状態を取得 ロック状態 : 取得

VI パネル画像を取得 フロントパネル : パネル画像を取得

VI スケールされたパネル画像
を取得

フロントパネル : スケールされたパ
ネル画像を取得

VI VIアイコンを画像データと
して取得

VIアイコン : 画像データとして取得

VI VI文字列をインポート VI 文字列 : インポート

VI リモートパネル制御をロッ
ク

リモートパネル : 制御ロックを設定

VI 現在のすべての値をデフォ
ルト設定にする

デフォルト値 : 現在の設定をデフォ
ルト設定にする

VI FPを開く フロントパネル : 開く

VI すべてをデフォルト設定に
戻す

デフォルト値 : 全てをデフォルト設
定に戻す

VI VIアイコンをファイルへ保
存

VIアイコン : ファイルへ保存

VI 制御器の値を設定 制御器の値 : 設定 [平坦化 ]

VI 制御器の値を設定 [バリア
ント ]

制御器の値 : 設定 [バリアント ]

VI ロック状態を設定 ロック状態 : 設定

表 7 LabVIEW 8.0で名前が変更されたメソッド（続き）

クラス LabVIEW 7.1での名前 LabVIEW 8.0での名前
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エラーコードの機能強化
エラーコード �8999～ �8000を使用して、カスタムのエラーメッセージ
を定義できます。

LabVIEW 8.0では、エラーコードに以下の変更が行われています。

その他
上記の他、LabVIEW 8.0では、以下の点が変更されました。

� LabVIEW 8.0では登録情報ダイアログボックスが表示されません。
以前は、登録情報ダイアログボックスが未登録バージョンの

LabVIEWを起動すると必ず表示されていました。LabVIEW 8.0はイ
ンストール時に氏名や企業名などの情報を収集します。

� (Windows) LabVIEW 7.x以前では、<Ctrl-Tab>キーを押すと、ウィ
ンドウを開いた順番で繰り返し LabVIEWウィンドウを開きます。
LabVIEW 8.0では、<Ctrl-Tab>キーを押すと、ウィンドウが画面上
に表示されている順番で繰り返し LabVIEWウィンドウを開きます。
この順番は、<Alt-Tab>キーを押して確認できる順番と同じです。
(Linux) ウィンドウの順番は、使用するウィンドウマネージャにより
異なります。

� ツリー制御器で子ノード項目の下に項目をドラッグすると、その項目

は子ノードと同じ階層レベルで子ノードの下に配置されます。

VI VIアイコンをファイルから
取得

VIアイコン : ファイルから設定

VI VIアイコンを画像データか
ら設定

VIアイコン : 画像データから設定

VI リモートパネル制御ロック
を解除

リモートパネル : 制御ロックを解除

表 8 LabVIEW 8.0エラーコードの変更点 

LabVIEW 7.1エラーコード LabVIEW 8.0エラーコード

20003 20012

20101 20111

20102 20112

20103 20113

20104 20114

表 7 LabVIEW 8.0で名前が変更されたメソッド（続き）

クラス LabVIEW 7.1での名前 LabVIEW 8.0での名前
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� VI名、VIパス、VIフロントパネルの画像、VIリファレンスの 16進
数値を表示するには、VI Refnum(パネルイメージ )プローブを使用
します。値が無効な Refnumの場合に、このプローブを使用してブ
レークポイントを設定できます。

� リストボックスと複数列リストボックスの無効項目プロパティを、リ

ストボックスにない項目に対して設定すると、エラーが返されます。

� (Mac OS) LabVIEWでマウススクロールホイールをサポートしま
す。ケースストラクチャ、 イベントストラクチャ、スタックシーケン
スで、セレクタラベル上にカーソルを移動し、<Command>キー押
しながらマウスホイールを動かすと、これらのストラクチャのサブダ

イアグラム間をスクロールできます。

� (Mac OS) LabVIEWではポップアップの <Control>-クリックのみ
を受け入れますが、<Command>-クリックのキーの組み合わせは
受け入れません。 

� 制御器エディタウィンドウのカスタマイズモードでは、ショートカッ

トメニューからファイルからピクチャをインポート項目を選んで、カ

スタム制御器に使われているピクチャをファイルからインポートでき

ます。また、編集→貼り付けを選択して、装飾体をクリップボードの

画像に置換することもできます。装飾体をファイルの画像に置換する

には、装飾体を右クリックしてショートカットメニューからファイル

からインポートを選択します。

� オプションダイアログボックスのパスオプションページにあるカスタ

ムメニューディレクトリは指定できません。

� パスオプションページのカスタム VI検索パスを指定する場合は、
<osdatadir>シンボリックパスを使用できます。

� タイムスタンプをバリアントに変換すると、バリアント表示器が配線

先のタイムスタンプの現在の値を表示します。

� CVI関数パネルコンバータダイアログボックスと VXIPNPドライバ
を更新ダイアログボックスは、LabVIEW 8.0では廃止されました。
この機能を有効にするには、ni.com/idnet（英語）から LabVIEW 
Interface Generator for LabWindows�/CVI� Instrument Drivers
ツールをダウンロードしてください。

� Enterキーでテキスト入力を終了オプションは、オプションダイアロ
グボックスの環境ページにあります。

� 変更の説明ダイアログボックスには、選択された VIのディスクのパ
スを一覧表示するパステキストボックスが含まれます。パステキスト

ボックスは、同名の VIを区別するために使用することもできます。

� VIのデバッグを無効にする処理のパフォーマンスが多少向上しまし
た。

� VIライブラリマネージャウィンドウは、LLBマネージャウィンドウ
に名前変更されました。LLB内の項目をトップレベルとして示すに
は、ファイルリストにある項目を右クリックしてショートカットメ

ニューからトップレベル ?を選択します。LLBマネージャウィンドウ
での変更をキャンセルすることはできません。
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� VIライブラリを編集ダイアログボックスがツールメニューから削除
されました。ライブラリから VIを削除する、または VIをライブラリ
内でトップレベルの VIとして表示するには、LLBマネージャウィン
ドウを使用します。

� LabVIEW 7.x以前では、エラークラスタをケースストラクチャに配
線すると Trueケースがエラーケースになり、Falseケースがエラー

なしケースになっていました。LabVIEW 8.0では、エラークラスタ
をケースストラクチャに配線すると Trueケースがエラーなしケース

になり、Falseケースがエラーケースになります。

� フロントパネルで制御器や表示器を右クリックし、作成→プロパティ

ノードまたは作成→インボークノードを選択して、ショートカットメ

ニューからプロパティやメソッドを選択すると、ブロックダイアグラ

ムで特定のプロパティまたはメソッドを作成できます。

� (Windows) NI-CANと CAN制御器パレットにある CANチャンネル
制御器を使用して、NI-CANチャンネル APIにアクセスします。
CAN制御器パレットにある制御器の詳細については、NI-CANのド
キュメントを参照してください。

� プロパティダイアログボックスの形式と精度ページで、精度のタイプ

を有効数字に設定する場合は、単精度浮動小数点数の場合は桁フィー

ルドに 1～ 6の数値を、倍精度拡張精度浮動小数点数の場合は桁
フィールドに 1～ 13の値を使用することをお勧めします。

� スケールとして X軸を選択し、t0で指定された値の代わりに 0に対
する xスケールの開始を設定する場合、チャート、強度チャート、お
よび強度グラフプロパティダイアログボックスのスケールページで、

X軸上の波形時間スタンプを無視チェックボックスをオンにします。
スケールとして Y軸を選択し、個別データラインとしてデジタル波
形データを表示する場合は、デジタルバスを展開チェックボックスを

オンにします。

� 複数のファイルを同時に開けます。(Windows)ファイル→開くを選
択して標準のファイルダイアログボックスを表示し、<Shift>キーま
たは <Ctrl>キーを押しながら複数のファイルを選択できます。
(Mac OS)  <Shift>キーまたは <Option>キーを押します。 
(Linux)  <Shift>キーまたは <Alt>キーを押します。

� すべてのブラウザで、ウェブパブリッシュツールダイアログボックス

のモニタオプションがサポートされています。

� LabVIEW 7.x以前では、ツール→比較→ VIの比較を選択して選択ボ
タンをクリックすると、名前で VIを選択ダイアログボックスが表示
されていました。LabVIEW 8.0では、ツール→比較→ VIの比較を選
択して選択ボタンをクリックすると、VIを選択ダイアログボックス
が表示されます。

� LabVIEW 8.0では、ツール→比較→ VI階層を比較を選択すると、メ
モリ内のファイルシステムまたは VIリストから VIを選択できます。

� LabVIEW 7.xでは、ダイアグラムのオブジェクトを右クリックして、
ショートカットメニューからソースパレットを選択すると、サブパ
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レットから同様のオブジェクトにアクセスできます。ここで、ソース

はブロックダイアグラムのオブジェクトを含むサブパレット名です。

LabVIEW 8.0でも、ブロックダイアグラムのオブジェクトを右ク
リックして、ショートカットメニューから置換→ソースパレットを選

択すると、ブロックダイアグラムのオブジェクトを、そのブロックダ

イアグラムのオブジェクトを含むサブパレットから類似するオブジェ

クトに置換できます。また、ワイヤを右クリックしてショートカット

メニューから 挿入→ソースパレットを選択して、最も頻繁に使用す
るソースパレットからオブジェクトを挿入することもできます。これ

により、そのワイヤが接続する 2つのオブジェクトの間に選択した
オブジェクトが挿入されます。

� LabVIEW 7.x以前では、タイプ定義のデータタイプおよびタイプ定
義更新のインスタンスを変更すると、インスタンスは、現在のデー

タ、デフォルトデータ、プライベートデータ、ラベル、キャプション

のみを保存します。LabVIEW 8.0では、タイプ定義のインスタンス
はより多くの属性を保存することがあります。

� LabVIEW 8.0では、タイプ定義を別の制御器に置換すると、この制
御器は LabVIEW 7.x以前で保存するタイプ定義の属性よりも少ない
数の属性を保存することがあります。

� LabVIEWでは、必要に応じてタイプ定義が伝達されます。

� 幅と高さを設定ダイアログボックスは、オブジェクトをサイズ変更に

名前変更されました。このダイアログボックスの現在のサイズ値リス

トボックスでは、幅や高さを変更してもサイズ変更できないオブジェ

クトにアスタリスクが付けられます。

� LabVIEW 7.xでは、VIが見つからない場合はそれを同じ名前の VIで
上書きする必要がありました。LabVIEW 8.0では、見つからない VI
を別の名前の VIで上書きできるようになりました。見つからない VI
のすべてのインスタンスは、選択した VIに置き換えられます。

� LabVIEW 7.x以前のバージョンでは、<Ctrl-A>キーを押して、フロ
ントパネルまたはブロックダイアグラムのオブジェクトの調整操作を

繰り返すことができました。LabVIEW 8.0では、<Ctrl-Shift-A>キー
を押して調整操作を繰り返します。<Ctrl-A>キーを押して、フロン
トパネルまたはブロックダイアグラムのすべてのオブジェクトを選択

します。

� LabVIEWがサブ VIをロードするタイミングを構成できます。サブ
VIを右クリックしてショートカットメニューから設定呼び出しを選
択し、VI呼び出し構成ダイアログボックスを表示します。この
ショートカットメニュー項目は、VIサーバ呼び出しをサポートする
アプリケーションインスタンスで開いている VIのみに使用できます。
PDAおよび FPGAターゲットなど、VIサーバ呼び出しをサポートし
ないアプリケーションインスタンスで開かれている関数、Express 
VI、多態性 VI、VIには使用できません。発呼者 VIが大きい場合は、
ダイアログボックスで最初の呼び出しでロードして保持オプションを

選択することによって、ロードする時間とメモリを節約できます。こ

のオプションを選択すると、サブ VIは発呼者 VIによって必要とされ
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るまでサブ VIはロードされず、操作完了後にメモリからサブ VIを解
放することができます。

� LabVIEW 8.0では、ブロックダイアグラムからフロントパネルの制
御器をコピーして、新規 VIのブロックダイアグラムへ貼り付けると、
フロントパネルの配置が元の VIの状態と異なります。非表示領域で
重複や表示を回避するには、左上隅にフロントパネルのオブジェクト

を配置します。

� 西暦として表示される範囲が 1904～ 2038年から 1600～ 3000年
に拡張されました。

� 詳細ヘルプウィンドウ内で復帰文字を表示するには、各パラグラフを

2つの復帰文字で区切ります。

� 押されたキーが VIメニューのキーボードショートカット（<Ctrl-C>
や <Ctrl-V>など）に一致する場合、メニュー項目が有効か無効かに
かかわらず、LabVIEWはキーダウンイベントを生成しません。

� アプリケーション : 言語プロパティは koを返して、LabVIEW環境
の言語が韓国語であることを示すことができます。

� 複数の VIをタグ付きテキストファイルにエクスポートしたり、タグ
付きテキストファイルから複数の VIにインポートするには、それぞ
れ VI文字列 : エクスポートおよび VI文字列 : インポートメソッドを
使用します。
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